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序

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターでは、昭和56年4月の設立以来、

京都府内の公共事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査を行ってまいりました。この報

告書に収められた千代川遺跡も、国道 9号バイパスの建設に伴い発掘調査を行っ

た遺跡で、千代川町一帯に広がる広範囲な千代川遺跡の一画で、丹波国府推定地

の西端をかすめる、約20OOOm2について調査を行いました。この調査では、弥生

時代から鎌倉時代にかけての様々な遺構や多数の遺物が見つかりましたが、とり

わけ奈良・平安時代の建物跡や石帯 ・緑紬陶器・墨書土器など、官街跡に関連し

た遺構 ・遺物を多数検出しています。

これまで、当調査研究センターでは、 『京都府埋蔵文化財情報J・『京都府遺

跡調査概報』を通じて、この遺跡の調査成果を紹介してまいりました。これらの

刊行物とあわせまして、本書を関係各位の参考に供され、地域の文化の発展に少

しでも寄与すれば幸いです。

千代川遺跡の調査にあたりましては、発掘調査を依頼された建設省近畿地方建

設局をはじめ、京都府教育委員会 ・亀岡市教育委員会などの関係諸機関の御協力

を受けただけでなく、極暑・極寒の中で多くの方々が熱心に各作業に従事してい

ただきました。ここに記して、感謝したいと存じます。

平成4年3月

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター

理事長 福山敏男
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例百

1 本書は、京都府亀岡市千代川町に所在する千代川遺跡丹波国府推定地の発掘調査報告

書である。

2 千代川遺跡丹波国府跡の調査は、国道9号バイパス関連遺跡と して、建設省近畿地方

建設局の依頼を受け、昭和59年から昭和63年まで、財団法人京都府埋蔵文化財調査研究

センターが主体となって実施した。

3 発掘調査にあたっては、 当調査研究センター調査第2課調査第2係長水谷毒克、同調

査員森下衛、小池寛、鵜島三需が担当して行った。

4 本書に掲載した写真は、遺構を主に森下衛、小池寛、鵜島三蕎が撮影し、遺物写

真は高橋猪之介氏に委託したものと、田中 彰が撮影したものがある。空中写真は、株

式会社朝日航洋・アジア航測株式会社・写植エンジニアリング株式会社に委託した。ま

た、遺構平面図の一部は、空中写真をもとに委託した。

5 本書の執筆は、水谷蕎克、森下街、鵜島三霧、中川和哉、柴暁彦が分担し、末尾

に明示した。編集は、後藤尚規の協力を得て、 鵜島三毒・土橋 誠が行った。

門
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はじめに

千代川遺跡丹波国府推定地発掘調査報告書

はじめに

千代川遺跡は、亀岡盆地のほぼ中央、亀岡市千代川町に所在する。遺跡周辺は、方格地

割が整然と残っており、条里制を考える上から考古学的のみならず、歴史地理学的にも注

目されている。

丹波国府推定地は、大正年間頃より、亀岡盆地内のさ まざまなところがその所在地と し

て比定されてきたが、 1963年木下 良氏が国府を千代川に比定してから初期国府は千代川

に存在したことがほぼ定説となってJ：述。

千代川遺跡丹波国府推定地の発掘調査は、建設省近畿地方建設局が計画した国道9号バ

イパス予定路線の事前調査として昭和59年度から始められ、その成果を もと にその翌年か

ら年度ごとに面的に区切って調査を継続した。現地調査は昭和59年度（第9次調査）から平

成元年度（第15次調査）にかけて行った。また、 平成 2・3年度は、 整理作業及び報告作業

を行った。調査に伴う組織は以下のとおりである。

付表l 調査組織一覧表

年度 調査責任者 調査担当責任者 事務局 調査担当者

日百59事務局長荒木昭太郎 調査課長 堤圭三郎 総務課長白塚弘 主任調査員 水谷毒克

調査員 森下街

BB60 事務局長 荒木昭太郎 調査課長 堤圭三郎 総務課長白塚弘 主任調査員 水谷害事克

調査員 森下 街

昭61事務局長荒木昭太郎 調査課長 堤圭三郎 総務課長白塚弘 主任調査員 水谷毒克

( 6月まで） ( 6月まで） 調査員 森下 衛

調査課長 中谷雅治 総務課長中西和之

昭62事務局長荒木昭太郎 次長 中谷雅治 総務課長田中秀明 調査第2係長 水谷議克

調査第2課長杉原和雄 調査員 森下 衛

鵜島三議

HB63 事務局長 荒木昭太郎 次長 中谷雅治 総務課長 田中秀明 調査第2係長水谷蕎克

調査第2課長杉原和維 調査員 小池 寛

鵜島三害事

平元 事務局長荒木昭太郎 次長 中谷雅治 次 長 山本勇 調査第2係長 水谷誇克

調査第2課長 杉原和雄 調査員 鵜鳥三毒



京都府遺跡調査報告書 第16冊

なお、調査中及び本書の執筆にあたって次の方々から御教示をいただいた。

足利健亮、上原真人、川上貢、木下 良、黒川孝宏、高橋誠一、舘野和己、田中哲雄、

寺崎保広、永光尚、橋本清一、樋口隆久、本中真、森公章、山中敏史、渡辺晃宏、

奈良国立文化財研究所、京都府教育委員会、京都府立山城郷土資料館、亀岡市教育委員会、

亀岡市文化資料館

発掘調査参加者

青井敏榎康史 菅沼 和行 富田 宏内 藤正裕西村健司山口文吾加藤隆也

佐竹孝横山憲 郎 山 室 繁 中 西 靖 則 西 田覚村山一弥山下健一郎西垣真史

竹岡 光 男 大西智也大西啓喜西井淳也中西宏本城洋一 吉田昌巳西弘三

田中了木村 又 一 郎 新 井 陸 男 井 上 哲 司牧野淳司藤井敦州崎浩竹田文登

中島和彦山口信彦中島皆夫岩津博文高野陽子松田靖史藤本城次船越正美

鈴木永子郡司佳代子中橋孝之笹井信高野ほずみ高橋易史近藤康彦下川床

清治西世津子浜崎浩司吉田秀生森佳奈子 一ノ本弥生吉田裕子松村章代入

野祐子大坪孝一 武内かおり 安井美香伊藤尚美千葉智子入船弘幸石川令

宇野淳夫牛尾充宏大西秀和河田正明佐藤寛巳白井真澄武田和哉滝川ひとみ

谷向英人内藤淳二 西村欣也田村悟苗田正裕広瀬由美子平野淑子 三谷浩司

山田和美湯浅研司吉田茂男鷲田哲秀大宮和恵津田みどり 熊倉知江子杉森美

佐 紀川勝修八木初次美馬幸大八木感一並川義次渡辺春三 福田亘孝高橋

一義田中寛治松浦寛一 宇野三雄石野正男山本誠木村峻野々村修田畑

光雄俣野ふじを俣野利江俣野よ志江俣野静子山内きくの八木まさ子八木美

重子八木よし子八木千代江山内タカ子原因敦子松山晃子野々村礼子野々村

美さを八木淑子山本美代子松本菊枝松本はつゑ黒田茂子黒田美代子松本末

野中垣民子八木きみ子谷口明子中西ふみ子西田初恵小槻小福八木すて中

沢和美田畑みどり 木場淳子大槻益子石原俊子並川智美桂洋子田中智子

牧野富子田代美穂子村田澄恵岡本美代子岩田E子松尾幸枝岡本美和子荻野

冨紗子村上典子庄林真弓松下道子西川悦子劉和子小田栄子疋田季美枝

吉 井 雅 代 姫路真保中島恵美子田中文美堀源一 宮崎紗知子三沢繁忠吉岡孝

博横山成巳佐々木理見須俊介（順不同）

ウム
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第1章 地理的環境と歴史的環境

第 1節地理的環境

亀岡盆地は、京都市の北西にあり、いわゆる丹波山地のー画に位置する。大きさは、北

西から南西に長軸を持つ5km×20kmで、ある。丹波山地は日本海に注ぐ由良川水系と瀬戸

内海に注ぐ大堰川、加古川水系によって開かれるが、大堰川が亀岡盆地のほぼ中央を南に

流れている。この盆地の高度は、標高80～l!Omである。周囲の山は、 砂岩 ・頁岩などで

構成され、丹波帯と呼ばれる秩父古生層からなる。一部には石英閃緑岩 ・花筒岩類も分布

している。 亀岡地方は、古生層を基盤とするが、盆地東端は、北西から南東にかけて亀岡

断層により直線的な形状をしている。西縁では、中世代末期に貫入した花岡岩の岩体が分

布し、境界が複雑に入り組んだ断層角盆地となっている。盆地の南は、大阪層群上部に相

当すると考え られる篠町層が顕著である。また、 盆地北縁の瓜生野や温井などの標高150

～170mの段E面を構成する高位段E構成層、盆地南半部には標高100～120mの広い平坦面

を構成する低位段正構成層や沖積層なども見られる。

第l図 調 査地位置図

第2節歴史的環境

亀岡盆地は、 近年国道9号バイパ

ス・都市計画道路 ・宅地開発などに

伴う発掘調査が増大してお り、それ
《／
J」 J

ピ’ に伴って古代の様相が明らかになり
ノ

-3-

つつある。

縄文時代の遺跡では、以前から三

日市遺跡が知られていたが、 発掘調

査の回数が増えるたび各地点で報告

されている。千代川遺跡丹波国府推

定地では、 有舌尖頭器といった草創

期に遡るものや、押型文土器などの

縄文時代早期の遺物も確認されてい

る。 国府推定地南辺部の千代川遺跡

10次及び16次調査や南約500mの11
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付表2 周辺遺跡一覧表

番号 遺跡、名 種類 遺跡の概要

I 千代川遺跡 集落 平地 27 出雲遺跡 散布地 台地東西500mX

縄文～中世 南北1700m 弥生

2 丹波国府 官1!i 平地 ～中世旧版では出

推定地 奈良～平安時代 雲神社境内遺跡

3 桑寺廃寺 寺院 平地 28 二日市遺跡 散布地 平地東西500mX

飛鳥後期～平安時代 南北500m 縄文時

4 拝回古墳群 前方後円墳 ！？基横穴式石室 代集落奈良時代

ほか 寺院？官街？

5 上川関古墳群 円墳 32基横穴式石室 29 御上人林廃寺 寺院 丹波国分尼寺跡

6 大法寺古墳群 円墳 12基横穴式石室 奈良～平安前期

7 内山古墳群 円墳 5基横穴式石室 30 丹波国分寺跡 寺院 平地

8 小谷古墳群 円墳 16基・横穴式石室 奈良～中世間史跡

9 西所古墳群 円墳 2基 ・横穴式石室 31 河原尻遺跡 集落 平地 御上人林廃寺

10 八木城跡 山城 丘陵頂東西300× 下層弥生前期～

南北350m 大型複 古墳後期

合梯子本丸 天守 32 蔵垣内遺跡 集落 平地国分寺下層

台 石垣城戸口 － 竪穴式住居跡弥生

泉抜穴内藤備前 前期～古墳後期

築城室町時代 33 小金岐古墳群 円I貫 112基・横穴式石室

II 古谷言語跡 須恵器窯 丘陵腹登窯 34 馬場ヶ崎遺跡 集落 平地弥生後期の竪

平安時代 穴式住居跡 ・1茸

12 堂山窯跡 須恵器窯 丘陵腹 1964年発掘 35 北金岐古墳群 円墳 9基・横穴式石室

登窯、古墳後期 36 北金岐遺跡 集落 平地竪穴式住居跡

13 八木嶋遺跡 集落跡 古墳～鎌倉時代 ・1葺 ・掘立柱建物跡

14 刑部城跡 山城 丘陵頂中型梯郭式 弥生後期～中世

15 西国城跡 山城 丘陵頂 小型小判郭 37 南金岐遺跡 集落 平地弥生中後期

式 方形周溝墓 i茸

16 屋賀城跡 平城 平地域主荒木山城 墳墓 奈良～中世の溝

守または内藤氏、室 38 並河城跡 平城 平地

町時代 城主並河J帯部介易家

17 観音寺遺跡 散布地 平地東西300m× 39 野寺廃寺 寺院 平地

南北200m 40 太田遺跡 集落 平地大I茸 ・1茸 ・土

18 里遺跡 散布地 平地東西800m× 坑 ・柱穴

南北800m 縄文後期～中世

19 池尻古墳群 円墳 27基丘陵腹 41 鹿谷古墳群 円墳 18基横穴式石室

20 美j良田古墳群 円f貫 33基丘陵稜 42 鹿谷遺跡 散布地 平地

21 池尻遺跡 散布地 平地東西750m× 弥生～鎌倉時代

南北400m 43 天川遺跡 散布地 平地

22 平野古I賞群 円墳 51基横穴式石室 44 穴太城跡 平山城 丘陵頂城王赤沢加

23 時塚遺跡 散布地 平地 賀義政室町時代

弥生時代 45 穴川遺跡 集落 平地

24 馬路遺跡 散布地 平地東西500m× 弥生後期～鎌倉時代

南北600m 46 余部遺跡 散布地 平地

25 千歳車塚古墳 前方後円1貫 平地北北西向全 弥生前期～中世

長79m 後円部 47 余部城跡 平城 台地城主福井因幡

径41m 岡高7.5m 守貞政室町時代

前方音II幅45.5m 48 加塚古墳 前方後円墳 平地

同高6m 3段築成 現墓地全長60m

葺石埴輪周濠 49 安加塚遺跡、 散布地 平地旧版伊達

古墳中期末国史跡 神社遺跡

26 車塚遺跡 散布地 平地東西750m× 50 亀山城跡 平城 台地明智光秀築城

南北700m 中世の亀山城と重複

5 
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次調査地点からは、縄文時代晩期の土器がまとま って確認された。千代川遺跡以外でも、

北金岐遺跡や太田遺跡でも縄文時代晩期の土器がまとま って確認されており 、行者山の沿

辺部には縄文時代後期 ・晩期の集落があったと考えられる。

弥生時代になると、亀岡盆地周辺に遺跡が散在する。その中でも主要なものは、稗田野

町太田遺跡・大井町北金岐遺跡・千代川町千代川遺跡、などである。

太田遺跡は、弥生時代前・ 中期の遺跡として重要で＝ある。遺構としては、推定直径160

mを測る環濠や溝・ 土坑などが確認されている。出土遺物には、土器 ・石器・木器などが

大量に出土している。土器では第 I～第E様式の摂津 ・播磨の影響を受けたものが顕著で

あり、地域間交流を考える上で貴重である。北金岐遺跡は後期～布留式併行期の遺跡であ

る。遺構として、竪穴式住居跡 ・掘立柱建物跡 ・溝 ・土坑などが確認されている。この時

期の遺物の80%は、溝内からの出土である。土器や木器が大量に出土し、土器では、近江

系土器の出土が顕著で、あることから近江地域の影響が考えられている。

千代川遺跡は、府道の拡幅に伴う 6次調査で、 弥生時代中期第四～第W様式の方形周溝

墓、溝状遺構などが検出された。出土した土器は外面にタタキ目を残す査・聾が主体をな

し、太田遺跡と同様、摂津地域との関連性がうかがえる。

古墳時代になると、丹波地域の盟主墳と考えられる全長80mの前方後円墳である千歳車

塚古墳をはじめとして、多くの前方後円墳が築かれる。古墳時代前期のものははっきりし

ないが、古墳時代中期になると千歳車塚古墳や野条古墳・保津車塚古墳・案察使古墳など

の前方後円墳が盆地内に点在して造営される。また、いわゆる丹波地域の中でも福知山 ・

亀岡盆地では、方墳が2基独立して平地に築かれる とし寸特色を持っている。古墳時代後

期になると、多いところで100基を越え、府内でも有数の群集墳地帯となる。ほとんどの

古墳は、横穴式石室を内部主体に持つものである。石材の豊富な行者山一帯は、花商岩の

巨石を利用した古墳が多い。小金岐古墳群は100基を越える古墳群であるが、 76・77号墳

は石棚を持つ古墳として特徴的である。同様な古墳として、全長40mの前方後円墳で、ある

拝田16号墳や鹿谷古墳などがある。また、石室内を分割する石障を持つものに、拝田 9号

墳・小金岐 l号墳などがある。同じ行者山西麓にある拝回古墳群と小金岐古墳群は、こう

いった意味からも注目されるものであろう。

古墳時代の集落遺跡については、まとまって確認されたものがなく 、部分的な確認に留

まり、検出例が少ない。そのため亀岡盆地においては、ムラと墓の関係で考察できる資料

に欠けている。しかし近年、亀岡盆地北方の船井郡八木町八木嶋遺跡で、古墳時代の豪族

居館跡が確認された。遺構としては、大規模な掘立柱建物跡が合計37棟をはじめとして、

溝 ・土坑 ・竪穴式住居跡などが確認された。一番大きな建物跡は四面府を持つ東西棟の建

6 
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物跡、で、敷地面積は140m2を越える大きなものである。この居館を造営した人々の墓地と

しては、南西 1kmにある坊田古墳群を考えるのが妥当である。ムラと墓の関連をつかむ

貴重な資料と言えよう 。

奈良時代の遺跡としては、千代川町の丹波国府推定地、河原林町にある丹波国分寺や国

分尼寺である御上人林廃寺が重要である。こういった律令国家による重要遺跡のみならず

篠町観音芝廃寺・曽我部町与能廃寺・千代川町桑寺廃寺など白鳳期に入る古寺も亀岡市内

に所在している。これら遺跡の存在から、丹波国の中でも亀岡盆地の歴史的重要性の一端

がうかがえる。

平安時代にはいると、都に隣接するという利点もあって篠窯跡群が本格的に生産を開始

する。ここでは、須恵器以外に緑粕向器なども作られており、その一部は、国道9号バイ

パスに伴って発掘調査も行われた。その結果、平安時代を通じて、篠窯跡群は京に供給す

る土器の一大生産地であったことが判明している。近年、篠遺跡で篠窯跡群の生産に従事

したと恩われる人々の住居跡や、墨書土器などが発見され集積場所と思われる遺構も確認

されている。

平安時代以降、近世に至るまで都に隣接するという地理的重要性から各時代の遺跡が盆

地内各地に点在し、今日に至っている。

（鵜島三喜）
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第2章調査経過と概要

第 1節調査に至る経緯

過去の調査

千代川遺跡が、重要な古代遺跡として注目されたのは、1963年に木下 良氏が丹波国府

推定地のーっとして紹介されたことにはじまる。その後、1970年に発行された 『京都府遺

跡地図第 1版Jでは、遺物の散布状況から、この丹波国府推定地を含む、千代川町拝田 ・

同桑寺・同千原等の一帯が行政的に「周知の遺跡」として千代川遺跡（桑寺廃寺を含む）と

認識されるに至った。しかし、この時点では、水田部における大雑把な遺物散布をもとに

第3図 千代川遺跡調査地位置図(1/25,000)

8 



調査経過と概要

した把握にすぎなかった。というのも、この段階での把握は、現在の千代川遺跡の北半部

を示しているにすぎず（南半部の一画には湯井遺跡などが存在していた）、拝田丘陵裾の谷

筋等も遺跡としては認識されていなかったのである。

しかしその後、亀岡市教育委員会などによって行われた再度の遺跡詳細分布調査や、

諸々の開発に伴う一帯での発掘調査（国道 9号バイパス予定路線にかかわる一帯の詳細な

分布調査、発掘調査をはじめとする諸々の考古学的な調査を含む）によって、遺構・遺物

の分布範囲は次第に拡大し、遺跡の範囲は現在の千代川町一帯の平地部（扇状地上）のほぼ

全域に及ぶこととなった。もちろん、その広大な遺跡の範囲内には、丹波国府推定地をは

じめ、長期にわたる複数の集落遺跡を含み込んでいることはいうまでもない。千代川遺跡

という名称は、こういったさまざまな遺跡の集合体の総称であり、府内でも有数の大複合

遺跡ということができる。

この千代川遺跡の様相が徐々に明らかになってきたのは、昭和56年頃から活発化した遺

跡内でのさまざまな開発行為に伴う発掘調査によ ってである。 以下、これらを大まかに整

理し、後述する今回の発掘成果の把握の一助としたい。

さて、過去の千代川遺跡の発掘調査地点は、広大な遺跡範囲の中で、大きく 3つのブロ

ックに分けることができる。南半部の千代川町湯井一帯での調査（千代川遺跡第3・4・

8・ll次調査 ；Iブロック）、南西部の丘陵裾部での国道9号バイパスに伴う発掘調査（第

2・5次調査 ；Eブロック）、北半部における丹波国府跡推定域及びその周辺部の調査（第

1・6 ・7・9・10・12～16次調査 ；IIIブロック）である。各調査の調査地点と調査年次

については、第3図 ・付表3を参照されたい。ここでは、各ブロックごとの概略をまとめ

て述べることにする。

｜ブロ ック（第3・4・8・ I l次調査地点）

ここは、かつて1970年に発刊された 『京都府遺跡地図jによると湯井遺跡として認識さ

れていた。これは、西方の山間部から流れ出る千々川の流路によ って、現在の千代川遺跡

の北半部とは区分するためであった。しかしその後、千代川町一帯に広がる扇状地上が千

代川遺跡として整理されたため、本遺跡内に取り込まれることとなった。西から東方へ緩

やかに下る地形を呈しているが、現状でも水田部を歩くと非常に多くの遺物（弥生時代～

鎌倉時代）が散布していることに気づく 。

過去、このブロックでは 4回の発掘調査が行われている。各調査地点は比較的近接して

おり、いずれも遺跡の東端近くである。調査成果としては、いずれの調査地でも、鎌倉時

代の遺構（素掘り溝群）・遺物（瓦器椀・土師器皿）が確認されたのをはじめ、第3次調査で
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付表3 千代川遺跡発掘調査一覧表

年度 次数 原因 調査主体 調査の概要

1980 1 9号Bp 京都府教育委員会 国府推定域の南西隅音flの調査。 しかし、千々川の

氾濫のため顕著な遺構・遺物は確認されなかった。

1981 2 9号Bp （財）京都府埋蔵文化財 千代川遺跡南西隅部の台地上の調査。弥生時代後

調査研究センター 期～古墳時代の竪穴式住居跡5基、奈良～平安時

代の掘立柱建物跡6棟などを検出するとともに、

大量の土器が出土した。

1982 3 日吉ダム関係 （財）京都府埋蔵文化財 千代川遺跡、南東端近くの調査。古墳時代前期の流

～83 調査研究センター 路跡や竪穴式住居跡2基を検出。

1983 4 丹波養護学校 (¥H）京都府埋蔵文化財 第3次調査地の西側に援する音II位の調査。奈良時

調査研究センター 代～鎌倉時代の素掘り溝群を検出。

1983 5 9号Bp （財）京都府埋蔵文化財 第2次調査の追加調査。第2次調査に号｜き続き、

調査研究センター 弥生時代後期～古墳時代前期、奈良～平安時代の

掘立柱建物跡を検出。

1983 6 府道拡幅 （財）京都府埋蔵文化財 国府推定域を東西に横切る調査。桑寺廃寺関連の

調査研究センター 遺構遺物や弥生時代中期の集落跡、方形周溝墓

などを検出。

1984 7 府道拡幅 （財）京都府埋蔵文化財 第6次調査の東側延長音flの調査。弥生時代中期の

調査研究センター 水田跡を確認。

1984 8 丹波養護学校 （財）京都府埋蔵文化財 第4次調査の追加調査。奈良～鎌倉時代の素掘り

調査研究センター ｛品＇Ill'＇ニを検出するとともに、奈良時代の掘立柱建物

跡 l棟を検出。

1985 9 9号Bp （財）京都府埋蔵文化財 今回報告。

調査研究センター

1986 10 9号Bp （財）京都府埋蔵文化財 今回報告。

調査研究センター

1986 II 日吉ダム関係 亀岡市教育委員会 国府推定地の南東端に接する地点（字名は国守ケ森）

の調査。奈良時代の遺構－造物は確認されなかっ

たが、縄文時代晩期の造物が大量に出土するとと

もに、弥生時代中期の方形周溝墓 l基を確認。

1987 12 9号Bp （財）京都府埋蔵文化財 今回報告。

調査研究センター

1988 13 9号Bp （財）京都府埋蔵文化財 今回報告。

調査研究センター

1989 14 9号Bp （財）京都府埋蔵文化財 今回報告。

調査研究センター

1990 15 9号Bp （財）京都府埋蔵文化財 今回報告。

調査研究センター

1990 16 府道拡幅 （財）京都府埋蔵文化財 千代川遺跡北東部の調査。奈良時代～鎌倉時代の

調査研究センター 掘立柱建物跡13棟を検出するとともに、大量の遺

物が出土。
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は古墳時代前期（布留式併行期）の集落跡、第4・8次調査では奈良時代の掘立柱建物跡や

溝など、第ll次調査では縄文時代晩期の遺物が多量に出土するとともに、弥生時代中期の

方形周溝墓などがそれぞれ確認され、貴重な成果が得られている。時代の移り変わりにと

もない、人々が広範囲な微高地上で場所を変えながら集落を営み続けた痕跡を明瞭に示し

ていると言えよう。

Hブロ ック（第2・5次調査地点）

本部位は、千代川遺跡の中では南西の隅に相当する行者山東麓の舌状の台地上で、南北

約80m・東西約IOOmの平坦面をなしている。

調査の結果、弥生時代後期～古墳時代後期の竪穴式住居跡8基、掘立柱建物跡4棟や奈

良～平安時代の掘立柱建物跡9棟などが検出された。いずれの時期も、先の Iブロ ックの

第3・4次調査地でも検出されている遺構に同時期のものが認められる。山裾の狭い台地

上にも人々の居住が及んで、いたことを確認すると同時に、千代川遺跡には同時期に複数の

集落が密集して営まれていたことが確認されたのである。

川ブロック（第6・7・9・10・12～16次調査地点）

千代川遺跡の北半部、丹波国府推定域を中心とする地区である。第9・12～15次調査に

ついては、今回報告しているので、その他の調査をみると、第6・7次調査では、本部位

を東西に横切る格好で調査が行われている。この調査によって桑寺廃寺や弥生時代中期の

集落跡－方形周溝墓 ・水田跡などが確認されている。また、遺跡の北西部に相当する部位

では第16次調査が行われているが、やはり奈良時代～鎌倉時代の集落跡が確認されている。

広範囲に微高地状を呈する本遺跡北半部が、かつては比較的起伏に富む地形であったこと

や、その起伏に合わせて過去の集落跡が営まれ続けていることが明らかとなってきている。

（森下 衛）
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第2節調査の概要

本章では、調査地全体の土層の状況、地形的な特色、各年次の調査状況及び各調査区の

進行状況などについて、その概略を述べておきたい。

(1）基本層序

まずはじめに、概括的な土層の状況を述べ、細かな各調査区ごとの状況は、それぞれの

調査区ごとに詳しく述べることとする。調査地全体での基本層序は以下のとおりである。

第l層耕作土

第2層 淡灰色土（細片となった近世の遺物を若干含む；近世の耕作土と考えられる）

第3層 灰褐色土（12・13世紀頃の遺物を含む ；中世後半期の耕作土と考えられる）

第4層 黒褐色土（弥生時代～平安時代の遺物を含む）

第5層 黄褐色粘土ないし青灰色粘土（無遺物層 ；地山土）

亀岡市内では、大堰川右岸の行者山周辺では 9号バイパスに沿って、さまざまな調査が

実施されているが、土層の堆積はおおむね上記ような状況が確認されている。

今回の調査地の土層は、基本的には以上のとお りであるが、微高地上では、後世の削平

によ って、このうち幾つかの土層が認められない場合が多し、。また、 各微高地を区切る谷

状地形以外にも微高地上では幾筋もの小さな谷状地形部が認められ、そこには無遺物の黒

灰色粘質土の堆積が確認された。さらに、拝田谷部では、黄褐色粘土ないし青灰色粘土が

認められる部分がきわめて少な く、丘陵を構成する花岡岩の風化土の再堆積土としての黄

褐色砂質土がベース土として認められた。

なお、弥生時代～平安時代という長期にわたる遺物を包含する黒褐色土は部分的に数層

に細分される部位を認めた。これは、弥生時代の遺物を含む部分が粘質であり 、古墳時代

以降の遺物を含む部分から区分されたという状況であった。詳しくは各調査区の調査経過

の項で述べる。

(2）地形の状況

現地形の観察や調査の結果からみて、調査地は大きく 5つの地区に区分するこ とが可能

である。すなわち、南北に長い調査地はその西方の谷筋から流れ出る千々川の堆積作用に

よって形成された扇状地上から、北方の拝田丘陵商麓の小谷筋へとのびている。そして、

現在は比較的平坦に見える地形も、千々川の旧j走路から枝分かれしたと思える小河川や拝
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6. 車偏色土 7 暗匝褐色土 8 貧匝色枯置土（粘性強、、） 9. 黒匝色砂貧土

伽一

c

一一一一一ー一一ー一一～井戸SgffQOl 

c' 

3 －ーー－－＇
f 一一一一一ー一ー一一一ー－

22区西盟

仁 村

1. 表土 2. 淡匝編色粕砂土 3 貧得色暗闇土

34区東E

I. 表土 2 濁賛匝色粕置土（床土） 3 匝偏色土 4 里店網色粕置土 5 黒得色枯置土

6. 里織邑結質土 （5より粘性強＜ .Fe吉む） 7 里匝色粕置土 8. 淡貧得色時置土

9 匝鍋色土（池山） 10.淡匝褐色砂貧土

第4図土層断面図

田の谷部から流れ出るi走路跡などによ って大きく 5か所の平坦面（微高地）に分断されてい

る。以下、各平坦面（微高地）の概略を述べる。

微高地 1

調査地南端の l～4区で確認した微高地である。西方から調査地へとのび、調査地はそ

の先端付近に相当する。ただし、正確には調査地近辺で、 －＿§＿のびる方向を南東方向へと

変え、さらに東方へと続いていく 。ちなみに、千代川遺跡第6次調査で確認された弥生時

代中期の遺構群や桑寺廃寺関連遺構などはこの微高地の延長上に立地することになる。な

お、本微高地の南側は現在の千々川によって区切られ、北側は 5 ・9区及び14区南半部で

確認した低地（谷状地形部）によ り区切られることとなる。

微高地2

微高地 1の北側、 6・14～16区で確認した微高地である。 北西方向から調査地内へのび

てくるもので、調査区が微高地の先端近くとなる。南側は、先の微高地 lの北を区切った

-13-
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谷状地形によって区画さ

れ、北はJO・16区の北半

部から、 lI ・ 17区にわた

って検出した旧流路状の

河道跡によ って区切られ

る。ちなみに、方六町の

国府域を当地に想定した

場合、西辺部上の中心付

近に相当するのが本微高

地上となることから、藤

岡謙二郎氏はここに国庁
｛正＂

域を想定した。この想定

については調査成果を踏

まえ、改めて述べること

としたし、。

微高地3

微高地2の旧河道の対

岸部に相当する 12・13・

18区で確認した微高地で

ある。正確には19区の南

端部をも含んでおり、西

北方向から調査地へとの

びてくる。南側は先の旧

河道によ って、 北側は

13・20区で確認した自然

流路跡によ って区切られ

ている。

微高地4

拝田丘陵から派生する

枝丘陵の先端部に形成さ

れ、 22・23・29区の持田

谷部の入口部で確認し

一一一寸一

ー「」～f’

／ 

／ 
／ 

1111111110次 綴 12次 総 13次 回 14次 三 15次

第5図 調査区配置図

-14-



調査経過と概要

た微高地である。南側は先の13・20区の自然流路跡によって区切られ、北側は26・30～32

区で確認した旧流路跡によって区切られる。

微高地5

拝田谷部の最奥部、 32区の東辺から35区にかけて確認した微高地である。北は拝回丘陵

によって、南は26・30～32区で確認した旧流路跡によ って区切られる。

（森下街）

(3）調査経過

昭和59年度以降、国道9号バイパス関係遺跡の発掘調査は、千代川遺跡を対象として実

施することとなった。しかし、遺跡（調査対象地）が広範囲に及ぶことや、調査対象地が千

代川遺跡、の中でも丹波国府推定地として想定される、六町四方区画の西辺上に相当してい

たことなどから、十分な年次計画を立てて調査に着手すべきと判断された。このため、建

設省、京都府教育委員会、当調査研究センタ一等の関係機関で協議を行った結果、まず、

対象地全域にわたって試掘調査を実施し、遺構・遺物の埋没状況及びその広がりを確認し

た上で、改めて各年次ごとの計画を立て調査を進めることとなった。

試掘調査は、千代川遺跡第 9次調査として実施し、その成果を踏まえて、以後10・12～

15次調査として本格的な調査を進めた。各年次ごとの調査担当は先に記したとお りである。

以下、各年次ごとの調査経過及び成果の概略を記す。

第9次調査（昭和59年度；昭和59年8月27日～12月12日）

第9次調査は、試掘調査として実施した。延長約600m(40,000m2）に及ぶ予定地内に16か

所のトレンチを入れ、 土層の状況及び遺構・遺物の埋没状況、その広がりなどの確認に努

めた。調査は昭和59年8月27日から開始した。まず、 12か所のトレンチ設定を行ったあと、

重機によって各トレンチの表土を除去した。その後、各トレンチを人力によ って順次掘り

下げた。掘削・精査は、南から順に北のトレンチへと進めた。 トレンチ名も南から順に l

～12の番号を付した。各 トレンチの掘削は、ほぼ10月下旬には終了 したが、さらに遺構・

遺物が北方（拝田谷部）へと広がる ことが判明したため、改めて協議を行い、13・14トレン

チを追加で設定した。また、上記の各試掘トレンチが、国府推定域を意識し、調査対象地

でもその東半部を中心に設定していたことから、西半部の状況をも確認する目的で15・16

トレンチを追加設定した。これらの掘削・精査については、ほほ12月初旬に終了し、以後

は各トレンチについての記録を作成し12月12日にはすべての現地作業を終了した。

ζ

、J
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第10次調査（昭和60年度 ；昭和60年8月25日～昭和61年 l月14日）

第9次調査の成果をもとに、調査は南端部から年次ごとに継続実施する こととなった。

第IO次調査は、南端部付近の約4,000m＇を対象とし、4か所の調査区を設定したい ～4区）。

掘削は3-4 1 2区の順に進めた。各調査区とも耕作土及びその下の淡灰色土を重

機によ って掘削し、その下の暗灰色土及び黒褐色土を人力によって除去した。遺構はその

下、黄褐色土の上面で検出した。なお、2区では北半部で黒褐色土下に黒灰色粘土層が認

められ、1・4区では黒褐色土が認められず、南半部を中心に灰色砂層が検出された。

第12次調査（昭和61年度 ；昭和61年5月19日～昭和62年l月26日）

第12次調査は、第10次調査地の北側約3,000m＇を対象として実施した。対象地内に 5か

所の調査区（ 5～9区）を設定し掘削を進めた。第9次調査の成果によ って、対象地の中央

にあたる 6区付近が微高地となり 、その南北両側（ 5・7・9区）が緩やかな凹地状部をな

すこと、この微高地上には古墳時代の土坑や奈良時代の柱穴群の存在することを確認して

いた。調査の結果、やはりこの微高地上を中心に奈良時代の掘立柱建物跡群、古墳時代の

土坑群、そして、その両側凹地部で弥生時代後期 ・古墳時代の溝、流路跡などを検出 した。

調査では、耕作土及びその下の淡灰色土を重機によ って除去し掘削を進めた。

第13次調査（昭和62年度 ；昭和62年4月19日～昭和63年2月21日）

第13次調査は、第12次調査の北側約6,200m＇を対象として実施した。対象地内に、 16か

所の調査区（12・14～28区）を設定し掘削を進めた。調査区によ っては今年度は西側のみを

調査したところもある。14・15区に広がる微高地からは、掘立柱建物跡などの遺構を確認

した。また、10・1l区と 16～18区にまで、及ぶ幅約20mの自然流路跡を確認した。流路上層

は鎌倉時代の遺物を含み、最下層の黒褐色粘質土からは古墳時代の古式土師器が大量に出

土した。この流路から千代川遺跡では初めて木簡が出土した。また、 19・20区においては

微高地を区切る自然流路跡を確認した。21区では従来より提唱されていた国府推定北限講

の延長部を検出した。24～28区は拝凹の谷部であるが、ここからも奈良 ・平安時代の遺物

が出土し、国府推定地の周辺にも遺構の広がりが想定された。

第14次調査（昭和63年度；昭和63年4月19日～平成元年3月3日）

第14次調査は、約6,300m＇を対象に実施した。対象地内に12か所の調査区（IO・ I l・13・

19～22・30・31・33～35区）を設定した。19～22区は昨年度は西側jを調査したため、今年

度はその東側を対象とした。10・ll区では表土を掘削すると、すぐに昨年度検出した自然、

16 
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流路跡の延長部を検出した。13区でも昨年19・20区で検出した自然i走路跡の延長を確認し

た。30区では、国府推定北限溝の延長上にあった SD21001が屈曲し、現在の堀状落ち込

みに続くことがわかった。31区では、耕作土の下は、灰褐色土・黒褐色土がぶ厚く堆積し、

さらにその下層は青灰色砂層がラミナ状に堆積していた。34区は、表土掘削後、中世遺物

包含層である灰褐色土が堆積し、それを数cmず、つ掘削していくと黒褐色粘質土上面で掘

立柱建物跡を検出した。35区では、表土の下は、うすく灰褐色土が堆積し、その下は地山

である黄灰色土で、ここで鎌倉時代の掘立柱建物跡や井戸跡を確認した。

第15次調査（平成元年度；平成元年4月17日～平成元年 9月5日）

第15次調査は、残る29・32区の2200mーを対象に実施した。29区は部分的にかなり撹乱

を受けていた。表土の下は薄く灰褐色土が堆積し、部分的に黒褐色粘質土が現われたが、

大半は地山である青灰色粘質土であった。32区は、東辺は地山である黄灰色土がすぐに現

われたが、調査地の大部分を自然流路が流れ、黒褐色粘質土が厚く堆積していた。

各調査区の調査状況

1区 重機掘削後すぐに黄褐色土（地山土）があらわれ、この上面で中世素掘りi茸群、弥

生時代の土坑、奈良 ・平安時代の溝等を検出した。

2区 淡灰色砂質土の下（重機掘削後）、黒渇色土の掘削を進めたところ、南半部では黄

褐色土が現われ、この上面で弥生時代～中世の溝・土坑・柱穴（建物跡としてのまとまり

は確認できず）などを検出した。北半部では、黒灰色粘土が認められ、土色の変化を確認

するのに困難を極めたが、結果的に弥生時代の溝や土坑を検出した。

3区 黒褐色土の掘削後、黄褐色土上面で弥生時代の竪穴式住居跡 ・掘立柱建物跡・土

坑等を検出した。

4区 調査区南半部では、暗灰色土（中世の遺物包含層）の除去後、灰色砂層を認めたが、

ほぼ調査区の全域ですぐに黄褐色土が現われた。この上面で中世の遺構群（素掘りi茸・掘

立柱建物跡 ・井戸 －溝など）や奈良～平安時代の遺構（掘立柱建物跡・溝など）を検出した。

5区 耕作土の除去後掘削をはじめたところ、まず黒褐色土上面で中・近世に属する素

掘り溝を検出した。続いて黒褐色土の掘削に移ったが、試掘調査（第 9次調査）の成果から

これが数層に細分しうる可能性も考えられたため、約 5cmごとに掘削を進め精査を繰り

返した。その結果、下方へ行くに従い粘質土へと変化し、包含する遺物も奈良～平安時代

のものから弥生時代、古墳時代のものへと徐々に変化した。また、上方の奈良～平安時代

の遺物を中心に包含する部分もさらに 2層に細分しうることも確認した。なお、黒褐色土
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の下は黒灰色粘質土（無遺物層）・黄灰色粘土層（地山）であった。遺構面はこれら遺物包含

層に対応した状態で、黒褐色土中で奈良～平安時代の遺構面を 2面、その下方の黒灰色粘

土上面で弥生時代後期の遺構面を確認した。

6区 ここは微高地状を呈していることから、大半の部分で耕作土除去後すぐに地山面

を認めた。ここで精査を行ったと ころ、古墳時代後期の土坑群・ 奈良～平安時代の掘立柱

建物跡群 ・土坑などを検出した。

7区 5区と同様に耕作土除去後、淡灰色砂質土・灰褐色土を掘削し、黒褐色土上面で

精査を行ったところ、やは り中 ・近世の素掘り溝を検出した。その後、黒褐色土を掘削し

たが、奈良～平安時代の遺構は認めえず、最終的に黄灰色土上面まで掘り下げたところで

古墳時代の溝・土坑などを検出した。

8区 5 . 7区と同様、黒褐色土上面で素掘り講を検出した。その後黒褐色土を掘削し

たがそれほどの厚みはなく、すぐに黄灰色粘土上面へ至った。そして、ここで弥生時代後

期の溝を検出した。

9区 本区では耕作土下に厚さ約20～30cmの盛り土を認めた。その下方に灰褐色土を

認め、これを除去して黒褐色土層に至り 、この上面で中世の柱穴を数か所認めた。さらに

その下方に黒灰色粘土を認め、5区と同様この上面で、弥生時代後期の溝 ・土坑を検出した。

10区 耕作土 ・床土を除去すると、すぐに地山である黄灰色土を認めた。この上面で自

然流路跡（S R 16001）の南側肩部が現われた。柱穴も確認したが建物跡としてまとまって

確認するには至らなかった。

1 l区 表土 ・床土を除去すると、鎌倉時代後半の遺物を含む灰褐色土が現われた。北辺

では後世の削平により黄灰色粘土が現われた。この面で東西方向に走る中世素掘り溝を検

出した。さらに掘削を進めると、南に向かつて地形は落ち込んで、おり 、自然流路跡（SR

16001）の北辺を検出した。ここで、鎌倉時代の掘立柱建物跡や井戸を検出した。

12区 耕作土の除去後、灰褐色土を掘削し、青灰色砂質土の上面で精査を行ったところ、

中 ・近世の素掘り溝を多数検出した。また、これらと重複した状態で鎌倉時代の掘立柱建

物跡を検出 した。

13区 耕作土の除去後、灰褐色土を掘削していくと、調査地北辺は地山である青灰色土

が現われた。この商で、中世素掘り溝及び自然流路跡を確認した。この自然、i走路跡は、

19・20区で確認されたものと一つのものとして考えることができる。

14区 耕作土の除去後、北東部ではすぐに地山を認めた。この北東部から南西部に向か

つては、緩やかに傾斜する旧地形を呈していた。この部分に堆積している黒褐色土には、

奈良時代（8世紀中葉）の遺物が多量に包含されていた。なお、この黒褐色土には、土層中
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に遺構面の存在する可能性が高いと考えられたため、数cmず、つ掘り下げたところ、やは

り掘立柱建物跡を検出した。

15区 耕作土を除去した後、まず暗灰褐色土上面で精査を行ったところ、多数の中・近

世の素掘り溝を検出した。続いて、黒褐色土上面まで掘削し精査を行った結果、調査区の

南東部を中心に、鎌倉時代の掘立柱建物跡5棟を検出した。さらに、地山である黄灰色粘

土まで掘削したところ、調査区南西部を中心に奈良時代の掘立柱建物跡を、北西部では古

墳時代前期の溝の一部を検出した。

16区 耕作土・淡灰色砂質土を除去すると、南半部ではすぐに地山を認めた。近世頃の

著しい掘削により、何ら遺構を確認することはできなかった。なお、北半部では自然流路

跡（ S R 16001）を検出した。現地表面からiTrE路の底まで約 2mの深さを測るが、地山であ

る砂磯層の上に堆積する黒灰色粘質土中からは、整理箱約30箱ほどの古式土師器及び木器

が出土した。

17区 掘削を進めていくと、 16区で検出した自然流路跡の北半部を確認した。自然流路

跡は、 16区と同様の土層堆積状況が認められた。

18区 耕作土の除去後、薄く堆積する灰色砂質土及び灰褐色土の掘削を進めると、すぐ

に砂礁からなる地山を認めた。一部で、 一辺約30cmを測る隅丸方形の柱穴などを確認し

たが、調査区周辺はかなり削平を受けているようで、建物跡としてのまとまりは確認でき

なかった。

19区 耕作土の下には、黒褐色土を認めた。この土層中は、弥生時代後期の遺物を若干

包含していた。調査区中央部のやや凹地状部に、この黒褐色土の堆積の厚い部分を認めた

が、それ以外、顕著な遺構は認められなかった。

20区 耕作土の除去後、淡灰色砂質土・灰褐色土などの堆積を認めこれを掘り下げたが、

顕著な遺構は認められなかった。

21区 耕作土の除去後、淡灰色土を掘り下げたところ、一部では黒褐色土が現われた。

北端では東西にのびる大溝の一部を検出した。これは、後述するように推定国府説によれ

ば、国府北限の溝の西への延長上に相当する部分にあたる。

22区 ここは、微高地を呈し、緩やかに西から東へ傾斜する旧地形を確認した。地山で

ある黄灰色粘土の上面で精査を行うと、奈良時代の井戸跡や講を検出した。

23区 22区と同様、西から東へ傾斜する旧地形を呈していたO 耕作土及び近世段階の盛

り土と見られる黄色砂質土を除去すると、 地形に沿って堆積する灰褐色土 ・黒褐色粘質土

の堆積を認めた。近世段階の井戸跡や土坑のほかには、講を I条認めたのみであった。こ

こからは、奈良～平安時代の土器が大量に出土した。

ハツ
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24区 ここは、拝回16号墳に隣接する調査区であるため、16号墳に関連する遺構・ 遺物

の存在に期待がもたれた。表土を除去すると、黄褐色土及び中世の遺物を包含する灰褐色

土を認めた。さらに、その下層の暗灰色砂質土上面で精査を行ったところ、南北にのびる

講を 1条検出した。

25区 24区と同様、拝田16号墳隣接地区である。耕作土及び床土と思われる暗灰色砂質

土を除去すると、すぐに地山の青灰色砂質土を認めた。遺物はほとんど出土しなかった。

26区 ここから、拝田丘陵へと続く斜面地形の調査区になる。耕作土を除去すると、20

～40cmほどの灰褐色土の堆積が見られた。さらに掘り下げていくと、奈良～平安時代の

遺物を包含する黒褐色土が80～IOOcmほど堆積した後、青灰色砂質土の地山となることを

確認した。灰褐色土，・ 黒褐色土から、非常に多くの遺物が出土した。

27区 26区と同様黒褐色土が厚く堆積していた。この調査区も多くの遺物が出土した。

28区 耕作土及び床土と思われる黄灰色土を除去すると、淡灰色土を認めた。さらに掘

削を進め、暗灰褐色土上面で精査すると中・近世の素掘り講を検出 した。

29区 ここには民家が建てられていたため、場所によってかな り撹乱を受けていた。表

土を除去すると灰褐色土が現われた。この灰褐色土を少しずつ掘り下げる と中世素掘りJ茸

が検出された。調査区北半は北側に向かつて落ち込み溝状を呈していた。

30区 表土を除去すると、褐色砂や灰褐色土が現われた。それを掘り進めると、黒褐色

粘土や灰褐色砂利によって埋没した自然流路跡を確認した。また、南側では、21区で確認

した溝の延長部を検出 した。この溝は東辺で屈曲し堀状の落ち込みに続いている。この溝

の中からは奈良 ・平安時代の須恵器などとと もに石帯も出土した。

31区 表土を除去すると、中世遺物を包含する灰褐色土が現われた。鎌倉時代の遺構の

存在が想定されたため、数cmず、つ掘り 下げたが何ら遺構は確認しえなかった。ここは、

谷地形のため、 堆積作用が強く、黒褐色粘質土や青灰色粘砂土が複雑に堆積していた。

32区 31区と同様であるが、調査区東半部では灰褐色土上面であまり遺存状況はよくな

いものの、中世素掘り溝を確認した。その後掘削を進めると、黄灰色土からなるベース面

を確認した。ここでは、 平安時代の掘立柱建物跡を 3棟、調査区中央から西辺部は複雑な

島状地形を呈し、自然流路跡を確認した。

33区 調査区の東南隅では、耕作土・床土の除去後、地山である青灰色砂質土上面で、講

を検出した。この溝の北側は、近世の耕作に伴う著しい削平を受けており、柱穴などは確

認したものの、建物としてまとまって確認するには至らなかった。

34区 耕作土の除去後、薄く灰褐色土が堆積していた。さらに掘り進める と、 黒褐色粘

質士が現われた。ここで、大半の掘立柱建物跡を確認した。調査区東側では、 建物は地山

20 











調査経過と概要

である灰褐色砂質土に建てられていた。ここの旧地形は、西に向かつて緩やかに傾斜し、札

特に西辺部では急激に落ち込む谷地形を呈していた。そのため、建物を造るにあたって、

黒褐色粘質土を 10～70cmほど搬入し、平坦な地形に整地していることがわかった。

35区 調査地は、 35か所の調査区の中でも、最も高所に位置しており、亀岡盆地を見渡

せる場所である。地形は北から南に向かつて緩やかに傾斜しており、調査地内では南北の

高低差は約 2mある。耕作土を除去すると、すぐにベース面である黄褐色土が現われ、こ

こで鎌倉時代の掘立柱建物跡や井戸などを確認した。

（森下衛・鵜島三喜）
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第3章 遺構・遺物

調査では、遺構としては、縄文時代後期から鎌倉時代にわたる時期の掘立柱建物跡 ・竪

穴式住居跡・溝・土坑・自然流路跡などを検出した。また、遺物と して、これら遺構に伴

う時期のもののほか、縄文時代草創期の有舌尖頭器から近世の陶磁器類にいたるまでのも

のが大量に出土した。以下、これらを縄文時代 ・弥生時代 ・古墳時代・奈良～平安時代・

鎌倉時代・鎌倉時代以降に分け、時代ごとに遺構・遺物を報告する。

第 1節縄文時代の遺構

縄文時代の遺構としては、 7区北辺部で、溝を l条（SD12123）を検出 したにすぎない。

遺物は、量的にはわずかであるが調査地の全域から出土している。しかし、純粋な縄文時

代の遺物包含層が確認されたわけではなく、そのほとんどは弥生時代～奈良 ・平安時代の

遺物包含層である黒褐色土中から、少量の細片として出土した。ただし、今回の報告対象

地に隣接する 16次調査では、大量の縄文土器が出土しているので、周辺には遺構が確実に

広がっていると思われる。

溝 1(SDl2123) 7区の北西隅付近から中央部へ蛇行しつつのびており、約14m分を

確認した。その先は古墳時代に埋没した溝（SD12121）によって切られていた。おそらく、

SD  12121部分がこの時期から窪地

状となっており 、ここへ流れ込んで、

いたと考えられる。北側の延長部に

ついては、北接する 10区で、は検出す

ることはできなかったO i葺は遺存状

況が比較的よく、幅約50cm・深さ

約40cmを測り、断面は 「U」字形

をなす。埋土は暗茶褐色粘土であっ

た。埋土中からは、縄文後期初頭頃

に位置づけられる土器片が数点出土

した。

（森下街）
十 X＝ー105.400
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第IO図溝SD 12123実現lj図
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第2節縄文時代の遺物

(1）土器（図版第19)

今回、掲載した土器は大別すると後期初頭及び中葉・晩期後葉に位置づけられる。しか

し、資料は包含層からの出土土器が大半で一括性はない。以下、主な特徴を述べる。

lは、早期の黄島式あるいは高山寺式初期段階になると思われる胴部破片である。外面

の楕円粒の大きさは約 7mm×5mmを測る。内面の調整は小片のため定かで、はないが、

斜行沈線を施していると思われる。色調は外面が明褐色、内面は淡褐色を呈する。2・

4・7・8は、後期初頭中津式に比定できる口縁部資料である。2. 7・8は端部内面を

肥厚させ、 2を除き波状口縁になると思われる。3は、口縁端部に平行して 4条の横走沈

線を施し、 2条目と 3条目の沈線開にLRの縄文を充填する。外面には炭化物が大量に付

着する。9は、口縁端部外商に二条の横走沈線を施し、端部と沈線開に縄巻縄文を施丈す

る。IOは、 9と同様、口縁端部外面に二条の沈線をめぐらせているが、沈線開にRLの縄

文を充填する。 11は、口縁端部をやや内部に屈曲させ、外面に撚糸文を施す浅鉢と思われ

る。12は、内外面とも地文に縄文を施し、外面はヘラ状工具による連続刺突文、内面は口

縁部内面に「C」字の刺突を施す。器壁は約 9mmと厚手で、胎土に繊維を含んでいる。

13は、 中津式磨消縄文土器の胴部で、ある。14は、 LRの縄文地に横走沈線を施し、その沈

線を画するように蛇行沈線を垂下させている。これは北白川上層 l式に比定でき、京都府

舞鶴市桑飼下遺跡の第 4群磨消縄文系土器に類例が見られる。15は、結節縄文を施した胴

部破片である。後期中葉の一乗寺K式にあたると思われる。17は、外面を横方向の条痕を

施した後突帯を貼り付け、さらに突帯に細かなキザミを入れた半裁竹管状工具で連続する

刺突を施丈している。東海系の土器の可能性があろう 。19は、 三文沈線を基調とした磨消

縄文系の土器である。一部に上下から絡み合う渦巻文が見られる。文様は全体に縄文施文

後、沈線を配し沈線の外側の縄文を磨消しているが、部分的に再び縄文を施文している。

復原底径は、約10.Scmを測る。文様構成から浅鉢になると思われ、時期は福田K2式に併

行もしくはそれ以前であろう 。20・21は、滋賀里4式になると思われる深鉢と浅鉢である。

（柴暁彦）

(2）石器（図版第54～58)

千代川遺跡、出土の石器では、縄文時代のものが種類・点数とも最も豊富で、ある。

l～ 3は、有舌尖頭器で、いずれもサヌカイト製である。lの先端部の欠損面は新しい。

両面の樋状剥離は中央の稜を越えて剥離が及ぶものは少なく、多くの剥離面の末端はステ

ップ状を呈している。2は、樋状剥離が石器の中軸に対し斜め方向に比較的整然と並ぶ。

句
、
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3の先端部の欠損面の風化は他の剥離面と同じである。片面には、サヌカイト原磯面の一

部が残存している。

4～12は、石鍛である。4. 5・7・8・ I lはチャート、6. 10はサヌ カイト製である。

7は、水色のチャート を用いた石鍛で返しの部分が丸く 、トロ トロ石器に似ることから縄

文時代早期のものと考えられる。8は、赤褐色のチャー トを用いたもので、2次調整は周

縁部のみ施し、両面に素材剥片時の背面及び主要剥離面を大きく残している。 9は、風化

面が白い硬質頁岩を用いた石鍛である。10・llは、石鍛の未製品と考えられる。

12は、青灰色の縞の入るチャート製の石匙である。l商には素材時の剥離面を大き く残

す。13は、 サヌカイトを素材とし、風化は比較的浅い。欠損部が多く、すべて新しい。

14は、 剥片素材の石核から剥離されたサヌカイト製の横長剥片を用い、 剥片の末端部に

は角度の浅い2次加工を両面から施し、打点側は背面から主に加工する。

15・16は、いずれもチャートを用いた模形石器である。

17は、2次加工のある剥片で、チャートの円礁の自然、面を打商に用い、剥片の末端部に

も自然面が認められることから、円磯素材の石核から剥離されたことがわかる。背面及び

主要剥離面の打撃方向は固定されている。2次加工の部位は剥片の末端及び側片の一部で

ある。

18は、サヌカ イトの角磯あるいは亜角礁の自然面を打面に用い剥離した縦長剥片である。

（中川和哉）

19・20は、映状耳飾りである。 20は、良質の茶褐色の滑石を用い、厚さl～ 2mmを測

る。両方とも破片資料であるが、図のように復原した。 30～32は、打製石斧である。比較

的良好に磨耗痕が看取できる。35は、石鍾である。薄い楕円石の短軸両端を敵打 し、表面

には砥石にでも使われたようなくぼみがある。34は、握りやすい楕円礁の一端に敵打によ

る使用面が認められる。また、これは台石としても使用されてお り、円隊中央部の両面に

深さ 5mmほどのくぼみがある。36もおと同様、薄い楕円形の自然石を用いている。短軸

の一端に敵打による痕跡、がある。38は、石斧である。長楕円磯の長軸の一端に敵打による

使用面が認められる。上方は欠損する。39は、台石である。上部の平坦面には敵打の集中

によるくぼみが中央に大きく残る。くぼみは最も深いところで約 7mmを測る。下部は安

定するように平坦に作る。 40・41は、 磨製石斧である。いずれも上部が欠損する。40は、

断面がほとんど正円形を呈する。 43・45は、 磨製石斧である。43は、両面を くまなく研磨

して蛤刃に仕上げる。 45の刃部端には、使用時の細かい刃こぼれが認められる。断面は長

楕円形を呈する。

（鵜島三喜）
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第 3節 弥生時代の遺

構

弥生時代の遺構は、調査地

南端付近の l～5・8・9区

において確認した。検出 した

遺構には、竪穴式住居跡、 l

基・土坑群 ・溝4条がある。

これらは、西方から調査地へ

のびてくる微高地上を中心に

分布する。竪穴式住居跡は 1

基のみを検出 したにすぎない

が、微高地が西方からのびて

くることを考えれば、 集落の

中心は調査地の西側へ広がる

と考えられる。土坑群はその

縁辺部に、そして溝はさらに

縁辺の微高地端に位置してい

ることになろ う。遺物は、 竪

穴式住居跡や溝の埋土中から

まとま って出土したほか、黒

褐色土中から細片が出土して

いる。

各遺構の検出面は、微高地

上に立地する竪穴式住居跡な

どは、地山土と判断される黄

褐色土上面であったが、 縁辺

部に位置する溝（ SDI2131) 

や土坑の多くは、微高地縁辺

に堆積した黒灰色粘土層（無

遺物層）上面から穿たれてお

り、遺構の検出は困難をきわ

めた。



遺構・遺物

付表4 弥生時代後期土坑一覧表

遺構番号 規模 形態 遺構番号 規模 形態

SK 10001 l.4m×I.Im 楕円形 SK 10010 2m×l.3m 楕円形

SK 10011 l.9m×l.3m 楕円形 SK 10012 1.6 m×I.Sm 隅丸方形

SK 10032 1.6 m×l.3m 楕円形 SK 10034 2.6m×I.Sm 楕円形

SK 10039 1 m×O.Sm 楕円形 S K 10043 l.6m×l m 楕円形

SK 10045 1.2 m×l.lm 円形 SK 10051 3.Sm×l.2m 楕円形

SKI0052 3.2m×l .6m 楕円形 S K 10053 2.1 m×l lm 楕円形

SKI0055 l.2m×I.Im 隅丸方形 SK 10056 1.3 m×0.6m 楕円形

SK 10059 2.1 m×l.4m 隅丸方形 SK 10061 2m×O.Sm 楕円形

SK 10062 2.6m×I.Im 隅丸方形 SK 10072 1.6 m×l.2m 楕円形

SK 10077 ト6m×O.Sm 長方形 S K 10078 l.2m×l.2m 隅丸方形

SK 10080 I. I m×O.Sm 楕円形 S K 10087 1.1口1×lm 円形

SK 10101 1.9 m×l.4m 方形 SK 10104 1.8 m×0.7m 楕円形

SK 10106 1 1 m×0.7m 楕円形 SK 12136 2.Sm×l.4m 楕円形

SK 12137 1.8 m×l.4m 楕円形 SK 12138 1.6 m×0.9m 楕円形

SK 12139 2.Sm×O.Sm 楕円形 SK 12140 l.9m×l m 楕円形

SK 12141 l.6m×l.Sm 円形 SK 12143 不明 不明

SK 12144 O.Sm×0.6m 方形

竪穴式住居跡（ SH10099) 3区の西辺中央付近で検出した。一辺約 5mの隅丸方形を

呈し、深さ約30cmが遺存する。住居跡床面では、周壁i茸・主柱穴4か所・貯蔵穴状ピッ

ト・中央ピ ット、さ らに中央ピットと貯蔵穴状ピ ットを取 り囲む土手状の高ま りを検出し

た。周壁溝は、幅約14cmを測り、四壁に沿ってめぐる。主柱穴はやや小さ く各々直径

20cm前後・深さ約20cmを測る。また、中央ピ yトは直径60cmを測る円形で、 i奈さ約!Ocm

を柳川、丸底をなす。貯蔵穴状ビ yトは一辺55cmの隅丸方形を呈し、深さ約25cmを測る。

この両者を取り囲む土手状の高まりは高さ約!Ocm・幅約！Ocmを測る。住居内での特別な

部位を区画するものであったと思われる。両者が、 住居内で食料の調理に関する施設とし

て理解されるな らば、この高まりは、食物に関する何らかの区画をなしていた可能性が考

えられ、注目すべき資料である。さらに、住居跡東辺部で浅いピットを 2か所確認した。

入口に関する遺構の可能性も考え られよう。

掘立柱建物跡 1(S 810163) l区の北半部中央で検出した。検出面は、濁灰色砂層上

面である。桁行 l間（3.7m）×梁間 1間（3.5m）の小規模なもので、 主軸はN-5 ° Eであ

る。柱掘形は円形で、大きさは直径25cm ・深さは約30cmを測る。

土坑（ S K 10001～12144) 弥生時代の土坑と判断されるものは、 l～ 3 ・9区を中心

に総数日基を検出 した。ただし、 明らかにこの時期に属する土器等の遺物が出土したもの

は皆無に等しい。そのほとんどは埋土の状況（やや粘性を帯びる黒褐色土）をもとに、この

時期の遺構と判断した。各土坑は、その規模はそれぞれで異なるが、形態的には大きく 2

タイプに分かれる。なお、各士坑の詳細な規模・形態については付表4に示した。

ζ
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Aタイプ平面形は長楕円形、断面形は舟底状をなす。埋土は黒褐色土の単一層である。

Bタイプ平面形は楕円形を呈し、壁がほぼ垂直に立ち上がり、断面形は緩やかな「UJ

字形をなす。埋土は、黒褐色土に若干の地山土ブロックを含む。

溝 l(SD12131) 2・3・8区にわたって検出した。8区の南西隅から、3区の北辺、

そして 2区の北辺へと続くと考えられ、総延長約50mを確認した。この溝は、弥生時代の

集落跡、が立地する微高地の端を東西に流れる。3・8区では、幅約2.5m・深さ約0.7mを

測り、断面は逆台形に近い。ただ、この下流部に相当する 2区では、黒灰色土上面が検出

面となったため非常に検出が困難で、、溝の底部付近をかろうじて確認したにすぎない。こ

のため、確認しえた幅 ・深さとも 3・8区と比べると小規模となり、幅約l.6m・深さ約

20cmを視ljる。ただ、埋土中からの遺物は、2区検出部で古式土師器査 ・聾の大形の破片

が多く出土した。埋土は暗黒灰色粘質土の単一層である。形態から人工的に穿たれた溝と

考える。

溝 2( S D 12134) 5・9区で検出した。溝 1の北側約30mの部位に当たる。東西に若

干弧を描くように湾曲しつつのび、総延長約55mを確認した。幅約 3m・ 深さ約l.2mを

測り、断面は「U」字状を呈する。埋土は溝lと同 じ暗黒灰色粘質土の単一層で、埋土中

からは弥生土器片が出土した。土器は溝 lに比べ、小破片が多い。溝 lと同様、 集落構造

に関連して人工的に穿たれた講と考えられる。

溝 3(SD 10046) 2区の中央付近を東西に流れる。幅約 lm ・深さ約！Ocmを測る。遺

存状況は極めて悪く、 2区の中央付近でとぎれる。埋土は黒褐色土で、弥生時代後期の土

器片が少量出土した。

（森下衛）
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第 4節弥生時代の遺物

(1）土器

①竪穴式住居跡（SH10099）出土遺物（図版第20)

SH 10099出土の遺物は、比較的床面近くからまとまって出土した。しかし、小片とな

ったものが多く、また良好に器種構成等を検討しうる資料とは言いがたい。ここでは、各

破片資料のなかでも図示しうるものを提示した。

広口重（1～ 3) lは、口径12.Scmを測る小形の広口査の口縁部片である。 「ハJの字

状に聞く口縁部は、その端部が玉縁状に外側に肥厚する。遺存部分は内外面ともナデ調整

によって仕上げられる。2は、上外方へ緩やかに外反する口縁部を持つ。口径14.Scmを測

る。口縁部外面及び口縁端部付近をナデ調整で仕上げるほか、遺存部分では、内面に横方

向のハケ目、頚部外面に縦方向のハケ目調整を認める。3は、球形の体部から屈曲して上

外方へ短くのびる口縁部を持つ。口径13.9cmを測る。口縁部の内外面及び体部内面に横方

向のハケ目、体部外面に縦方向のハケ目調整を認める。

蓬（4～ 7) 4は、体部から一旦外反したあと上方へ立ち上がり 、受け口状をなす口縁

部片である。端部付近は外反し、 口縁部付近はナデ調整で仕上げられ、2条の擬回線文が

確認される。口径15.3cmを測る。5は、唯一完形に復原され、口径l7.4cm ・器高22.4cmを

測る。体部は上半部に最大径を持つ。口縁部は、短く外反したあと上方へ立ち上がり、受

け口状の形態をなす。ただし、先の4に比べると器厚がありシャ プさに欠ける。器壁の

磨滅が著しいが、口縁部付近はナデ調整で仕上げられており 、体部外面には縦方向のハケ

目が確認される。6は、丸みのある体部から緩やかに外反し、再度上方へわずかに屈曲す

る口縁部を持つ小形の歪である。口縁部の形態は、やはり受け口状に近いが、その屈曲は

非常に緩やかである。口径14cmを測る。口縁部付近から体部内面にはナデ調整によ って

仕上げられ、体部外面にはタ タキ目が確認される。なお、口縁部内面にはナデ調整の前段

階に施された横方向のハケ目調整の痕跡がわずかに残る。7は、体部から 「く」の字状に

外反する口縁部を持つ。 口径15.3cmを測る。口縁端部は上方へつまみ上げる。口縁部内外

面及び体部内面はナデ調整によって仕上げられ、体部外面はタタキ目が認められる。

壷· ~底部片（ 8 ～ 1 3) 8は、球形の体部を持つ小形の査の底部片と考えられる。内面

はナデ調整、外面はハケ目調整が認められる。9～13は、斐の底部片と思われる。9. 10 

は外国にタタキ目、内面にハケ目を残す。また底部の形態は中央がやや くぼみ、底部輪台

技法の痕跡をとどめる。これに対し11～13は平底で、内外面ともハケ目調整をとどめる。

鉢（14・15) 14は、やや偏平気味の体部と短く外反する口縁部からなる。口縁端部は上

方へつまみ上げて終わる。体部外面にはタタキ目、そのほかはナデ調整を認める。15は、

勾
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小形の台付き鉢の上半部と思われる。 内外面と もヘラ磨き調整によって仕上げられる。ま

た、 一部遺存する鉢底部付近（16）は、外面にハケ目のあとナデ調整、内面にハケ目調整を

認める。脚台部径6.6cmを浪ljる。

高杯(17) 17は、小形の高杯の脚台部である。外面はへラ磨きによって仕上げられる。

円形の透かし穴を lか所認めた。

器台（18～20) 18は、 口縁部片で、大きく「ハ」の字状に聞き、端部は下方へ拡張する。

端部には 4条の沈線（擬凹線）をめぐらす。口径20.6cmを測る。内外面ともへラ磨きで仕上

げる。19も口縁部片で 「ハjの字状に聞き、端部は屈曲して斜め上方へ短くのびる。端部

外面に 2条の擬回線がめぐる。内面は磨滅して調整が明瞭でないが、外面はへラ磨きがみ

られる。20は、口縁部下端から柱状部の破片である。柱状部内面を除きへラ磨きを認めた。

蓋形土器（21・22) 21・22はともに口縁部を欠くが、中央がくほむ把手と笠形に開く体

部とからなり、直径約！cmの透かし穴を lか所認めた。

②溝（S012131）出土遺物（図版第21)

溝（SD12131）は、2 . 3・8区にわたって検出したものであるが、遺物の大半は 2区

の溝底部付近から出土したもので、3・8区では小片が埋土中からわずかに出土したにと

どま った。ここでは、 2区出土資料（図版第21・22の24～47）と、それ以外（図版第22の48～

63）に分けて主な資料を報告する。

ア. 2区出土遺物

壷（23～31) 24は、口縁部近くの破片で、緩やかに短く外反する口縁部を持つ。口径約

14cmを測る。口縁部は内外面とも横方向のナデ、体部は内面に横方向の、外面は縦方向

のハケ目調整を施す。25・26とも24と同形 ・同大をなす。いずれも器壁の磨滅が著しいが、

26には体部外面に縦方向の、内面に横方向のハケ目調整が観察される。27は、ほほ完形に

復原され、球形の体部から大きく「ハjの字状に開く口頭部を持ち、口縁端部はわずかに

上下に拡張される。口径約17cm・器高約27cmを測る。口縁部はナデ、頚部は外面上端に

横方向のハケ目、その下部は縦方向のハケ目を施し、内面は縦方向のハケ目のあとナデ調

整によって仕上げる。体部外面は、上半部にへラ磨き、中位に縦方向のハケ目、底部付近

にタタキが観察される。内面はヘラ削り のあと横方向のハケ目を行い、上端付近にはヘラ

削りを一部認める。28は、 口縁部付近を残す小片である。 「ハ」の字状に開く口縁部と下

方へ拡張する端部とからなる。口径約12.5cmを測る。磨滅のため、調整 ・文様等は明確に

観察できないが、口縁端部に数条の沈線の痕跡、を認める。29・30は、いわゆる受け口状口

縁をなす壷口縁部片である。そのうち29は、肩部外面に櫛描き波状文、口縁端部の屈曲部

。。
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外面に列点文を施し、頭部外面に縦方向のハケ目が観察される。また、31は丸みのある体

部と、短く外反したあと端部が上外方へ屈曲して立ち上がる二重口縁からなる。器壁の磨

滅は著しいが、口縁部は内外面ともナデ、体部外面にはタタキが認められる。また、体部

内面には頭部付近に横方向のハケ目の後ナデ、それ以外に横方向のへラ削りを観察した。

妻（32～35) 32・33は、ほぼ同形・同大で、体部から緩やかに屈曲 し、短く外反する口

縁部を持つ。口径約15.5cmを測り 、体部内外面ともハケ目調整で仕上げる。 34は、口縁部

が緩やかに外反し、端部は下方へ摘み出される。内外面ともハケ目調整によ って仕上げる。

35は口縁部の小片であるが、 「く」の字状に短く外反する口縁部片である。端部に近づく

にしたがって器厚を増し、端部は外側に面をなす。ここに2条の擬凹線を施す。

査·~底部片（36～39) いずれも平底をなす。36は、体部から底部の破片である。外面

にタタキ、内面は体部にへラ削り、底部付近にハケ目調整を認める。37も同様な破片で、

内外面ともハケ日調整を施す。36・38はともに、外面にタタキのあとハケ目調整を施す。

鉢（40～45) 40・41は、短く外反する口縁部を持つ。口径は40で約ll.2cm、41で約l1.2 

cmを測る。40は体部外面、及び口縁部内面にハケ目調整、 41は全体にナデ調整が認めら

れる。42は、斜め上方へ口縁部が直線的に立ち上がり、底部を穿孔する。口径約13.6

cm・ 器高約9.8cmを測る。体部外面にタ タキ、内面にハケ目調整を認める。43も42とほぼ

同様の形態を持っと考えられるが、底部に穿孔はなく 、小さく台状に下方へ突出する。44

は、内湾気味に斜め上方へのびる口縁部を持ち欠損するが、脚台部が付随していたことが

確認される。口径約13.0cmを測る。45は、口径25.0cmの大形品で、緩やかに屈曲して外反

する口縁部を持つ。体部外面にハケ目、内面にへラ磨き調整を認める。

器台（46) 46は口縁部片で、 「ハ」字状に開いた後、端部は屈曲し斜め上方へ短くのび

る。端面に 2条の擬回線を配する。口径約21.4cmを測り、内外面ともヘラ磨きで仕上げる。

蓋形土器（47) 口縁部を欠くが、中央がくぽむ把手と笠形に開く体部とからなるものと

考えられる。 なお、形態から、台付鉢の脚台部の可能性もある。

イ. 3・8区出土遺物

壷（48～51) 48は、直立気味に立ち上がる頚部とわずかに外反する口縁部とからなる査

口頚部片である。口径14.0cmを測る。口縁端部は、外側に面を持つ。頚部の内外面にハケ

目調整を認める。また、頭、部下端に円弧状のへラ記号を配する。49は、 口径約14.8cmを測

る小形の壷口縁端部付近の小片である。端部は、下方へ拡張し面をなす。 端面には上端に

ヘラ状工具の刺突による列点文及び3条の沈線を配する。50は、直立気味に立ち上がる頚

部とわずかに外反する口縁部を残す破片である。口径約！4cmを測り 、口縁部はナデ、頚

部は内外面ともハケによ って仕上げる。また、頭部下端に円弧状のヘラ記号を施す。50・

39 
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5 lは、丸みのある体部から、短く外反して立ち上がる口縁部を持つもので、口縁端部は上

外方に面をなす。いずれも口径約14.Scmを測り、口縁部内外面ともハケ日が観察される。

なお、この 2点は斐とするべきかもしれない。

獲（52・53) 両者とも、 一端外反してのびる口縁部が緩やかに屈曲して、上方へ立ち上

がる二重口縁を持つ。いずれも 口径約14.Scmを測る。器壁の磨i威が著しいが、52では体部

外面及び口縁部下端にタタキの痕跡を認める。

鉢（54～57) 54は、杯状の体部に短く外反する口縁部を持つ。口径約23.Scmを測り、遺

存部分には横方向のハケ目調整が観察される。55は、丸みのある体部に「く」の字状に屈

曲して立ち上がる口縁部を持ち、口縁端部は上方に摘み上げられ外側に面を持つ。口径約

!Ocmを測る。56・57は、椀状の体部を持つ小形の鉢である。外面は磨滅が著しく調整は

不明だが、内面には縦方向のハケ目が観察される。56は口径約13.0cm・器高約6.4cm、57

は口径約13.6cm・器高約5.4cmを測る。

査・ 1!底部片（58～63) 58・59が査、60・61が聾の底部片ではないかと思われる。 58は

ナデ、59はタタキ、 60・61はハケ目調整によって仕上げられる。また、 62・63は底部に穿

孔を施す甑で、外面にタタキ、内面にハケ目調整が観察される。

③溝（ S D 12134）出土遺物（図版第23)

i誇（ SD12134）は、 5・9区にわたって検出した。遺物は両調査区とも遺構埋土中から

小破片となって出土した。こ こでは、両調査区から出土した資料を一括して、主なものに

ついて報告することとしたい。

査（64～ 67) 64は、丸みのある体部から直線的に上方へ立ち上がる口縁部を持つ。口縁

端部はやや内湾気味に終わる。口径約12cmを測る。口縁端部はナデ、体部から口頭部外

面に縦方向のハケ目、口頭部内面に横方向のハケ目を施す。65は、外反気味に立ち上がる

口縁部片で、口径約12cmを測る。器援は磨滅が著しいが、口縁端部付近内面に横方向の

ハケ目、頚部外面にハケ目のあとヘラ磨きが施されている。また、口縁部外面に円弧状の

へラ記号が施されている。66は、丸みのある体部から短く外反して立ち上がる口縁部を持

つもので、口径約14cmを測る。口縁部にナデ、頚部から体部上端部外面にヘラ磨き調整

を認める。 67は、 「ハ」の字状に広がる口縁部を持つもので、口径約16.Scmを測る。端部

は上下にわずかに拡張され面をなし、そこに 5条の擬回線が配される。

1!(68～70) 68は、ほぼ完形に復原されたもので、胴長の体部と、短く 外反したあと屈

曲して斜め上方へ立ち上がる口縁からなる。口径約16cm・器高約25.4cmを測り、体部は

ほぼ中位に最大径(19.6cm）を持つ。口縁部はナデ、体部は上半部にハケ目、下半部にハケ
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目のあとへラ削 りを施す。 69も、 短く外反したあと屈曲して上方へ立ち上がる口縁部を持

つものであるが、屈曲部は比較的鋭く、いわゆる受け口状の口縁となり、口縁端部はやや

外反気味に終わる。口径約17.6cmを測り、 口縁部内外面とも横方向のハケ目調整が観察さ

れる。70は、鋭く外反したあと、端部付近をわずかに上方に屈曲させる口縁部を持つ。端

部外面に 4条の擬凹線文を配する。口径約17.4cmを測る。

鉢（71～74) 71・72は、椀状の体部と短く外反する口縁部とからなる鉢である。器壁の

磨滅が著しいが、 72には、体部内外面ともハケ目調整が観察される。口径は、71が15.4cm、

72が18.4cmを測る。また、 73・74は二重口縁状に一端鋭く屈曲してのびたあと、斜め上方

へ立ち上がる口縁部を持つものである。口縁部外面には、2ないし 3条の擬凹線文を配す

る。口径は、 73が21.2cm、74が26.2cmを測る。

萱・妻底部片（75～78) 底部片は 4点を図示したが、 75が査、 76・77が聾と思われる。

また、 78は底部に穿孔があり、甑の底部である。

高杯・器台（79～81) 79は、高杯の脚部片で、 3方向に透かし穴を認める。外面にへラ

磨きを施す。また、 80・81は、 「ハ」の字状に下がる高杯か器台の脚底部片である。いず

れも、外面にヘラ磨きが観察される。

（森下衛）

(2）石器（図版第55)

弥生時代の石器は、縄文時代のものと比べると少なく、約 5点を数えるにすぎない。

22・23は、サヌキトイド製の打製石鍛である。22は無茎式で、 一部欠損するものの、て

いねいに調整が施されている。23は、凸基有茎式で、両面ともていねいに調整加工が施さ

れる。24は、凸基有茎式の磨製石鍛である。大きさは先端部が欠損するが、長さ6.2cmを

測る。石材は、頁岩ないしは粘板岩を用い、ていねいに磨かれる。28・29は、石庖丁であ

る。29は、 半月形直線刃形態を取り 、刃部は石目により角度を変えている。両方とも頁岩

ないしは粘板岩を用いており 、16区の自然流路跡から出土した。

（鵜島三蕎）
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第5節古墳時代の遺構

古墳時代の遺構 ・遺物は、調査地の南半部に集中して認められた。検出遺構には、溝－

土坑・ 自然流路跡などがあり 、掘立柱建物跡・ 竪穴式住居跡は確認していない。古墳時代

の遺構の分布密度は後世の削平を考慮しでも、 全体的に稀薄である。

土坑は、6・7・15・16区で検出した。特に、6区南端部では、後期に属する21基の土

坑が重複して検出された。溝は、4 ・7区で後期の溝（ SD10147・SD 12120・5D 

12119）を検出した。また、 7区で検出した溝（SD12121）、 ll・16区を中心とする自然流路

跡（S R 16001）の堆積土中には、古墳時代前期～中期の遺物（土器や木製品）が多量に包含さ

れていた。こういった状況から考えると、古墳時代の集落跡は、 6区から 15・16区方面

（北西方向）へ続く微高地の延長上の調査地隣接地に存在したものと想像される。このこと

は、千代川遺跡第16次調査においても自然流路中から同時期の遺物がまとまって出土して

いることからも裏付けられよう。

土坑 1(SK15102) 15区北寄りの部分で検出した方形の土坑である。長辺約2.Sm・短

辺約 2mを測る。遺存状況は極めて悪く、深さ約lOcmを残すにすぎなし、。埋土は黒褐色

土であり 、わずかに布留式併行期の蓋口縁部小片が出土した。

土坑2( S K l 60 l 3) 16区北端の自然流路 1( S R 16001）の肩部で検出した長楕円形の土

坑である。長径約3.7m・短径約2.2m ・深さ約40cmをiffljる。埋土は黄褐色土のブロ ックを

含む黒褐色土で、埋土中から後期の須恵器杯身・杯蓋・高杯などが出土した。

土坑3(SK12118) 7区中央で三又に分かれていた溝（SD12121）が一本に合流するが、

。

。 20m X=-105.400 

y;-42200 

第14図古墳時代（Bブロック）遺構配置図
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付表5 6区土坑群一覧表（出土遺物は第15図参照）

遺構番号 規模 形態 出土遺物 遺構番号 規模 形態 出土遺物

SK 12076 2.1 m×l.4m 精円形 120～ 126 SK 12089 不明 不明

SK 12081 2.4m×l .6m 精円形 100～ 104・114 S K 12090 1.6 m×0.9n: 楕円形 110 

115・119 SK 12091 I.Im×l m 円形

SK 12082 2.2m×l.7m 楕円形 105～ 107・109・ SK 12092 不明 不明 96 . 113 

129～ 132・135～ SK 12093 l.2m×0.9π 楕円形

138 SK 12094 不明 不明

S K 12803 2.1 m×l .7m 楕円形 96・118 SK 12095 I m×0.7m 楕円形 95 

SK 12084 3m×3.2m 隅丸方形 94・111・112・ SK 12096 1.7 m×l m 楕円形

127・128・133～ SK 12097 不明 不明

134・139～ 146 SK 12098 不明 不明

SK 12085 l.3m×0.8m 椅円形 97 SK 12099 不明 不明 99 

SK 12086 2.4m×2m 楕円形 SK 12100 不明 不明 93 

SK 12087 不明 不明 108 SK 12101 不明 不明

SK 12088 1.4m×l m 楕円形

ア
ハTよ
l
l

0 10m 

第15図 6区土坑群実測図

その合流点付近で検出した。楕円形の土坑で、長径約2.8m・短径約2m・深さ約40cmを測

る。埋土は黒褐色土で、埋土中から須恵器杯身・杯葦・木製品などが出土した。

土坑群（ SK12076・5K 12081～12 l 01) 6区の南端部において、ほほ同一地点に穿た

れた総数22基の土坑を検出した。土坑の大半が同ーか所に切り合って存在し、各土坑の規

模・形態、出土遺物の確認は困難を極めた。かろうじて、土層断面でその存在を確認した

ものもある。平面形態は隅丸方形に近いものや楕円形のものなどがある。断面形態は丸底

状になるものが多い。以下、個々の形態・規模については、付表5で報告する。土坑の性

格については、出土遺物の中に大形の杯身片や滑石製の双孔円盤などが認められたことか

ら、集落近辺での祭杷にかかわるものであったと考えられる。

今、d
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溝 1(SD 10147) 4区の中央を斜めに横断するように検出した。ただ、後述する奈良

時代の溝 1(SD 10149）と一部重複していることなどから、遺存状況は極めて悪く、延長

約24mを確認したにすぎなし、。検出部では、幅約 2m・深さ30cm（いず、れも最大値）を測 り、

断面は緩やかな 「U」字形を呈する。埋土は灰色砂礁で、 6世紀初～7世紀前半に属する

須恵器片が出土した。

溝 2(SDl2119) 7区の北東隅付近で検出した。後述する古墳時代前期の溝 3(SD 

12121）が一旦埋没した後に、この窪地の延長部へ向かつて流れていたものと考えられる。

検出部では、幅約4.Sm・深さ0.3m（しミずれも最大値）を測り、断面は緩やかな「U」字形

を呈する。埋土は黒灰色土で、 6世紀後半～末葉に属する須恵器片が出土した。

溝 3(SD12121) 7区の中央を東西に流れるもので、その延長部と思われる SD 15040 

を15区の東辺部で確認した。溝は西から東へ流れており 、かつ 7区中央で2条の流れが合

流する状況である。ただし、 南側の支流はおおむね本調査区内で終結し、西側の15区へ続

くのは北側の支流のみである。幅は、支流部で約3m・ 深さ約40cm、合流点以東で幅約

I Om －深さ約40cmを測る。断面は、緩やかな 「U」字形を呈する。埋土は黒灰色砂質土

で、布留式併行期の土器群とともに木製品が出土した。 出土土器が古墳時代中期のものに

限られていることから、比較的短期間で埋没した溝と考えられる。

自然流路 1( S R 1600 1 ) 1 0・lI ・ 16・17・18区で検出した。幅約25m・深さ約 2mを

測り、旧河道跡とも呼ぶべき大きな流れの跡である。堆積土は、 大きく 4層に分かれる。

上から、黄褐色土（地山土）のブロックを含む淡灰色土（近世の遺物包含層 I；整地土）、淡

灰褐色土（中世の遺物包含層 2；堆積土）、 黒褐色粘質土（奈良 ・平安時代の遺物包含層）、

黒灰色粘質土（弥生時代後期～古墳時代の遺物包含層）である。これらの状況からは、比較

的緩やかな流れによって徐々に埋没したものと考えられる。上流部に、早い段階から堰関

のような施設が造られており 、これによ って一定の緩やかな流れが確保されていた可能性

が高い。出土遺物は、 最も下層の黒灰色粘質土から弥生時代末から古墳時代前期に属する

土器や、盤・槽をはじめとする木製品が大量に出土した。自然流路肩部の形状はll区にお

いて、調査区中央で大きく南へ向かつて張り出 している。流路の肩部から底にかけての傾

斜は緩やかであり、傾斜面や傾斜変換点に土器・木器・流木が多数検出された。流路の底

は平坦で灰褐色砂利層が堆積している。この最下層の砂利層からは、弥生時代後期の土器

や古式土師器とともに農耕具と思われる木製品も出土した。この上層には、黒灰褐色粘質

土がぶ厚く堆積している。この土層中に間層として灰褐色砂利層があり 、大まかにこれよ

り上が鎌倉時代、下が奈良・平安時代以前と分けられる。

（森下衛）
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第 6節古墳時代の遺物

古墳時代の遺物の大半は、弥生時代末から流れる溝（ SDl2121）及び自然流路跡（ SR

16001）出土の遺物である。ここの遺物は古墳時代前～中期の遺物が最も多く 、弥生時代の

遺物も含むが、古墳時代の遺物の中にまとめて取り上げた。遺構出土の遺物では、 6区を

中心とした土坑出土の遺物があるが、数量的には圧倒的に溝・流路跡出土の遺物が多い。

(1）土器（図版第24～33)

①溝（ S012121）出土遺物（図版第24～25) 7区の溝では、埋土である黒褐色土中から

整理箱約20箱にのぼる大量の古式土師器が出土した。破片となっているものが大半であっ

たが、ノj、形丸底査（図版第24のl～4）、壷（5～7）、聾（8～21）、 高杯（22～27）などを認めた。

なお、内訳としては、いわゆる布留式聾がそのほとんどを占めることとなる。

これら資料は、流路内出土という性格上、良好な単一時期の一括資料として認識しうる

ものではなし、。実際、やや時期幅を認めるものの混入も認める。ただ、主体をなすのは、

やや粗雑化した小形丸底壷と口縁端部内面に幅広の内傾する面を持つ布留式聾などであ

り、布留式併行期でも比較的新しい段階に位置づけられることを示している。

以下、主な資料を図示し、その概略を報告することにしたい。

小形丸底壷(1～4) いずれも、球形の体音防、ら上外方へとのびる口縁部を持つ。 1・

2は、口径が腹径をわずかに上回る。3・4は、口径・腹径がほぼ同じである。 1は口径

I0.7cm ・器高l!cm、2は口径9.2cm・器高8.9cm、3は口径8.5cm・器高9.lcmを測る。

査（ 5～7) 5は、ナデ肩の体部から口縁部は 「く」の字に屈曲し、端部は内面に肥厚

する。口縁部 ・体部外面は横ナデ、体部内面は横方向のケズリを施し、頚部付近には指頭

圧痕が見られる。口径16.8cmを測る。6は、張り出した肩部から口縁部が直立気味に外反

して高く立ち上がり、端部は尖り気味に終わる。口径9.Scmを測る。7は、ナデ肩の体部

から口縁部が直立気味に立ち上がり、端部は内側にやや肥厚する。口径14.3cmを測る。

護（8～21) いずれも口縁部が「く」の字に外反する。8は、丸底の底部に長胴形の体

部を持つ。口径17.lcm・器高25目3cmを測る。体部外面はハケ調整、内面は横方向のケズリ

を施す。9は、口縁部がややぶ厚く、 10は口縁端部上方に面を持っている。ll～19は、口

縁端部が内側に肥厚する。 llは、口縁端部が上方に丸く肥厚し、古式を呈する。口径16.

9cmを測る。14は体部中央がふくれ、球形を呈さないと考えられる。19は、 口径15.7cm・ 

器高25.2cmを測る。20・21は、ナデ肩の体部から、口縁部が「く jの字に屈曲した後、斜

め外方に立ち上がり、複合口縁形を呈する。

高杯（22～27) 22は、斜め上方に緩やかにひらく杯部を持ち、口縁端部はややとがる。

口径17.4cmを測る。23は、高杯の脚部で、体部外面はタテ方向のミガキ、内面には削 りを
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施す。25・26は、 椀状の杯部を持つ。 26の脚部外面はミガキを施した後、部分的にナデ調

整を施す。脚部裾付近は横ハケ調整を施す。 23・26・27は、 裾が緩やかにひらくが、24は

他の高杯の脚部とは異なり、ラッパ形にひら く。

②自然流路跡（S R 16001）出土遺物（図版第26～30) 溝SD 12121と同様、大量の古式土

師器が出土した。出土状況 ・遺物組成も類似している。 なお、 遺物の分類は、近接する北

金岐遺跡を参考とした。

小形丸底壷（40～45) 小形丸底査の体部外面にはハケ調整、ケズリを施すものの両方が

あり、内面はへラ削りを施すものが多い。45は、 須恵器の趨を模倣した土師器である。

壷（46～48・57・58) 46の口縁部は、 下方に拡張し、口縁端部外面には 5本単位の櫛描

き列点文を施す。胎土はチョコレー ト色で、角尖石を含む。生駒西麓産の土器であろう。

口径22cmを測る。47・48は、口縁が真上ないし斜め上方に立ち上がり 、内外面ともハケ

調整が施される。48は、 口径27.2cmを測る。57は、複合口縁形を呈し、口縁部外面に4～

5条の擬回線文を施す。頚音防、ら口縁部の屈曲は丸みを持つ。58は、いわゆる山陰系の二

重口縁を持つ。外反した擬口縁部からさらに外反する口縁を付加して口縁部を作る。

~（28～30 ・ 49～56 ・ 59～84) 28～30は、口縁部が斜めあるいは直立気味に短く 立ち上

がり複合口縁形を呈する。体部外面にはハケあるいはナデ、内面にはへラ削りあるいはハ

ケ調整を施す。28の口縁部には擬回線文、 29は、 不明瞭な擬回線文をめぐらす。28～30の

口径は、約30～37cmを測る。49は、口縁部が 「く」 の字に屈曲し、口縁端部をわずかに

上方へつまみあげる。体部外面は細かなタタキが施され、器壁は薄く仕上げられる。胎土

は、46と同じである。口径25.7cmを測る。50～56は、ナデ肩の体部からいずれも口縁が緩

やかに 「く」の字形にひらくもので、50は頚部に稜を持たなし、。体部外面には肩部にタタ

キを残すもの（52）がある ものの、多く はナデあるいはハケ調整で仕上げる。61～63は、口

縁部がいずれも上方に直立気味に短く立ち上がり 、複合口縁形をと る。62は倒卵形の体部

から、 「く」の字に屈曲する頭部に続き口縁部に至る。体部外面は横ないしは斜め方向の

ハケ調整を行い、内面もハケ調整が施される。64～66は、口縁部が外反しながらもわずか

に複合口縁形の傾向が看取できる。65は外面は縦方向に、内面は横方向のハケ調整が施さ

れる。66は、外面が肩部にタタキの痕跡を残すものの、ていねいなハケ調整を施す。両者

とも体部は長胴形である。67は、 「くJ字に屈曲した頭部から口縁部がやや内湾気味に立

ち上がる。 69～71は、口縁端部上方に面を持つ。69は、上方に面を持ちつつも、中央がわ

ずかにくぽむ。70は、口縁端部が肥厚する。 71は、体部中央付近まで遺存し、完形に復原

はしえないが、体部下半に体部最大径を持つと考えられ、 他例と体部の形態が異なるよ う

である。72～78は、いずれも口縁端部が肥厚するいわゆる布留式受である。 72～75は、や
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や直立気味に上がり、 76～78はそれよりも斜め上方に上がる。いずれも、体部外面はナデ

及びハケ調整、内面はナデ及びケズリを施す。79・84は、完形に復原しえた。79は、口径

13.5cm ・器高22.7cm・最大腹径20.9cmを測る。84は、口径15.6cm・器高25.0cm・最大腹径

23cmを測る。

壷・嚢底部片（31～39) 31は、底部にしぼりこみの痕跡がみられ、、 33は、底部に焼成

前に円孔を穿つ。 34は、台付鉢の可能性がある。35～39は、平底あるいは突出ぎみの平底

を持つ。35～37は、体部外面にはタタキが施され、 38・39は、ハケが施される。39は、底

部にもハケ調整が施されている。

高杯（85～92) 85の杯部は緩やかに立ち上がり、やや内湾気味に終わる。86・87も杯部

は緩やかに立ち上がるが、口縁部は若干外反気味に終わる。87は、杯底部外面に稜線がめ

ぐっている。89～91は、杯底部に擬口縁を作り、外面に明瞭な稜線をめぐらす。杯の口縁

部はやや外反気味に聞き、 90・91は端部をやや上方につまみ上げる。91は、内外面ともヘ

ラ磨きが施されている。

（森下衛・鵜島三蕎）

③6区土坑出土遺物（図版第31～32) 6区南端部で検出した土坑群は、ほほ同ーともい

えるか所に22基の土坑（検出しえていないものを含むと30基を越えると思われる）が次々と

穿たれたものであり、複雑な切り合い関係を有していた。ここでは、比較的まとま った資

料として、 SK 12084資料（図版第31の94・iII ・ 112、図版第32）と SK 12076資料（図版第31

の120～126）を中心に報告し、その他の土坑資料としては、遺構に伴うことを確認した須

恵器杯身・杯蓋類を提示するにとどめたい。また、明瞭に遺構に伴うことが確認できなか

った資料（本部位の黒褐色土中から出土した資料）でも、土坑群の穿たれた時期を検討する

資料として一部を図示した（図版第33の149～161）。

SK  12084資料としては、須恵器杯身（111 ・ 112・133～139）、杯蓋（94・127～132）、 聾

(140・141）、土師器椀（142・143）、土師器鉢（144）、 土師器蓋（147・148）、甑（145）、 高杯

(146）、 そして石製品として双孔円盤（図版第55の21）などが認められた。これらのなかでは、

大形の須恵器杯身(139）や双孔円盤の存在が注目される。いずれも祭記遺構に伴う遺物と

して認識されているものであり、これら土坑群の性格を示唆するものといえるだろう 。な

お、形態などから 129～132や137・138は、明らかに土層の不明瞭さのため、他の土坑（ S

K 12082）から混入したものと考えられる。

SK  12101資料としては、須恵器杯身（120～125）と土師器聾(126）のみを確認しえたにと

どまる。この点では、 SK 12084と比べて遺物の組成に差異を認めるが、士坑の規模・形

態に差がある点や時期的な隔たりといった問題を含め、今後の検討課題としておきたし、。
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遺物の示す時期としては、遺構に伴うものでは、 SK 12100資料（93）が最も古いものと

してMTISに比定でき、また、 SKl2101資料などが最も新しい資料としてTK209に比定

できる。その他は、TKIOからTK209の時期に納まると思われ、これら土坑群が6世紀

前半から 7世紀初頭頃の聞に、 ｝＠！次穿たれたものとして理解される。以下、各遺物の概略

を報告する。なお、各遺物の出土遺構については、付表5を参照されたい。

須恵器蓋（93～110・127～132) 93・94は、口縁部に稜を持つが、 95～l10は、もたない。

95～101は、口径15～16cm・器高4.2cmを測る。101は口縁端部がやや尖り気味で、104は、

体部中央で屈曲し、稜を持つ。口径14.2cmを測る。96・98は、 天井部にヘラ削りが施され

る。127は、天井部から体部中央付近までヘラ削 りを施し、口縁部には稜を持ち、真下に

おりる。口径14.Scm・器高4.5cmを測る。132は、 笠形の天井部を持ち、口縁部で屈曲し真

下におりる。口径15.6cmを測る。

須恵器杯身（11 l～125・133～139) 11 lは、口縁部が上方に立ち上がり、口径ll.Scm ・ 

器高4.9cmを測る。口径の割に器高は低いものが目立つ。120は、口径8.8cm ・器高3cmと

他の杯身に比べると低い。125は、口径13.4cm・器高5.lcm以上を測り 、口径の割に器高は

高い。へラ削りは底部から体部中央付近まで施される。139は、大形の杯身で、口径20cm

を測る。

須恵器斐(140・141) 球形の体部から直立した頚部を持ち、口縁部は外反する。外面は

タタキ後横方向のナデ、内面は当て具の痕跡が明瞭に残る。

土師器杯(142・143) 142は、平坦な底部から斜め上方に立ち上がる口縁部を持つ。外

面にはナデ及び指押さえの痕跡が残る。

土師器鉢(144) 外面は縦方向、内面は横方向のハケ調整が施される。口縁部外面には

指押さえの痕跡が明瞭に残る。

土師器甑(145) 調整は、144と同じように、外面は縦方向、内面は横方向のハケ調整が

施される。口径16.6cmを浪ljる。

土師器高杯（146) 脚部片である。 外面は縦方向のミガキ、内面はケズリ後ナデ及び指

押さえである。底部はラッパ形に開く。

土師器萎（126・147・148) 126は、外面は縦ハケ、内面は縦方向にヘラ削りが施され、

口径15cm・器高18.Scmを測る。やや長胴形の体部から「くJの字に聞く口縁を持つ。147

は内外面とも縦方向のハケを施す。口径14cmを浪ljる。148は外面は縦ハケ、内面はヘラ削

り、口縁部は横方向のハケを施す。

④5～ 7区出土遺物（図版第33) 古墳時代後期の遺物としては、上記の土坑群資料のほ

か、 7区の溝SD 12119(164・166～170）や士坑SK 12118(165）、 さらに 5区の黒褐色土出

48 
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土資料(162・163）を一部図示した。

須恵器蓋(149～154・164) 149・164は、高杯の蓋である。150は、口縁部に稜をもって

おり、口縁端部はやや尖る。151～153は、天井部から緩やかに口縁部へ至る。154は、平

らな天井部から口縁部で稜を持ち、斜めにおりる口縁部を持つ。154は、口径13.6cm・器

高2.9cmを測る。164は、体部中央と後部に稜を持ち、口縁端部は尖り気味に終わる。口径

12.4cm ・器高5.4cmを測る。

須恵器杯身(155～163・165) いずれも口径13cm前後を測る。162は、体部中央付近まで

ヘラ削りが施される。6区の士坑群出土の遺物と同じ型式の遺物である。

須恵、器高杯(166～169) 166は、他の杯身と同じ杯部に脚部がつく 。167は、ラッパ形に

聞く脚部を持ち、長方形の透かしを持つ。168・169は、長脚二段透かしを持つもので、

168の透かしは、幅 lmmtまどの狭いものである。

須恵器蓬(170) 口縁部は 2段の波状文を施す。口縁端部外面は突起がめぐる。口径29.6

cmを測る。

（森下衛）

(2）石器（図版第55)

古墳時代の石器の出土は少なく 、3点を数えるにすぎない。

21は、双孔円盤である。6区の土坑から出土した。亀岡市内では初めての出土である。

滑石製で、直径約2cmを測る。25・26は、磨製石鍛である。いずれも頁岩ないしは粘板岩

を素材とする。25は、平基無茎式で、 中央部に直径2mmの穴をあけている。ていねいな研

磨で鋭い刃部を形成している。溝SD 15040から出土した。26は凸基無茎式で、これもて

いねいな研磨で鋭角的な刃部を作る。34区の遺物包含層から出土した。 27は、紡錘車であ

る。表面は直弧文が線刻され、裏面にも線刻が施される。31区の遺物包含層から出土した。

（鵜島三蕎）

(3）木器（図版第59～61)

l～6はSD 12121、7～16はSR 16001出土遺物である。したがって、土器と同じように

弥生時代末～古墳時代中期を中心とする時期のものと考えられる。

lは、槌状木製品である。槌部は方形に、援部は長楕円形に作る。成形途中の未製品で

あろう 。2は、万形木製品である。半月形の刃部に長さ5cmの握り部を持ち、上部は欠損

する。握部の基部は削り込まれている。天地逆の可能性があり、 用途は不明である。3は、

杭状木製品である。先端は上から下に削り込まれている。4は、不明木製品である。全体
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に仕上げは荒く、未製品と思われる。農具の柄の可能性があろう。5は、ナスビ形木製品

である。ていねいに面取りされ、全体的に平滑に仕上げられる。長さ66.Scm・厚さ トScm

を測る。出土時より大きく湾曲している。6は、代掻きである。長さ74.3cm・幅6.4cm・厚

さ2.Scmを測る。3～4cmごとに方形の切り込みが合計13個施される。両端から約4cmのと

ころには、幅2cmの摩滅が認められる。

7は、 直径約26cm・高さ l.8cmを測る。挽物であるが、具体的な用途は確定しがたい。8

は、蓋板と思われる。直径17.2cm・厚さ0.6cm、円盤の中央に穴をあけているこ とから蒸

し器のサナに比定することもできょう。9は、 槽である。平面形が隅丸長方形を呈する。

長さ23.7cm・幅l3.7cm ・底部厚l.7cmを測る。心去りの割材を明 り抜き、 ていねいな調整

加工で仕上げる。平坦な底部から斜めに立ち上がる口縁部を持ち、端部は面取りがされて

いる。内面は火を受け、炭化した部分が大半をしめる。10は盤の破片である。平坦な底部

から口縁部が斜めに立ち上がる。破損が著しく、 全体ははっきりしない。llは、鎌形木製

品である。広根式の身に茎を作り出し、実用の鉄鍛を忠実に模している。長さ14.2cm ・幅

3.2cm ・厚さ0.7cmを測る。鍛形木製品は、7世紀後半から9世紀前半までの資料が知られて

おり、その形態は古墳時代の鉄鍬と基本的には変わらない。本来鍛は武器として使用され

るが、これは木製品であり、流路出土ということから考えて水辺の祭把との関係が強いと

思われる。12は、火鏡板である。長さ l8.6cm ・幅l.9cm・厚さllcmを測る。 細い角棒の側

面に、2.Scm間隔に切り欠きを入れ、火鐙杵を回転させた火鐙臼を上面にとどめる。3か

所に未使用の切り欠きがある。裏面は黒く焦げる。13は、糸巻き状木製品である。両端は

欠損する。表は加工するが、裏は平坦に作る。14は、槌状木製品である。棒状部は最大長

23.7cm ・最大幅12.7cm · 最大厚6.7cmを i~IJ り 、 全体に面取りされ、 先端部は斜めに切られ

面を持つ。ほぞ音rsは長さ llcm ・幅4cm・厚さ3cmを淑ljる。ほぞ部も面取りされ、先端まで

ていねいに仕上げる。ほぞ部の基部から4.4cmのところに、縦l.4cm×横l.9cmの大きさの

ほぞ穴があいている。棒状部やほぞ部の切り込みからはいずれも使用痕は看取できない。

本例は、使用痕がないことや、主軸線に対し棒状部の先端が角度を持っていることから、

先端を使用することを目的にした可能性もあるし、あるいは未製品という ことも考えられ

る。類例がないことから名称、用途などは今後の課題であろう。15は、板状木製品である。

長さ65cm以上 ・幅14.Scm・厚さl.2cmを測る。中央部に長さ lOcmの長楕円形の穴が聞く 。

16は、鋤である。長さ43.lcm・幅15.4cm・軸部の直径3cmを浪ljる。刃部上端面は軸部と同

様一段厚く、先端部は細かな面取りを施す。

（鵜烏三寄）
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第7節奈良～平安時代の遺構

ここで奈良～平安時代の遺構 ・遺物として報告するのは、 7世紀後半からll世紀までの

ものである。検出遺構には、掘立柱建物跡25棟・溝・土坑などがある。出土遺物は、各遺

構埋土から出土したものは少ないが、遺構検出面直上に認めた黒褐色土層などから比較的

多く出土している。

これら奈良～平安時代の遺構・遺物は、南北に長い調査地のなかで地形に左右された状

態で、大きく 4地区に分かれて分布している。以下ではこれをA～Dの4つのブロックと

呼称し、各ブロックごとに遺構・遺物を報告する。

①Aブロ ック

調査地南端の 1・2・4区をAブロックとした。弥生時代の遺構の項でも述べたように、

西方から続く微高地の先端近くに相当している。正確には、この微高地は本地点あたりで

南東方面へ一旦方向を変え、現在の千々川沿いに東方へのびる。ちなみに、千代川遺跡第

6次調査で確認した桑寺廃寺や弥生時代中期の集落跡・方形周溝墓群はこの微高地の延長

上に立地することとなる。

調査では、この微高地上で、奈良時代の溝4条、平安時代の掘立柱建物跡2棟、柵列 l

などを検出した。もちろん、微高地の本体は調査地の西方にあり、弥生時代後期の遺構と

同様に、本時期の遺構群も調査地の西側へ広がりを持つと考えられる。
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掘立柱建物跡 1(S810169) 4区の北半部中央で検出した。検出面は、奈良時代の遺

物を大量に含む灰色砂層上面である。 桁行4問（8.3m）×梁間2問（4.1m）の南北棟で、主軸

はN 16° Wである。柱掘形は方形で、大きさはそれぞれで差異があるが、北西隅部の

もので一辺約90cm、南東隅で、約60cm、深さ約50cmを測る。

掘立柱建物跡 2( S B 10170) 4区の西辺部中央付近で検出 した。検出面は、建物跡 1

と同じ、灰色砂層上面である。南北3間（5.6m）×東西l間（1.4m）以上の規模を有する と思

われるが、西方へのびているため、全体の規模は不明である。確認した柱掘形は方形で、

一辺約60cmを測る。

柵列 1( S A 10172) 建物跡2の東側に接して、南北に 3間分（6.6m）を検出した。検出

面は、やはり灰色砂層上面である。建物跡2の方向とはやや振れ、 N I l。－wである。

確認した柱掘形は方形で、 一辺約70cmを測る。

溝 1($010149) 灰色砂層の下面、黄灰色粘土上面で検出した。4区を北西から南東

方向に横切る。幅約4m・ 深さ約30cmを測り、断面は非常に緩やかな「U」字状をなす。

溝底部のレベルは、北西から南東へ下がっており、地形の傾斜に沿って流れていたものと

考えられる。溝内には、この上層にも認めた灰色砂が堆積する。この灰色砂は、溝の埋土

となるばかりでなく、 4区の全体に薄く堆積している。これは洪水などによって、上流の

北西部から流入したものと考えられる。なお、 砂中には大量の須恵器片が含まれていた。

溝 2( S D 10016) l区の南端付近を蛇行しつつ東西に横切る。溝 1と同様、上部に堆

積した灰色砂層下面の黄灰色粘土上面で検出した。埋土も、灰色砂層である。遺物は須恵

器片をわずかに認めたにとどまる。幅約l.Sm・深さ約20cmを測る。底部のレベルから、

西から東へ流れていたものと考えられる。

溝 3($010015) l区を北西から南東方向に横切る。検出面は、黄灰色粘土上面であ

る。幅約I.Sm・ 深さ約70cmを測り、断面は「UJ字形をなす。溝底部は、北西から南東

へ向かつて階段状に段差を もって下がる。溝内にはH音灰黄色砂が堆積する。遺物は須恵器

の小片がわずかに出土した。

溝 4(SD 10070) 2区の南端近くを北西から南東へ向かつて直線的に横切る。検出面

は、黄灰色粘土上面である。幅約 lm ・深さ約10～20cmを測り、断面は、 「U」字状を

呈する。埋土は、黒褐色土で、遺物はほとんど出土しなかった。

②Bブロ ック

Aブロ ックの北方の微高地を中心とする 5～ 7・14・15区をBブロ ック とした。Aブロ

ックとは 2区北端から 5・9・14区へとのびる窪地部によって区画される。 やはり 、西方

今
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からのびてくる微高地の先端近くに位置するが、調査ではこの微高地を 6・14～16区にわ

たって検出した。ただし、遺構を検出し得たのはこのうち 6・15区と微高地縁辺の窪地と

なっている 5区であり、 16区では後世の削平のため、遺構は遺存していなかった。調査で

は、この微高地を中心に掘立柱建物跡17棟・溝2条・士坑などを検出した。

掘立柱建物跡 3(SB12074) 5区西辺で検出した。検出面は黒灰色粘質土上面である。

桁行2間（3.8m）×梁間 2間（3.8m）の南北棟の総柱建物跡で、倉庫跡と考えられる。主軸は

N 2° Eである。柱穴は、 一辺約50cmの方形で、深さ lOcmを測り、遺存状況はよくな

い。西辺中央の柱穴内から須恵器杯身片が出土した。上記したように窪地状部の軟弱な基

盤上に建てらたためか、確認した柱穴内にはいずれも根石が挿入されていた。

掘立柱建物跡 4(S812071) 5区の建物跡3の南側で検出した。検出面は黒灰色粘質

土上面である。桁行2間（3.Sm）以上×梁間2間（2.6m）以上の規模を持つ。これも倉庫跡の

可能性が高い。主軸はN-2°-Wであり 、ほとんど建物跡3と同じである。柱穴は方形

で、大きさはそれぞれで差異があるが、北西隅で一辺約60cm、南東隅で、約60cmを波ljる。

遺存状況は悪く、深さ約！Ocmを測るにすぎない。

掘立柱建物跡 5(SB 12072) 建物跡4と一部重複して検出した。検出面は黒灰色粘質

土上面である。桁行3間（7.3m）×梁間 l問（2.8m）以上の規模を持つ東西棟の建物跡と考え

られる。主軸はN-94°-Eである。柱穴は、 一辺約45cmの方形で、深さ約！Ocmを測る。

掘立柱建物跡 6( S B 12073) 建物跡 5とほぼ同一地点に若干方向を違え建てられてい

る。検出面はやはり黒灰色粘質土上面である。検出状況も同じ、桁行3問（6.9m）以上×梁

間l間以上（2.4m）で、規模もほぼ同一と考えられる。主軸はN-102。－Eである。柱穴は

一辺約50cmの方形で、 i采さ約！Ocmを測る。

掘立柱建物跡 7( S B 12104) 6区東側で検出した。検出面は黄灰色粘土上面である。

桁行2問（5.2m）×梁間 2問（3.7m）の南北棟で、 主軸はN-40°-Eである。柱穴は、方形

で、一辺約45cm・深さ約30cmを測る。

掘立柱建物跡 8( S B 12105) 6区東辺で検出した。検出面は黄灰色粘土上面である。

建物の西側約半分を検出したにとどまるが、桁行3問（7.6m）×梁間 2間（4.0m）の南北棟と

考えられる。主軸はN-26°-Eである。柱穴は、方形で一辺約50cm・深さ約15cmと浅く、

遺存状況は悪い。

掘立柱建物跡 9(S 812106) 6区東辺、建物跡8の南側で、一部を重複して検出した。

検出面は黄灰色粘土上面である。桁行2間（4.8m）以上×梁間 2間（3目8m）以上の南北棟の建

物跡と考えられる。主軸はN-10° Eである。柱穴は、一辺約60cmの方形で、深さ20cm

を測る。

A斗
寸戸、J
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掘立柱建物跡10(SB12107) 6区北側で検出 した。検出面は黄灰色粘土上面である。

遺存状況が極めて悪く、確認し得ない柱穴もあったが、桁行3問（7.6m）×梁間3間（5.Sm)

の南北棟の建物跡と考えられる。主軸はN 13° Eである。柱穴は、方形で一辺約

80cm ・深さ約IOcmを測る。

掘立柱建物跡11( S B 12109) 6区西側で検出した。検出面は黄灰色粘土上面である。

桁行3問(7.Sm）×梁間 2問（4.4m）の南北棟で、主軸はN一ll。－ Eである。柱穴は方形

で、大きさはそれぞれで差異があるが、北西隅で一辺約50cm、南東隅で、約75cmを測る。

遺存状況は悪く、深さ約20cmを測るにすぎない。なお、本建物跡は、同ーか所で建て替

えが行われているようで、北辺及び東辺の柱穴列が、若干方向を違えた建物跡12(SB 

12110）と重複している。

掘立柱建物跡12(S812110) 建物跡11と重複して検出した。桁行3間（6.Sm）×梁間2

間（4.6m）の南北棟で、主軸はN 9 0 Eである。柱穴は方形で、大きさはそれぞれで差

異があるが、北西隅で一辺約50cm、南東隅で、約70cmを測る。遣存状況は悪く、深さ約

IOcmを測るにすぎない。

掘立柱建物跡13(S812108) 6区中央の建物跡l1 . 12の東側で検出した。検出面は黄

灰色粘土上面である。桁行3間（5.4m）×梁間I間（3.6m）の南北棟の建物跡で、ある。主軸は

N-17。－Eである。柱穴は、 一辺約60cmの方形で、ある。遺存状況は悪く、深さ約20cmを

視ljるにすぎない。

掘立柱建物跡14(S814001) 14区中央付近で検出した。検出面は黒褐色粘質土上面で

ある。桁行3間（7.4m）×梁間2間（3.6m）の南北棟の建物跡で、ある。主軸はN一15°-Eで

ある。柱穴は、方形で一辺約60cm・深さ約20～40cmを測る。

掘立柱建物跡15(SB 14002) 14区北辺で検出した。検出面は黒褐色粘質土上面である。

桁行2間（6.2m）以上×梁間2問（5.8

m）を測る南北棟の総柱建物跡と考え

られる。主軸は、N-48°-Wである。

柱穴は方形で、 一辺約60cm・深さ約

20cmを測る。

掘立柱建物跡16(S815004) 15 

区北側で検出した。検出面は黄灰色

粘土上面である。 桁行2問（3.Sm）×

梁間 l問（1.9 m）の小規模な建物跡で

ある。主軸はN-87。－ Eである。柱

「

0-:J' ~j 
第18図 掘立柱建物跡16(S B 15004）実測図
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穴は円形で、直径約60cm・深さ約20cmを測る。

掘立柱建物跡17(S815109) 15区中央部で検出した。検出面は黄灰色粘土上面である。

桁行2問（5.0m）×梁間 2問（3.4m）の東西棟の建物跡で、ある。主軸はN-104° Eである。

柱穴は、方形で一辺約50cm・深さ約20cmを視ljる。

掘立柱建物跡18(S815005) 15区南側で検出した。検出面は黄灰色粘土上面である。

建物跡19とは柱筋を合わせている。桁行2問（4.4m）×梁間 3問（3.5m）の規模を持つ建物跡

である。総柱建物跡ではないが、規模や柱間隔が狭いことなどから倉庫跡とも考えられる。

主軸はN一ll。－Eである。柱穴は、 一辺約75cmの方形で、深さ約20cmを測る。

掘立柱建物跡19(S B 15006) 建物跡18の南側に位置する。検出面は黄灰色粘土上面で

ある。桁行2問（3.5m）×梁間 I間（I.Sm）以上の総柱建物跡である。建物跡18とは柱筋を通

しており、企画的に配置された倉庫群と考えられる。主軸はN 12° Eである。柱穴は、

方形で一辺約60cm・深さ約25cmを測る。

土坑 1( S K 12079) 6区の北辺中央付近で検出した円形に近い土坑である。径2m・深

さ約60cmを浪｜！る。埋土は、黄褐色土のブロックを含む黒褐色土である。

士坑 2( S K 12078) 6区の南西隅で検出した方形の土坑である。一辺約I.Smを測り、

深さは約30cmである。埋土は、土坑 lと同様黄褐色土のブロックを含む黒褐色土である。

素掘り溝群（ S012150～12166) 5区では、建物跡を検出した黒灰色粘質土上面で、

これと切り合う状態で東西方向の素掘り溝群を検出した。遺存状況は東半部が良好で、幅

約30cm・深さ約10～20cmの溝が16条検出された。切り合い関係やその方向性などから、

建物跡に先行すると考えられる。また、方向性からみると明らかに 2時期にわたるものが

存在する。方向をみると、たとえば南部では真東西から北へ約10。振る群と、中央部では

約15°振る群に分かれる。西半部では真東西から北へ約10。振るものと約30。振るものがあ

る。これらはともに切り合い関係があり、 30°の方が先行していることがわかる。さらに、

これらほぼ同ーの規模形態をなす素掘りi茸群の北端で規模の大きな溝を 2条検出した。わ

ずかな幅での確認にとどまり、その正確な方向性は不明な点が多い。

溝 5(SD12012) 5区北東隅で検出した。検出面は黒灰色土上面である。調査区内で

とぎれるが、南東方向へのびていくことを確認している。幅約 3m・深さ約20cmを視ljり、

断面は緩やかな「U」字形を呈する。

溝 6( S D 12011) 5区溝 5の北側で検出した。検出面は黒灰色土上面である。一部分

の確認にとどまるが、溝5とほぼ同一方向へのびている。幅約l.2m・深さ約20cmを測 り、

断面はやはり緩やかな「U」字形を呈する。

4
りF3 
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③Cブロック

拝回の谷の入口部に入れた21～23・30区をCブロックとした。先のBブロyクとは約

200m離れる。この間に微高地や谷が確認されているが、顕著な遺構は検出できなかった。

寸
、、

。

L~11,80m 

2m 

満50221凹断面図

1. 酒里織色給質土 2 黒匝色土 3. 暗黒圧色土

4. i災医術色砂 5 濁匝褐色砂置土 6. 濁匝褐色粕時
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1. 淡既得色給砂土 2. 黒渇色給圏土 3 濁匝褐色帖土

4. 濁黒匝色給付土 5 黒匝色給砂土（粘性強し） 6 崎医得色砂質土

第19図 溝SD22100・22101土層断面図
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第20図 Cブロック遺構配置図
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しかし、立地条件としては極めて良好な部位もあ り、後世の削平のために消滅してしま っ

た可能性が高し、。これを示すように、10・ll . 16～18区で確認した自然流路跡の埋土内か

らは多くの奈良～平安時代の遺物が出土した。基本的にこれらは商方で投棄されたものと

考えられるが、遺物の出土範囲が広範囲に及ぶことから、遺構の広がりを示唆している も

のと考えられる。なお、弥生時代末からの遺物を含む自然流路跡の埋土内出土遺物につい

ては、本時代の遺物の項で述べることにする。

さて、本ブロックでは、人工的な溝3条及びそれに流入する自然流路跡 ・井戸跡 I基な

どを検出した。また、顕著な遺構を検出しえたわけではないが、23区では奈良時代の遺物

が大量に出土したことから、西側隣接地に何らかの遺構の広がりが確実視される結果を得

ている。

井戸跡 1( S E 22001) 22区西辺で検出した。小規模なもので、一辺約 lmの方形の掘

形の中に、 一辺約60cmの方形に板材を組み合わせている。深さは約60cmと浅い。埋土は

黒灰色粘質土で、 墨書土器2点を含む、

6点の土器（須恵器5点 ・土師器 l点）

が出土した。また、使用されていた板

材の中には、 ほぞを持つ扉材を再利用

したものもあった。本井戸は、黄褐色

粘質土上面で検出したが、底部はその

下の砂質土へ至っている。これによ っ

て一定量の湧き水が確保されたものと
L 

L• 112 .2 m 

。 50cm 

第21図井戸跡SE2200l実測図

I.黒灰色粘質土 2淡黄灰色砂 3.黒褐色土

4.黄灰色粘土

oo 
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考えられる。

溝7( S D 21 001 ) 21区と30区にわた

って検出した東西にのびる溝である。

最大幅約4m・ 深さ約60cmを測る。南

側肩部は、一部盛り 土によって構築さ

れている部位を認め、明らかに人工的

に構築された溝と考えられる。21区西

側では溝の底部が盛り上がった状況で、

あった。堆積土には黒褐色土、黒灰色

土、灰色砂層が認められ、奈良～平安

時代の須恵器片や石帯などが出土した0

30区東辺で蛇行し、その延長部は従来
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から国府推定域北限の堀の痕跡とされる東西にのびる窪地へと続き注目される。断ち割り

によって、この溝が構築される以前は東西方向に自然流路が流れていたことが判明してい

る。したがって、堀の痕跡といわれるものは推定地よりも西へ広がるが、そもそも自然流

路が流れていたところを利用して溝を構築したのであろう。

溝 8( S D 22100) 22区東半部で検出した。南北方向にのびるが、調査区中央より北半

部でとぎれる。北から流れてきて、溝 7に合流する溝である。幅約 3m・深さ約SOcmを

測り、断面は緩やかな 「U」字形を呈する。

溝 9(SD22101) 22区西側で検出した。南北方向にのびるが、調査区東辺で西へほぼ

直角に曲がる。この溝も、溝8と同様、溝 7に流れ込む。幅約 2m・深さ約20cm（最大部）

を測り、断面は「UJ字形を呈する。

自然流路 1(S R30001) 30区の北端部に認められる地形の落ち込みである。本来の拝

田谷部を形成した自然流路であろうと思われる。遺物はほとんど認められず、わずかに縄

文土器片や須恵器片が出土した。なお、詳細については、この延長部がDブロ y クの南半

部を北西から南東へと横切る状態で検出されているため、後述することにする。

④Dブロ ック

拝田谷部内に入れた26・31～34区をDブロックとした。先のCブロックとの境は明瞭で

ないが、拝田の谷部を形成した谷状地形、ここでは自然流路跡が谷部を北西から南東方向

に横切る状態で検出されており、これをCブロ ックと Dブロックの境とした。

本ブロックでは、上記の自然、流路跡のほか、掘立柱建物跡7棟などを検出した。地形が

示すとおり、自然流路によ って形成された谷部に、拝田丘陵を形成する花岡岩の風化した

砂層が多く堆積していた。遺構は、この谷内部に認められる微高地上に散在する状態で確

認されたが、部分的に整地を行っているか所も認められた。

掘立柱建物跡20(S B 32001) 32区東辺で検出した。桁行4間（7.4m）×梁間 2問（4.0m)

以上ある総柱建物跡であるが、東側調査地外へのびてお り、全容は不明で、ある。主軸はN

-2。－Wである。柱穴は、方形と円形のものがあり、方形のものは一辺約60cm・深さ約

20～40cmをj則る。

掘立柱建物跡21( S B 32002) 建物跡20と同様、 32区東辺で検出した。規模は、桁行2

問（5.2m）×梁間2間（4.0m）以上の建物跡で、あるが、やはり東側調査地外へのびており 全容

は不明である。主軸はN 3°-wである。柱穴は、 一辺約30cmの隅丸方形で、深さ約20

～30cmを測る。

掘立柱建物跡22(S B 32003) 建物跡21と重複して検出された。やはり、桁行2問（4.6

n
y
 

ζ

、d



京都府遺跡調査報告書第16illr
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第22図 Dブロッ ク遺構配置図

60 

X0-104,960 

X0-105,000 

m）×梁間2間（4.0m）以

上の建物跡である。主軸

はN 3。 Wである。

柱穴は、方形と円形のも

のがある。 方形のものは

一辺約40cm、円形のも

のは直径約30cm、各柱

穴は深さ約25cmを測る。

建物跡20～22の西側から

は9～10世紀代の須恵器

がまとまって出土してい

ることから、これらの建

物跡は平安時代のものと

考えられる。

掘立柱建物跡23(SB 

34001) 34区の中央部

で検出した。桁f子5間

(l l .4m）×梁間2問（4.9m)

を測る東西棟の建物跡で

ある。主軸はN 88° 

Eである。柱穴は、一辺

が約60～80cmの隅丸方

形で、深さ20～40cmを

浪ljる。直径20cmを測る

柱根の残存するものもあ

った。

掘立柱建物跡24(SB 

34002) 34区の南半部、

建物跡23の南側で検出し

た。桁行 5間（l l.2m）× 

梁間2間（5.0m）を測る東

西棟の建物跡で、建物跡



23とほぼ並列してい

る。主軸はN 87° 

Eである。柱穴の大き

さ・形状・深さ、残存

していた柱根の大きさ

も建物跡23とほぼ同様

である。

これら 2つの建物跡

とも、柱穴の中から平

安時代に属する須恵

器 ・土師器 ・緑紬陶器

の小片が出土した。出

土遺物の検討からは明

確な時期差は認められ

ないため、2棟の建物

跡はほとんど同時期に

存在 したと考えら れ

る。 しかし、建物跡問

の距離は約80cmを測

るにすぎないので、2

棟の建物跡、が並立して

存在していた可能性は

低い。したがって、二

棟の建物跡の前後関係

は不明で、ある。

掘立柱建物跡25(S

B 34003) 34区中央

で建物跡23・24と重複

して検出された。 桁行

5問（I1.8m）×梁間 3

問（6.2m）を測る東西棟

の建物跡である。 主軸

付表6 奈良 ・平安時代掘立柱建物跡一覧表

遺構番号 調査区 規模 柱問寸法

SB 10169 4区A 4間× 2間 2 2 2.1 2 

2.5 2.3 

SB 10170 4区A 3問× l問 1.8 2 1.8 

1.5 

SB 12074 5区B 2問×2問 1.8 2 

1.9 1.8 

SB 12071 5区B 2間×2問 2.1 1.7 

1.4 1.2 

SB  12072 5区B 3間×1問 2.1 2.3 1.9 

2.4 

SBI2073 5区B 3間×l間 2 2.7 2.5 

2.7 

SB 12104 5区B 2間×2間 2.4 2.6 

1.9 1.6 

SB  12105 6区B 3間×2間 2.4 2.6 2.6 

1.9 1.9 

SB  12106 6区B 2間×2間 2.4 2.3 

1.9 1.9 

SB 12107 6区B 3間×3間 2.6 2.5 2.6 

1.8 1.8 1.9 

SB  12108 6区B 3間×l間 1.8 2 1.6 

3.6 

SB  12109 6区B 3問× 2間 2.5 2.6 2.6 

1.9 2.5 

SB  12110 6区B 3間× 2問 2.7 2.3 1.9 

2.2 2.3 

SB  14001 14区B 3問×2間 2.3 2.2 2.8 

2.2 1.7 

SB  14002 14区B 2間× 2問 3.4 2.8 

2.8 3 

SB  15004 15区B 2間×l間 1.8 2 

1.9 

SB  15005 15区B 2問×3問 1.2 1.1 1.2 

2.2 2.2 

SB  15006 15区B 2問×l間 1.7 1.8 

1.7 

SB 15109 15区B 2問× 2間 2.4 2.6 

！？ 1.7 

S B 32001 32区D 4間×2問 1.9 1.7 1.5 2 

1.9 2.1 

SB  32002 32区D 2間×2間 2.6 2.6 

2.1 2.1 

S B 34001 34区D 5問×2間 2.2 2.6 2 2 2.3 

2.4 2.5 

SB  34002 34区D 5問×2間 2.3 2.2 2.1 2 2.2 

2.6 2.4 

SB  34003 34区D 5間×3問 2.4 2.4 2.4 2 2.3 

2.3 1.9 1.9 

SB  34004 34区D 3問×2問 2.4 2.4 2.9 

2.4 2.6 
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N2。W

N94° E 
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N9。E

Nl5。E

N48。W

N87。E

NJ l。E

Nl2。E

NI04° E 

N2。W

N3。W

N88。E

N87。E

N87。E
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はN-87°-Eであり、建物跡26と対応する。しかし、建物跡25と26の距離はやはりこれ

も約80cmほどであるため、並立していた可能性は低い。柱穴は不整形な円形で、直径約

50cm ・深さ約30cmを測る。

掘立柱建物跡26(s 834004) 建物跡25に並列する建物跡である。桁行3間(7.7m）×梁

間2間（5m）を浪ljる南北棟の建物跡である。主軸はN-3。－wである。柱穴は円形で、直

径40cmを測り 、建物跡25とほぼ同様である。調査区東半部で検出した、建物跡26の東側

の桁行は地山である灰褐色砂質土に建てられている。調査区西半部は、西へ向かつて緩や

かに傾斜し、西辺部において急激に落ち込む谷地形を呈する。そのため、建物跡26の西側

半分からは黒褐色粘質土をlO～70cm程度搬入し、平坦な地形に整地後、構築している。

前述した建物跡23～25の柱穴のほとんどは、この整地層上面で出土した。整地層である黒

褐色粘質土中からも須恵器 ・土師器 ・緑紬陶器・灰紬陶器などが出土した。これらの遺物

は、建物跡の柱穴内より出土した遺物と比較しでも、ほとんど時期差は認められない。し

たがって整地された後、すぐに建物が構築されたと考えられる。

自然流路 2( S R 30001) 26区から32 31 30区へと、調査地を北西から南東へ横切る

自然流路跡である。幅は推定で、約25m、j奈さは最も深いところで約 3mを測る。複雑に堆

積を繰り返しており 、堆積土には黒灰色土や灰色砂がラミナ状に堆積しているところもあ

る。遺物は縄文時代の土器 ・石器から鎌倉時代の瓦器を中心とするものまでが出土したが、

中でも、 32・31区では平安～鎌倉時代の遺物が主体に出土した。また、 33区では、これに

流入する溝2条を検出した。

（森下 衛 ・鵜島三毒）
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第 8節奈良～平安時代の遺物

遺構と同じく、各ブロックごとに報告する。この時期の出土遺物には、全体に遺構に伴

うものは少なく、遺構から出土したものでも、図示して細かな時期を検討できるものは非

常に少ない。比較的まとまったものとしては、 4区（Aブロック）の溝 lの埋土である灰色

砂層や、 10・11・16～ 18区（Cブロック）の自然流路跡埋土（黒褐色粘質土）中から出土した

ものなどがある。しかし、これも単一時期の資料とは考えられず、問題が残る。遺物の出

土状況としては、各遺構の検出面直上の各土層（主に黒褐色土）から、非常に多くの遺物が

出土している。

以下、これらを中心に報告し、各遺構の帰属時期について検討することとしたい。

①Aブロ ック

Aブロック出土の遺物としては、 l区の南半部に堆積し、なおかつ溝 2・3(SD 

10016・10015）の埋土であった灰色砂層、 4区の大半に堆積し、かつ溝 l(SD10149）の埋

土であった同じく灰色砂層及びその上面から出土した土器群を報告する。灰色砂層は洪水

などで堆積したと考えられ、溝等の遺構埋土として認識できる状況ではなかった。したが

って、ここでは講の埋土及び遺物包含層として認識した灰色砂層出土遺物、さらにその直

上から出土した遺物を一括して抽出し図示した。

灰色砂層出土遺物は、破面があまり磨滅していないため、それほど遠距離から流れてき

たものではないだろう 。したがって、西側の隣接する地区にこれら遺物を伴う遺構群が存

在すると思われる。このことは、東寄りの l区で灰色砂層中に包含されている遺物が少な

いことからもわかる。

また、砂層直上の遺物は、灰色砂層出土遺物に比べ量的には少ない。ただ、わずかに土

師器 ・施粕陶器を認めるものの、そのほとんどが須恵器である点は共通する。時期的には、

灰色砂層遺物に対して、大幅に下り 9世紀後半頃と考えられる。これらに伴う遺構として

は、砂層上面から切り込まれていた方形掘形の柱穴を持つ掘立柱建物跡 1(SB 10169）な

どがある。

さて、遺物は、その 9割以上を須恵器、中でも杯身 ・杯蓋類が占める。これらの形態は、

おおむね8世紀中葉を中心とする時期のものである。この遺構を含め、西方に存在が想定

される遺構群はこの頃まで機能していたが、洪水などの理由で一気に埋没したと考えられ

る。なお、遺物群中には、注目すべき資料として製塩土器がある。口縁部の破片がほとん

どであるが、およそ37個体が確認され、比較的まとまった量と言える。西方に推定される

遺構群の性格を示す資料と言えるだろう。

以下、各出土遺物の概略を報告する。
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(1）土器

①Aブ口 ック

ア. 4区出土遺物（図版第34～36)

須恵器杯蓋（I～22) 4～ 6は、天井部から口縁部へ緩やかに下がり傘形をなすもので、

両者のあいだに明瞭な屈曲を認めない。7～12は、 平らな天井部から直線的に斜め下方へ

さがる口縁部を持つ。13・14は、全体的に平らな形態をなし、 平らな天井部と短く斜め下

方へのびる口縁部を持つ。 15～18は、平らな天井部から口縁部が明瞭な屈曲点をもって下

がり、口縁端部付近が再び水平気味に屈曲する。なお、16～18はその形態からみて、 天井

部につまみを持たないと考え られる。19～22は、口径20cm前後の大形品で、ある。杯蓋と

いうより盤状の製品の蓋の可能性が高い。19は、 天井部からなだらかに笠形に口縁部がの

びて宝珠形のつまみを持つ。口径21.0cmを測る。20は、平らな天井部から屈曲してのびる

口縁部を持つ。21. 22は、 口縁端部付近が再度水平気味に屈曲する。20～22は環状のつま

みを持つと考えられる。

須恵器杯身（23～52) 23～34は、 高台を付さない杯である。25は、口径約9.8cmのやや

小形品で、厚めの底部と外反する口縁部からなる。 27・28は、 口径13cm前後、 29～31は、

12cm前後を測り 、いずれも平らな底部と、緩やかに屈曲して斜め上方へ立ち上がる口縁

部からなる。口縁部は外反気味に終わる。32・34は、これらとは若干形態が異なる。32は、

平らな底部から鋭く屈曲し、 上外方へ直線的に立ち上がる口縁部を持ち、口径12.0cmを測

る。34は、平らな底部から上外方へ立ち上がる口縁部を持つが、口縁部は大きく外反する。

また器壁は約0.8cmと他に比べて厚い。

35～52は、高台を付す杯である。35～40は、口径13～16cm・器高3.5～4.0cmを視ljる一群

であるが、口縁部の形態や、高台の位置及びその形態などから 6タイプに分けられる。

35～40は、底部と口縁部の屈曲部からやや内側に外側へ踏ん張るように付された高台を

持つ。35・38は口縁部が外反するのに対し、他は上外方へ直線的に立ち上がる。35は、口

径13.7cm・器高3.4cm、36は口径15.6cm・器高3.6cm、38は口径14.3cm・器高3.7cmを測る。

41～52は、上記3点に比べ、高台の位置が底部と口縁部の屈曲点へ近づく 。高台の形態

は、やはり外下方へ下がり外側へ踏ん張る。口縁部は上外方へ直線的に立ち上がる。さら

に41は、高台が底部と口縁部の屈曲点に付される。口縁部は、上外方へ大きくひらきなが

ら立ち上がる。口径14.4cm・器高3.6cmを測る。43は、口径13.Scm・器高5.lcmと、器高が

やや高い。口縁部は上外方へ直線的にのび、高台は断面逆台形をなす。49・51は、43に比

べさらに、口径の縮小化に対し、器高の割合が増す一群である。

47・48は、口径が20cm以上を測る盤状の大形品である。47は口径20.3cm・器高4.2cm、
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48は、 口径22.3cm・器高5.lcmを測る。52は、口径1l.Scm ・器高3.9cmを測る小形品で、 口

縁部は大きく上外方へひらき、口縁部と底部の屈曲部に小さな高台を付す。53は、高台を

持つ杯身の底部片である。遺存状況が悪く 判読は困難であるが、底部外面に墨書を認める。

須恵器高杯（54) 口径約10.6cmを測る小形で深みのある杯部に「ハjの字状にひらく脚

を付す。杯部は内湾気味に口縁部が立ち上がり、端部付近で、内側へ屈曲 して終わる。

須恵器短頚壷（55) 体部は中位やや上方に最大径を持ち、口縁部は短く 直立する。体部

下半にへラ削りを施す。口径5.6cm・器高6.4cmを測る小形品である。

緑柏陶器（56～63) 56は皿である。 円盤高台から斜めに開く口縁部を持ち、口縁端部は

外反気味に終わる。色調は黄緑色を呈する。58・59は円盤高台、60は椀の底部であるが、

高台を台形に削り出す。61は断面長方形の高台を張り付ける。色調は、黄緑色を呈する。

須恵器鉢（64・65) 64は、 口縁部付近の破片であるが、尖った底部をなすと考えられる。

内湾気味にのびる体部～口縁部を持ち、口縁部は内傾して終わる。口径17.4cmを測る。65

は、丸みのある底部から内湾して立ち上がる口縁部を持ち、口縁端部には内傾する面を持

つ。口径16.0cmを測る。底部外面にはへラ削りを施す。

須恵器妻（66～69) いずれも 「ハ」の字状に短く聞く口縁部を持つ。66は、口径9.7cm

を測る小形品である。68は、口縁端部を上下に若干拡張する。口径19.6cmを測る。69は、

口縁端部を上方へ若干つまみ上げる。口径19.8cmを測る。

須恵器風字硯（70) 向かつて右側の側縁付近の一部を残す小片である。遺存長約7cm・ 

幅5.5cmを測る。底面には、高さ約l.5cmの胸lを認める。小片のため全体の規模 ・形状につ

いては明確で、はないが、側縁部の立ち上がり の状況、脚の高さなどから、大きさは幅約10

～15cm程度の製品で、あったと考えられる。全体にヘラ磨きによって仕上げられており、

硯面はかなり使いこまれている。

土師器蓬（71～73) 71・73は、 短く外反する口縁部を持つ。71は、口縁部は内外面とも

横方向のハケ目、体部は内面に横方向のハケ目、外面に縦方向のハケ目調整によ って仕上

げられ、口径30cmを測る。73は、口縁部内面を横方向のハケ目、外国をナデ調整、体部

は内面に横方向のハケ目、外面に縦方向のハケ目調整によ って仕上げられ、口径22cmを

測る。72は、丸みのある体部から、口縁部が大きく外反し、口径23.6cmを測る。口縁部は

内外面ともヨコナデ、体部外面は縦方向のハケ目、内面は上端を横方向のハケ目、以下を

ナデ調整によ って仕上げる。

製塩土器（74～80) いずれも口径！Ocm前後で、あまり大きくなし、。78は、直立した体部か

ら口縁部はやや外方に開き、器壁も厚い。内外面とも、ナデまたは指押さえの痕跡が残る。

土錘（81・82) 手ずくねで成形し、不成形な円柱状を呈する。直径2mm前後の穴があく 。
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イ． 1区出土遺物（図版第36)

本調査区からの出土遺物は、非常に少ない。ここでは、灰色砂層中及びその直上から出

土した遺物を図示した。2・4が灰色砂層、その他が灰色砂層直上からの出土遺物である。

須恵器杯蓋（83) 平らな天井部から屈曲して口縁部がのび、端部付近で再び水平気味に

屈曲する。口径19.2cmを測る。

須恵器杯身（84～86・94) 85・86は、高台を付さない杯である。85は、底部から緩やか

に屈曲し外反気味に立ち上がる口縁部を持つ。口径13cm・器高3.5cmを測る。 86は、底部

からシャープに屈曲し、直線的に立ち上がる口縁部を持つ。口径ll.9cm ・器高3.7cmを測

る。84は、 高台を付す杯である。底部から緩やかに屈曲して立ち上がる口縁部は、端部付

近で外反気味に終わる。高台は、口縁部と底部の屈曲点からやや内側に付され、下外方へ

短くのびる。口径16.8cm・器高4cmを測る。94は杯身の底部片である。底部の中央付近

に墨書を認める。遺存状況が悪く、判読は不可能で、ある。

須恵、器耳杯（87) 口径は、長径7cm以上 ・短径約Scm ・器高l.6cmを測る。平高台を持ち、

底部は糸切りである。

緑柚陶器椀（88) 底部小片で、遺存状況はよくない。削り出しの輪状高台を持ち、色調

は黄緑色を呈する。

須恵器壷（89) 長頚査の底部付近と思われる。底部と体部の境に輪高台を付す。高台径

7.9cmを測る。

須恵器蓬（90) 遺存状況はよくないが、張り出した肩部から「く」の字に外反する口縁

部を持つ。

土師器萎（91) 長胴形の体部から斜め上方に聞く口縁部を持つ。体部外面はナデ調整、

内面は横方向のハケ調整を施す。

土錘（92・93) 不成形な円柱状で、あまり大きくない。長さ4～Scm・幅l～2cmを瀕ljる。

②Bブロック

Bブロ ックとした 5～ 7・9・14・15区から出土した遺物である。多くは、5～ 7・14

区の黒褐色土中から出土したものである。なお、各遺構に伴う遺物は、わずかでしかも細

片化しており、ここで細かな検討は行えない。ここでは、これら遺構に関連すると恩われ

る黒褐色土出土遺物を、各調査区出土品と一括して報告し、遺構の年代について検討する

材料としたい。

本ブロ ック出土遺物も、須恵器が非常に多く 9割以上を占める。中でも杯身 ・杯蓋類が

その中心を占める。図示したものも、自らこれらが中心をなすこととなった。時期的に中

-66一



遺構 ・遺物

心をなすのは8世紀前葉～中葉であり、この中に7世紀末葉まで遡る ものや、8世紀後半

まで下るものをわずかに含んでいる。再度検討を行うが、遺構群の中心をなすのがこの時

期と考えられる。以下、各遺物の概略を述べる。

須恵器杯蓋（95～115) 95は、天井部からなだらかに下がって口縁部に至り、口縁部内

面にかえりを持つ。口径15.5cmを測る。96は、天井部から明確な屈曲をなさず口縁部へ至

り、笠形の器形をなす。口縁端部はシャープに下方へつまみ出される。口径15.Scm ・器高

2.lcmを測る。97～JOOは、平らな天井部から緩やかに屈曲して下がる口縁部を持つ。口縁

端部はシャ プに下方へつまみ出される。口径16cm前後を測る。IOIは、天井部までの高

さが約1.5cmと偏平である。104～107も同様の形態をなすが、全体に丸みを帯び、天井部

の中央がくぼむような器形をなす。口縁端部も下方へわずかにつまみ出されるにすぎない。

口径15cm前後を測る。109～115は、平らな天井部から－！：！.屈曲して下がり 、再び端部付

近で、水平気味に屈曲する口縁部を持つ。109・lJOは屈曲が緩やかで、、 l12は屈曲が強い。

また、 114・115は偏平な器形をなす。口径は、 109. 110が約15cm、I11 ・ 112が約17cm、

[l 

。

ギー
・・・圃・・・・・・戸、F一一一

－ 
13 

20cm 

どゴ白
第23図 Bブロック出土墨書土器実測図（図版第38の158～ 160を含む）

4・7～l I. 5区 l～3・5・6.7区 12.14区 13.15区
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114が16.4cm、l15が14cmを波ljる。

須恵器杯身（116～ 140) 116～122は高台を付さない杯である。116は、口径ll. lcm ・器

高3.3cm を i~lj る小形品である。 平らな底部から外反気味に立ち上がる口縁部を持つ。 1 17も

口径13.lcm・器高3.lcmを測 り、やや小形に属する。口縁部は直線的に立ち上がり、口縁

端部付近で若干外反する。118・119は、底部から丸みをも って屈曲 し口縁部が立ち上がる

もので、口縁部は外反気味にのびる。いずれも口径14cm・器高4cmを測る。 120・121は、

底部から鋭く屈曲して口縁部が立ち上がる。口縁部は、l20は直線的、121はやや内湾気味

に立ち上がる。口径13cm前後・器高3.5cm前後を測る。

123～137は、高台を付す杯である。やは り口縁部の形態、高台の位置及び形態などから

幾つかのグループに分かれる。123～127は、 高台が底部と口縁部の境からかな り内側に付

される。いずれも、高台は外側に踏ん張る形態をなす。口縁部は127のみ直線的に上外方

へのびるが、他は外反気味に立ち上がる。 125は、 口径約14cm・器高約4cmを測り、127は

口径15.2cm・器高4cmとやや大きく なる。

128～137は、高台が底部と口縁部の境からわずかに内側に付される。法量や口縁部の形

態はさまざまである。口縁部が直線的に立ち上がり 、口径約14.Scm ・器高約 4cmを測る

もの（128・129・134・135・137）、口縁部が外反気味に立ち上がるもの（124・125・132・

134～138）がある。 130は、口径16.8cm ・器高3.6cmとやや口径が大きく、底部と口縁部と

の屈曲が緩やかなもの（134）がある。

125・127・128・131. 134は、口径の割に器高が大きい。中でも 131は口径が大きく 、口

径l5.3cm ・器高3.9cmを測る。口縁部は緩やかに外反して立ち上がり、高台はやや小さく

底部と口縁部との境界よ り内側に付される。134は、口縁部は内湾気味にのびた後、口縁

端部付近で外反する。高台は、断面台形で、底部と口縁部の境に付される。口径15.2cm ・ 

器高5.5cmを測り、131より器高が高し、。

須恵器皿（141～ 143) 141は、口径18.8cm ・器高2.0cmに復原され、平らな底部から上外

方へ短く立ち上がる口縁部を持つ。口縁部は外反してのび、端部は内側にやや肥厚する。

142は、 平らな底部から口縁部が緩やかに屈曲してから立ち上がる。口縁部は直線的に短

くのび、端部は丸く終わる。口径16cm ・器高2.lcmに復原される。143は、口径15.8cm ・ 

器高2.lcmを測り、器壁が約0.3cmと非常に薄い。ナデ調整によって非常に凹凸の激しい底

部から、緩やかに屈曲して立ち上がる口縁部は、内湾気味にのびる。

須恵器平瓶（144) 体部から底部にかけての小片であるが、体部上端で内側へのびる痕

跡を確認したことから杯身類ではなく、平瓶と判断した。 体部上端の径が約12.8cmに復原

されることから大形品とは考え難い。底部には断面台形の高台を付す。
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須恵器鉢（145) 尖り気味の底部から内湾して立ち上がり、口縁部が内傾して終わる、

いわゆる鉄鉢形の鉢である。口径2lcmに復原される。

緑粕陶器（146・147) いずれも底部片である。削り出 し高台を持ち、底部まで施紬され

ているが、底部外面には施されていない。紬色は黄緑色を呈する。

土師器皿（148～150) 148・149は、底部から緩やかに屈曲して立ち上がる口縁部が、 端

部付近で一端強く外反し、端部を上方へつまみ上げる。いずれも、口縁部付近の破片のた

め、底部の状況は明確ではないが、口縁部内面には放射状のH音文が認められる。148は口

径18.2cm・器高3.9cm、149は口径22cm・器高3cmを測る。150は、 149とほぼ同ーの形態を

なす。磨滅のためか、口縁部内面に暗文を認めない。口径20.Scm・器高4.lcmを視Jjる。

土師器杯身(151) 高台をふくめた底部付近の小片であるが、高台を持つ須恵器の杯身

と同ーの器形をなすと思われる。高台径10.6cmを測る。

須恵器皿（152～154) 152は、丸みのある底部から緩やかに口縁部がのび、口縁端部は

内上方へつまみ上げられる。口縁部内面には放射状の暗文が認められる。口径20cm・器

高3.lcmを測る。153・154は、平らな底部から緩やかに屈曲して口縁部が立ち上がる。口

縁端部付近は外反して終わる。両者ともほぼ同大 ・同形をなし、口径約20cm・器高2.4cm

を測る。内面に暗文を認めない。

漆付着須恵器(155～157) 器壁内面に漆の付着した須恵器である。155・157は杯身、

156は査である。特に157は、厚さ 2mm(iどが良好な状態で遺存する。

墨書土器（158～160) 158は蓋、159・160は杯である。158は、平坦な天井部に「吉」と

書かれる。159は破片のため判読するのは難しいが、 「福」であろう。 160は、外方に踏ん

張る高台を持つ杯で、底部外面に「大jと書いている。

（森下衛）

③Cブロック

ア．溝（S021001）出土遺物（図版第39)

須恵器蓋(161～169) 葦には、笠形で天井部からなだらかに下り、 口縁部で屈曲するも

のと平らな天井部を持つものがある。162は、 平らな天井部で口縁端部には面を持ち、口

径は28cmと大きい。167は、 宝珠つまみを持ち、天井部には墨書があるが文字は不明であ

る。169は、 つまみはなく、中央部に稜を持ち、天井部に 「長福jと書く。

須恵器杯（170～178) 170・171は、高台を持たない杯である。底部から斜めに立ち上が

る口縁部を持つ。172～174・176・177は、 高台を持つ杯である。172は、底部から口縁部

へ至る屈曲点よりも内側に外方に踏ん張る高台を張り付ける。この172以外の杯は、ほほ
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屈曲点に高台を持つ。173・177は、外方に踏ん張る高台で、 174・176は、 小さく 下方に下

がる高台を持つ。176～178は、底部外面に墨書が施され、 176は 「蔦」と読める。

土師器皿（179) 平坦な底部から斜め上方に立ち上がる口縁部を持つ。口縁部は内外面

とも横ナデ、底部屈曲点には指押さえの痕跡が認められる。

緑柚陶器椀（180) 底部片である。底部ヘラ切り離しで、色調は黄緑色を呈している。

須恵器壷(181～184) 181は、短頚査の口縁部である。なだらかな肩部から口縁は短く

直立し、口径8.6cmを測る。183は、台付査の底部である。底部から体部に至る屈曲点に外

方に踏ん張る高台を持つ。

イ．井戸（S E 22001）出土遺物（図版第40の185～ 190)

この井戸は、井戸枠に扉片が転用されており注目される。遺物と しては、墨書土器が特

徴的で、奈良時代の一括資料と して貴重である。

須恵器蓋(185) 平坦な天井部から口縁部へ至り 、口縁端部は下方に終わり面を持つ。

須恵器杯（186～188) 186. 188は、高台を持つ杯である。186の口縁端部は外反し、高

台は底部と口縁部の屈曲部よ りも内側についている。底部外面には墨書が施されてお り

「寺ヵJと読める。口径17.6cm・器高6.lcmを測る。 187は、屈曲部付近に高台を持ち、 口

縁端部は斜め上方にまっすぐに終わる。底部外面には「大長」と墨書されている。口径

13.lcm ・器高3.8cmを波ljる。188は高台を持たない杯である。口径14cm・器高4.4cmを測る。

土師器杯（189) 千代川遺跡、出土の土師器は珍しく 、中でも遺構に伴うものとして貴重

である。底部から口縁部に至る屈曲部付近は強く横ナデを施し、口縁端部は尖り気味でや

や外方に開く 。底部はへラ切り後ナデを行う。口径14.2cm・器高3cmを測る。

須恵器瓶（190) 口縁部を欠くが、底径5.4cmを測る。器壁はやや厚く、約0.6cmを浪ljる。

ウ．溝（S022100）出土遺物（図版第40の191～197)

この溝から出土した遺物は、193～195のように10世紀代の遺物が多いが、検出面付近で

は青磁椀(196）や瓦質羽釜（197）も出土している。

須恵器蓋（191) 平らな天井部から屈曲して端部に至る。口縁端部は、下方におり面を

持つ。口径21.3cmをmる。

須恵器杯（193～ 195) いずれも、底音防、ら内湾気味に立ち上がる体部を持つ。193・194

の底部は、ヘラ切りのちナデを行う。193は、体部外面に墨痕を認める。

土師器皿(192) 平らな底部から斜めに立ち上がる。端部は、 やや尖り気味に終わる。

工．溝（s 023010）出土遺物（図版第40の198～204)

須恵器蓋（198・199) 198は、輪状つまみを持ち、笠形の天井部から口縁部で屈曲 し、

口縁端部は面を持つ。199は、 宝珠つまみを持ち、平坦な天井部から口縁部へ至る。器高
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は低く、 l.7cmを浪ljる。

須恵器杯（200・201) 200は、外方に踏ん張る高台を持ち、口径12.7cm・器高4.9cmを測

る。201は、 高台を持たない杯である。底部には稜を持ちゃや外方に張り出す。

須恵器皿（202) 平坦な底部から斜め上方に立ち上がる。口径16.8cm・器高2.4cmを測る。

土師器皿（203) 底部には指押さえの痕跡が明瞭に残る。口縁端部は尖り気味に終わる。

青磁皿（204) 内面見込みには猫掻き文を施す。紬色は、黄灰色を呈する。

オ.23区出土遺物

この調査区から、遺構のところで述べたように、包含層中より多くの奈良 ・平安時代の

遺物が出土した。特に、 C・Dブロックのなかでは、唯一8世紀代の遺物が顕著で、ある。

これは、 22区の井戸とあわせ、23区西側に奈良時代の官街関連遺構の存在を確実視させる。

須恵器蓋（205～212) 205～207は、笠形の天井部を持つ。205と206は、口縁端部に面を

持ち、207は、 口縁部で屈曲 し明瞭な面はもたない。208・209は、 平らな天井部から屈曲

し口縁部に至り、口縁端部に面を持つ。208は宝珠つまみ、 209は輪状つまみを持つ。211

は器高がl.8cmと低く、 平坦な天井部からそのまま口縁部に至る。212は、 天井部に「口長」

と書く。同じ23区に「大長」と墨書されたものがあるので、これも同 じ語句かもしれない。

須恵器杯（213～225) 213～216は、 高台を持たない杯である。216は、内面に漆がぶ厚

く残る。217～225は、 高台を持つ杯である。219は、 217に比べる と口縁部はひら き気味で

高台は屈曲点よりも内側につき外方に踏ん張る。220・221は、口径に比べて器高の高い杯

である。220は、口径10.8cm・器高5.4cmを測る。222～225は、口縁端部が外反する杯であ

る。224は、 底部と口縁部の屈曲点からかなり内側に外方に踏ん張る高台を持ち、屈曲点

までヘラ削りが施されている。8世紀前半のものであろう。

須恵器皿（226～230) 226～229は、高台を持たない皿である。226・227は、底部と 口縁

部の屈曲が明瞭で、 228は緩やかに変化し明瞭ではない。228は、転用硯として使用されて

おり 、内面見込部分は滑らかである。230は、 高台を持つ皿で、高台が屈曲点付近に付き、

口径26.4cm・器高4.3cmを測る。

須恵器椀（231) 内湾しながらのびる口縁部を持ち、端部は肥厚する。ll世紀初頭の篠

窯跡群の西長尾5号窯産であろう。

施柚陶器（232・233) 232は、緑紬陶器の椀である。 底部から斜め上方にひらく口縁部

を持ち、口縁端部は尖り気味でやや外反する。高台は削り出 しで下方にのびる。色調は深

緑色を呈する。また、この調査区からは器壁の厚い緑粕陶器片も出土している（図版第

115）。色調は黄緑～緑色で、胎土は精良、 焼成は堅綴である。底部は、厚さ2.Scm前後で、

内面は黒色に変色している。233は、 灰粕陶器の椀である。底部から緩やかにひらく口縁
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部を持ち、断面三角形のく ちばし状高台を張り付ける。 色調は灰白色を呈する。また、こ

れ以外にも数点の灰粕陶器が出土している（図版第116）。ほとんどは、233と同じよ うに、

くちばし状高台を持つが、 なかには高台が外方に張り出し、 32・34区出土のものを中心と

する図版第42よりも古式の9世紀前半代に比定できる もの（図版第l16 3）などもある。

黒色土器（234・235) 黒色土器の椀である。内外面ともていねいにミガキを施し、口縁

端部には l条の沈線を持つ。235の内面見込みの暗文は矩歯状を描き、底部外面には「十」

の字に線刻が施される。高台は断面台形で高さは低い。10世紀後半頃のものであろう。

須恵器平瓶（236) 口縁部は欠損する。 底径7.Scmで、あま り大きくない。 肩部は張り出

し、角度を持っている。千代川遺跡では平瓶の出土は珍しく 、同 じ23区から出土した墨書

土器と合わせて官街的な遺物と言えよう。

須恵器壷（237～239) 237は、小さな高台を底部の屈曲点に張り付ける。238は、長頚壷

である。頭部から緩やかに聞く口縁部を持ち、先端はやや尖る。239は、短頚査である。

口径9.4cmを測る。

須恵器妻（240・241) 240は、なだらかな肩部から「く」の字に外反し口縁部に至るも

ので、口縁端部は上下とも突起する。頚部は内外面とも ロクロナデ、体部外面はタタキが

施される。241は、肩部に最大腹径がくる斐で、肩部から「くJの字に外反し口縁部へ至

る。 口径20cmを測る。

④Dブロ ック

ア．施柏陶器

Dブロ yクでは、 32・34区の平安時代の掘立柱建物跡、に関連して、大量の緑粕 ・灰粕陶

器が出土した。

緑柚陶器（242～270) 242～245は、皿である。242～244は、糸切りによる円盤高台から、

外方に至る口縁部を持つが、242の口縁端部は外方に開く 。245は、削 り出 しによる断面台

形の輪状高台を持ち、口縁部には片口を持つ。 底部外面には「口福」と墨書される。 色調

は、淡緑色を呈する。246は、杯である。口径は9.4cm・器高3.4cmを測る。色調は、淡い

黄緑色である。247～252は、椀である。248は、削 り出しによる輪状高台を持ち、口縁部

には片口を持つ。底部外面に「口福」と墨書する。249～252は、 口径の比較的大きなもの

を並べた。249～251は、やや内湾する体部を持つが、 252は、外反する口縁部を持つ。

253～270は、緑紬向器の底部片を集めた。259・260は、尖り気味で内面に面を持つ高台

である。色調は深緑色を呈する。261～263は平高台、264は円盤高台を持つ。色調は青み

がかった黄緑色を呈する。269・270は、耳杯である。269は、厚目の底部から内湾する口
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縁部に至るもの、 270は、斜めに開く口縁部を持つ破片である。

また、図版第113は、 32区出土で色調が淡緑色、高台や底部外面にも施糊されたものを

集めた。図版第114は、緑粕陶器の色調と底部調整に注目して抽出した。114-1は、黄緑色

を呈する。114-2は、底部切り離しがへラ切りによるもの、114-3は、高台及び底部外面に

施紬していないため、篠窯産と考えられる。l14-4は、胎土が軟質で白っぽく、黄緑色を

呈することから、長門産と考えられる。328は、蛇の目高台を持ち、色調がやや青みがか

った黄緑色を呈する。268は、胎土が軟質で、色調が深緑色、底部調整は糸切りである。

灰紬陶器（271～278) いずれも底部片である。器種としては肌が多い。高台は、断面長

方形で背の高いものが多く、黒笹90号窯期のものを中心とする。274～276・278は、墨書

土器であるが、文字の判読できるものはない。

イ.32区出土遺物（図版第43の279～310)

この調査区では、須恵器の蓋杯 ・椀などの出土が多く、墨書土器も顕著である。出土遺

物には時期幅があるが、掘立柱建物跡付近の包含層からは、300～310などの遺物がまとま

って出土した。

須恵器蓋（279～287) 279は、 笠形の天井部を持ち、口縁端部には面を持つ。口径は、

15.lcm・器高3.2cmを測る。 281・282は、笠形の天井部から口縁部は 「SJ字状に屈曲す

る。 283は、 平坦な天井部から口縁部へ至るもので、器高は低く 2cmを測る。284～286は

器高は低く、口縁部が「S」字状を呈する。287は、口縁端部はシャープで、天井部に

「井」と墨書されている。

須恵器杯（288～304) 288～295は、 高台を持つ杯である。288は、器高に比べ、口径の

大きな杯である。高台は、口縁部との屈曲点から内側につき外方に踏ん張る。294は、器

高の高い杯である。平坦な底部から外上方に外反しながら立ち上がる。屈曲点に台形の高

台を持つ。 295は、 墨書土器である。 底部外面に「福口」と書いている。296～304は、高

台を持たない杯である。298は、 平坦な底部から角度をも って口縁部に至る。 口縁端部に

は、 一条の沈線を持つ。 303は、 平坦な底部から外上方に内湾しながら立ち上がる。口径

15.3cm ・器高3.2cmを測る。304は、口径に比べて器高の高い杯である。体部は外上方に内

湾しながら立ち上がる。口径1l.7cm・器高4.7cmを測る。

須恵器皿（305・306) 305は、 平らな底部を持ち、体部は外上方に真っ直ぐ立ち上がる。

口縁端部はやや丸く終わる。 306は、口縁部が外反し、端部は丸い。口径15.3cmを測る。

須恵器椀（307～310) 308は、 平高台の椀で、体部は内湾しながら外上方に立ち上がる。

口縁部は、やや器壁が厚くなっている。体部外面には「東万日」と墨書されている。310

も平高台の椀で、口縁端部は外反する。これも墨書土器で、文字ははっきりしないが、

ぺ、“
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「福ヵ」と読める。口径16cm・器高5.3cmを測る。

ウ.33・34区出土遺物（図版第44の31l～343) 

図版第44は、 33・34区に遺構出土の遺物を中心に集めた。 31l～330は、 34区の掘立柱建

物跡の柱穴出土遺物を中心と したもの、 331～340は、包含層から出土したものが多く、

333～335は、整地層出土である。341～343は、 33区から出土した。

まず、掘立柱建物跡についてまとめる。掘立柱建物跡は 4棟確認し、柱穴出土遺物が

31 1・313～320・322～327である。遺構でも述べたが、遺物的には4棟の建物の時期差は

見られない。遺物から、 10世紀代の建物と考えられる。整地層出土の遺物は、 333～335で

あり、この杯身の年代観から、整地層出土の遺物の方が約 l世紀ほど古しミ。建物跡、の年代

は10世紀に入る時期だと しても、33区出土遺物（341～343）や整地層出土遺物などから、9

世紀代から34区を中心とする拝回の谷部には遺構が広がっていたと考えられる。

須恵器杯（311 ～320~ 31 1・312は、口縁部が内湾気味に斜め上方に立ち上がり、口縁端

部が肥厚する。313は、口縁端部が尖り気味になる。315は、底部から緩やかに内湾気味に

ひらき、体部外面にはロクロナデが明瞭に観察でき、器高が4.2cmと比較的高い。341は、

高台を持つ杯で、高台は底部屈曲点より も内側で外方に踏ん張る形を取る。口径13.Scm・ 

器高4.7cmを測る。342は、 高台を持たない杯である。破片のため右側が欠損するが、底部

外面に 「福ヵ」 と墨書が施される。

須恵器椀（321・323) 321は、 平高台の椀の底部片である。323は無柚陶器で、口縁端部

が外反し、器壁は薄く 、324の黒色土器の椀と同 じ形態を呈する。ていねいに ミガキが施

されており 、表面は滑らかである。

土師器杯（322) 平坦な底部から斜め上方に立ち上がる口縁部を持つ。口縁端部は尖り

気味である。底部外面には墨書が認められる。

黒色土器（324～326) 324は、内湾気味の口縁部から端部が外反し、内外面とも細かに

ヘラミガキが施される。口径15.2cm・器高 5cm以上を測る。325は、いわゆる内黒の椀で

ある。体部外面は指押さえの痕跡が明瞭に残り 、内面は黒色で、へラミガキがていねいに

施される。326も内黒である。底部片で、断面三角形の小さな高台を張り付ける。

緑紬陶器（327～329) 327は椀で、削り出しの平高台を持つ。328・329は、皿である。

329は、口縁部で上方に屈曲し、端部はやや外方に開く。高台は削 り出しの輪状高台で、

色調は、i炎黄緑色を呈している。口径14cm・器高2.9cmを測る。

須恵器萱（330) 平底の底部片である。底径il.8cmを測る。

須恵器蓋（331・332) 331は、平坦な底部から口縁部が「S」字状に屈曲し、端部は斜

めに外反し面を持つ。332は、笠形の天井部で、口縁端部はま っすぐ下方に下りる。

A
U寸

寸
f



遺構 －遺物

0. 。~［」ロ：
/ 0 ¥ 
I o ¥ 
I 0 
¥ 0 o I 
」一一一ノ 5

。に］
門
川
ハ
U
一一一’一

し」

r. J I I 20cm 。

石帯実視lj図（1/2)第24図

333～335は、高台を持つ杯で、整地層である黒褐色粘質土より出須恵器杯（333～337)

土した。いずれも底部と口縁部の屈曲点に高台を持つ。335～337は、墨書土器で、 336は、

と墨書している。

339は、糸切 りによる平坦な底部から内湾しながら立ち上がる口

高台を持たない杯の底部外面に「贋」

須恵器椀（338・339)

縁部を持ち、端部は玉縁状にふくらみ外反する。口径15.Scm ・器高5.lcmを測り、 その形

態から 10世紀後半に亀岡市篠窯跡群で製作されたものと考えられる。

糸切りによる平坦な底部から斜め上方にのびる口縁部を持つ。口縁端須恵器鉢（340)

部を破損するが、篠窯跡群で製作されたものであろう 。343は鉢である。鉄鉢を模してお

り、底部から内湾気味に立ち上がる体部から口縁部でさらに内湾する。口径16.2cmを測る。

（鵜島三喜）

器（第24図）(2）石

1は31区の奈良 ・平安時代4・5は丸鞠である。l～ 3は巡方、第24図は石帯である。

遺物包含層中から出土した。透かしを持つ巡方で、大きさは縦3.lcm ・横 3cm以上をi&IJる。

やや表面はきわめてていねいに磨かれている。裏面のi替穴は直径 2mm程度の楕円形で、

2は、あ2・3は、 32区から出土した。斜め方向に穿たれている。石材は蛇文岩である。

3は、縦まり残りはよくないが、縦l.8cm以上・横3.7cmを測る。石材は石英斑岩である。

き3.6cm・横3.8cmを測る。表面は大変ていねいに磨かれ滑らかである。石材はケイ岩で、

5は30区の溝SD21001から出土した。

4は、縦3cm・横3.4cmを測る。裏面の潜穴は直径 1mmの円形で、斜め方向に穿たれる。
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石材は石英斑岩で、 灰色を呈す

5は、 縦2.8cm・横3.3cmをる。

第16冊｝京都府遺跡調査報告書戸

測る。石材は品質石灰岩（大理

石）で、灰色を呈している。

（鵜島三霧）

図版第器（第25図、(3）木

62・63)

第25図は、木簡である。lは、

16区の自然流路跡 SR 16001の

鎌倉時代遺物包含層の最下部

で、奈良 ・平安時代遺物包含層

との問から出土した。出土状況2 

は、他の木製品や雑木らとともEヨ
に西より流れてきた状況であっ5cm 

た。大きさは、長さ22.7cm・最

大幅3目8cm・最大厚0.7cmを測

。

l
j
r

れ
も
子
山
引
川小 る。木簡型式は032型式に属し、

上端から 1.4cmのところに両方

から切り込みを入れている。 文
ミ三二三ヨ

「承和七年三月廿五日」字は、5三三入とコ

と書かれている。承和七年は西
木簡実視lj図第25図

2は、32区の平安時代の遺物包含層から出土 し暦840年であり、平安時代前期にあたる。

た。先端は宝珠形で、長さ9.2cm ・幅2cm ・厚 さは0.9cmとやや厚い。赤外線カメラを用い

ても文字は確認できなかったことや、 厚いことから未使用ということも考えられよう 。

！？は、扉片である。22区の井戸跡SE22001の井戸枠に転用 されていた。扉片は、残存

長24.lcm・幅31.3cm、厚さは軸部で4.3cm、先端で＇2.7cm、軸部長7.2cm ・直径2.8cmを測る。

軸の基部から l.9cmのところに、幅約 1cmで、回転による摩滅痕が残る。 軸先端部に摩滅は

認められないことから扉の上端と考えられる。井戸枠転用の板材はJO片ほどあるが、軸を

持つのはこの l点のみである。他の板材には本例とほぼ同じ厚さを測るものもあるが、大

半は厚さ 2cm程度で、あった。

18～20は、いずれも32区の平安時代遺物包含層から出土した。18は、棒状木製品である。
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両端を削り込むが、使用痕などは認められなかった。長さ 13.9cm・直径l.3cmを測る。19

は、曲物の底板であろう 。破損するが、直径17cm・厚さO.Scmを測る。周辺は幅約 1cmで

削り込み、やや薄く作る。穴には桜と思われる樹皮が遺存していた。20は、梯子状木製品

である。長さ59.2cm以上・幅8.7cm・最大厚3.4cmを測る。梯子状に作るが、厚さが3.lcm

と薄いことから人の体重を支えるものとは考えられず、具体的な使用方法は不明である。

ていねいに階段部を削り出し、裏面は平滑に仕上げる。

21は下駄である。平面形は長楕円形に近く、長さ23cm・推定幅12.7cm・厚さ2.3cmを測

る。まっすぐに下りる連歯下駄で、歯は高さ5.Scm・厚さ3.ScmでLある。歯は高く、使用に

伴い摩滅した痕跡は認められない。22は、大きさが長さ 15.7cm・最大幅5.3cm・高さ 2cm

を視ljる。平面形は隅丸長方形を呈し、後査を後歯の前にあけ、台と同じ幅で断面方形の歯

を作る。これは、 23とともに自然流路跡SR 16001の黒褐色粘質土中から出土しているた

め、古墳時代に入る可能性もある。25は、先端は丸く、後ろは尖り気味に作る。前歯は幅

3.Scmでイ乍り出すが、後歯は台と一体で作る。前査は右に片寄ることから左用の下駄と考

えられる。31区から出土した。

（鵜島三書）

(4）瓦類（図版第119) 

今回の調査地からは、少量ながら瓦片も出土している。ほとんど平瓦で、凸面に一辺約

!cm前後の正格子タタキを施す。凸面が確認できるものは、いずれも正格子タタキを施す

もので、出土地は、 A～ Cブロックに限られる。同様な瓦は、千代川遺跡6・7次調査で

出土しているため、桑寺廃寺に関係するものと考えられよう 。

（鵜島三喜）
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第 9節鎌倉時代の遺構

ここで鎌倉時代の遺構としてまとめたものは、 12～13世紀、 正確には平安時代末～鎌倉

時代初頭に位置づけられる。先の奈良～平安時代の遺構・遺物の時期と比べると、 ll世紀

代が空白に近くなる。ただし、遺物の項では若干このll世紀頃の遺物についてもふれるこ

ととする。本時期の遺構も、奈良～平安時代と同様に、地形に左右された状態で、大きく

4地区に分かれて分布している。本項でも、これらをA～Dの4つのブロックと呼称し、

各ブロックごとに遺構 ・遺物を報告する。

①Aブロ ック

4区において、この時期の柱穴群 ・溝・土坑・井戸跡などを検出 したことから、これを

Aブロックとした。先に述べたように、調査地内南端の微高地に相当している。検出した

柱穴は総数約350を数えるが、建物跡としてのまとまりを確認しえたのは4棟であった。

また、明確に井戸跡として確認しえたのは l基にとどまるが、類似した大形の土坑がもう

l基ある。なお、大半の遺構の検出面は灰色砂層上面であった。

掘立柱建物跡 1(S 810168) 建物跡2・3とと もに、 4区の北半部で検出した。かな

り査な形態をなすが、桁行4間（7.4m）×梁間4間（6.9m）の建物跡と考えられる。主軸はN

-2°-wである。柱穴は、それぞれで若干の差異を認めるが、径約30～40cmの円形であ

る。隅部に相当する柱穴内から、瓦器椀や土師皿片が出土した。

掘立柱建物跡 2(S B10171) 建物跡1・3と重複して検出した。建物跡 1に比して若干

規模が小さく、桁行4問（6.6m）×梁間3問（4.6m）の建物

跡と考えられる。主軸はN 90° Wである。柱穴は、

直径約25～30cmの円形で、深さ約30cmを測る。

掘立柱建物跡 3( S B 10166) 建物跡 1・2と重複す

る。検出頭は黄灰色粘土上面である。桁行3問（5.1m）× 

梁間 3間（4.3m）の建物跡である。主軸はN-89°-Wで

ある。柱穴の形状及び深さは建物跡1・2と同じである。

これら重複する 3棟の建物跡は、 ほとんど主軸方向が一

致することから、前後関係は不明であるものの、建て替

えが行われたのであろう。

Y= 
-42,220 0 10m 掘立柱建物跡 4( S B 10167) 上記の建物跡 l～3の

第26図 Aブロック（4区）

遺構配置図

南側で検出した。西側の約半分が講5D 10149と重複し

ており 、柱穴を検出することが困難であった。建物跡の
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規模は、桁行4問（6.1m）×梁間 3間（4.9m）で、ある。主軸はN-3°-Wである。柱穴は、円

形で、直径約30cm・深さ20～30cmを測る。

井戸跡 1(SE10116) 4区の北東隅、建物跡 lの北東側に近接して検出した。大きさ

は直径約1.2m・深さ約1.3mを測る円形の石組の井戸である。ただし、北側に一段浅くなっ

た方形の突ぴ出し部が付く 。この部分は検出面から約0.7mの深さがあり、北端部には 2

段程度の石積みが残る。これは水の汲み出し部の可能性がある。検出面で、崩落した多く

の石材が井戸内に投げ込まれている状況を呈していたことから、使用時には地上にも石組

みが設けられていたと考えられる。ただし、底部に曲物等はなく、非常に浅い。遺物は、

底部付近から瓦器椀 I点、検出面で崩落した石材中から瓦質の火舎片が出土した。

土坑 1(S K10130) 4区東辺中央付近で約半分を検出した。長楕円形の平面形態を示

すと考えられ、南北長径は、約 3m以上・深さ約80cmを測る。埋土は、灰黄色砂質土の

単一層である。埋土中からは瓦器椀・土師器皿の破片が出土した。石材等の出土は認めら

れなかったが、形態からみて、これも井戸跡の可能性が高い。

土坑 2( S K 10132) 4区西南部で検出した一辺約2.Smの隅丸方形土坑である。深さ約

30cmを浪ljる。埋土は灰

黄色砂質土で、瓦器椀・

土師皿片が出土した。

溝 1(S 010172) 4 

区の東辺南半部で検出し

た。幅が約50cm・ i奈さ

約20cmを測る。土坑 l

から南に向かつてのびる

状況を呈していた。なお、

遺存状況は極めて悪い

が、 i葺の肩の一部に石材

の残存を認めたので、石

組の溝であったと考えら

れる。埋土は暗灰色土で、

瓦器椀の小破片が出土し

ている。

wo·60l •1 

電3

第27図掘立柱建物跡SB 10167実測図
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②Bブロ ック

Bブロックでは、 15区で掘立柱建物跡5棟を検出した。ここは、先の奈良～平安時代の

Bブロックと同ーの微高地上に相当するが、奈良～平安時代の遺構を検出した 6区ではこ

の時期の遺構を検出できなかった。遺構面のレベルなどからみて、この時期の遺構はすで

に削平された可能性が高い。遺物は周辺の 5～7・9・14区からも出土したが、遺構を検

出しえたのは15区のみであった。なお、掘立柱建物跡は基本的に 2棟がセットとな り、同

ーか所に建て替えを行っていた。

掘立柱建物跡 5(8815001) 15区東側中央で検出した。桁行2間（5.0m）×梁間2問（2.7

m）の総柱建物跡で、一部建物跡6と重複する。主軸はN 3。－wである。柱穴は、円形

で、直径約30～40cm・ i奈さ30cmを測る。

掘立柱建物跡6( S B 15002) 15区東側建物跡5の南で検出 した。東方部が調査区外へ

のび、規模は確定できないが、桁行2間（3.4m）×梁間2間（4.7m）の建物跡で、ある。主軸は

N-7°-Eである。柱穴は、円形で、直径約30～40cm・深さ約30cmを測る。

掘立柱建物跡7( S B 15007) 建物跡6と重複 し、建物跡6の建て替えと考えられる。

規模は、桁行2間（3.6m）以上×梁間2問（4.3m）であり 、方位は建物跡6と同じである。柱

穴は、円形で、直径約30～40cm・深さ約30cmを測る。

掘立柱建物跡 8(SB 15003) 建物跡6・7の南側で検出した。東 ・南方とも調査区外

へのび、 全体の規模は不明で、あるが、東西 l問（l.7m）×南北 l問（I.Sm）を測る。主軸は、

N 7° -Eで、建物跡6・？とほぼ同一で、ありほぼ柱筋が通る。規格性をも った配置を

5815001 

0 10m 

第28図 Bブロック（15区）遺構配置図

とり 、両者がセy 卜をなすと考えられる。柱

穴は、円形で直径約25～30cm・深さ約30cm

をiffljる。

掘立柱建物跡 9(SB 15008) 建物跡6・

7と同様、建物跡8の建て替えと考えられる。

方位もほぼ同 じで、重複して存在する。規模

も東西 I問（I.7m）以上×南北 l問（I.4m）以上

と考えられる。柱穴の形状及び深さも建物跡、

8と同じである。

③Cブロック

Cブロッ クでは、 10・lI ・ 16～18区で検出

した自然流路跡（ S R 1600 l；幅約25m）の北

80-
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岸に認められる微高地上のlI ・ 12区で掘立柱建物跡3棟、井戸跡などを確認した。先に示

したように、奈良～平安時代の遺構の存在も期待されたが、後世の削平のためか、遺存し

ていなかった。当該期の遺構は、柱穴などは削平され、深くないが遺存していた。遺構は、

現在の耕作土直下に認められ、地山の青灰色砂質土及び黄灰色粘土上面で検出した。遺構

のある微高地は18区のある北西方向へ続くが、こちらは削平が及んだようで確認できなか

ったO 建物跡は、自然流路跡の北岸に l棟、北側に棟筋を合わせて l棟、さらに北側に前

2者に比べ小規模な建物跡がl棟と南北に 3棟が並んで、検出された。

掘立柱建物跡10(S811001) I l区自然流路跡SR 16001の北側肩部で検出した。桁行4

間（9.5m）×梁間 3問（5.8m）の南北棟の総柱建物跡で、ある。主軸は、 N 5。 Eである。柱

穴は円形で、大きさにばらつ

きがあるが、直径約40cm・ 

深さ約30cmを測る。柱穴P

037から瓦器椀が完形で出土

した。

掘立柱建物跡 11( S B 

12001) 12区東南部で検出

した。桁行4間（9.5m）×梁間

4間（8.0m）の南北棟の総柱建

物跡である。この建物跡はま

だ南にのびる可能性もある。

主軸はN 1 0 Eである。

柱穴は、円形で直径約30～

40cm ・深さ約30cmを測る。

北側の梁聞には、 一部で柱根

が遺存し、直径約10～15cm

の木材の使用を確認した。柱

穴P051から瓦器椀が完形で

出土した。

掘立柱建物跡 12 ( S B 

12002) 12区の東北部、建

物跡llの北側で検出した。桁

行2問（6.0m）×梁間 2間（4.0

出
5612001 

日
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X＝ー・105.320

0 10m 

第29図 Cブロック遺構配置図
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一弘務誠一
。 50cm 

第30図柱穴P037遺物出土状況

m）以上の建物跡で、ある。調査地東辺で確認したため、

この建物跡はまだ東方にのびる可能性がある。主軸は

N-3°- Eである。柱穴は、円形で直径約30～

40cm ・深さ約30cmを測る。

井戸跡 2(SE11019) 建物跡10の東で検出した。

この井戸跡は井戸跡3と切 り合い関係にある。井戸の

掘形は一辺約I.Smの隅丸方形で、大きさは、 井戸枠

が一辺約 lm・深さ約 lmを測る。井戸枠は、長さ約

70～80cm ・幅約20cmの板材を横組みにし、桟やほぞ、

などはもたない。この井戸の北側の肩部には瓦器椀を中心とする遺物が重なり合った状態

でまとまって確認された。井戸の中からも完形の瓦器椀や木筒状木製品をはじめとする遺

物が出土した。

井戸跡 3( S E 11039) 井戸の平面形は楕円形で、直径約I.Smを測り 、深さは約30～

40cmと浅い。この井戸は浅い素掘りの井戸で、井戸跡2のよ うな井戸枠はもたない。井

戸内からは瓦器椀 ・土師器皿 ・須恵器の播鉢などが出土した。

④Dブロ ック

Dブロ 1クでの検出遺構は、拝田谷部の最も奥に設定した35区で、掘立柱建物跡3棟 ・

井戸跡 l基を検出した。ただし、遺物は、明確な遺構を検出することができなかった26～

28区にも広がっており 、周辺部にも遺構の広がりが想定できる。

掘立柱建物跡13($835001) 35区中央で検出 した。拝田谷部の最も奥に位置し、丘陵

裾の地形変換点近くの微高地上に立地する。規模は桁行5問(12.8m）×梁間4間（8.2m）の

かなり大きな南北棟の総柱建物跡である。主軸は、N-3°-Wである。柱穴は、円形で

直径約40cm・深さ約30cmを測る。柱穴P053から瓦器椀・ 土師皿等が出土した。

掘立柱建物跡14(S B 35002) 建物跡13の北方約 5m、35区の北辺で検出した。桁行 l

間（2.7m）×梁間l間（l.9m）の小規模な建物跡である。主軸はN-91。－wである。 柱穴は、

円形で、直径約30cm・ i奈さ約30cmを測る。

掘立柱建物跡15(S B 35003) 35区の西辺で、建物跡13と一部重複して検出した。さら

に西側へ広がる可能性はあるが、桁行2問（3.6m）×梁間 I問（2.5m）の小規模な建物跡であ

る。主軸はN-85。－ Eである。柱穴は、円形で、直径約30cm・深さ約30cmを測る。

井戸跡 4( S E 35040) 建物跡13の東側約8mで、検出した。井戸の規模は、方形で一辺

約 lmである。 掘形は不整形な円形で、直径約 2mを測り、井戸枠は長さ lm・幅20～

-82一
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第32図 掘立柱建物跡SB35002実測図

付表7 鎌倉時代掘立柱建物跡一覧表

遺構番号 調査区 規模 柱間寸法 主軸

SB  10168 4区A 4問× 4問 2.0 2.3 1.7 1.7 N2° W 

1.9 1.6 1.8 I. 7 

SB  10171 4区A 4間× 3間 1.6 1.6 1.9 1.7 N90。W

1.4 1.4 1.6 

SB  10166 4区A 4間×3間 1.6 1.8 1.5 1.4 N3° W 

1.7 1.6 1.7 

SB  10167 4区A 3間×3間 1.8 1.6 1.7 N89。W

1.6 1.6 I. I 

SB 15001 15区B 2間× 2問 2.3 1.7 N3° W 

1.4 1.3 

SB  15002 15区B 2問× 2間以上 2.5 2.3 N7° E 

総柱建物 ！？ 1.7 

SB  15007 15区B 2問× 2間以上 2.3 2.4 N6° E 

総柱建物 1.6 ！？ 

SB  15003 15区B l問× l間以上 1.9 N7。E

1.7 

SB  15008 15区B I間× l間以上 1.7 N7° E 

1.4 

SB  11001 1 l区C 4問×3問 2.3 2.2 2.6 2.4 NS。E

総柱建物 1.8 2.0 2.0 

SB  12001 12区C 4問×4問 2.4 2.4 2.4 2.4 N l。E

総柱建物 1.9 2.0 2.0 2.0 

SB 12002 12区C 2問×2問 3.1 3.1 N3° E 

2.0 1.9 

S B 35001 35区D 5間× 4問 2.5 3.1 2.5 2.5 2.3 N3。W

総柱建物 2.0 2.0 2.0 2.3 

SB 35002 35区D l問× l間以上 2.7 N91。W

1.8 

SB 35003 35区D 2間×l間以上 1.7 1.9 Nss' w 
2.5 

今
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30cm ・厚さ約 2cm程度の板材を縦組みにし、横方向には 3か所に桟を設けて構築する。

底部から最下段の桟までは約50cmで、それから桟は約30cm間隔で、設けている。板材は、

約l.8mが遺存していた。埋土は黒灰色粘砂土で、井戸の最下部で完形の瓦器椀2点をはじ

め、土師皿・ 木製の勺などが出土した。なお、検出段階では、拳大から人頭大の石が密集

した状況が確認され、本来は地上に石組み部が設けられており 、それが廃絶時に投げ込ま

れた可能性が高い。また、方形井戸枠の示す方向は、先の建物跡13の主軸とほぼ一致する

ため、両者は同時期に存在したものと考えられよう 。

（鵜島三毒）
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第10節鎌倉時代の遺物

本時期の出土遺物としては、各ブロックで検出した遺構埋土内及びその上面に堆積して

いた灰褐色土 ・淡灰色土中から出土した遺物を報告する。

(1）土器

①Aブロ ック（図版第45)

Aブロックでは、 4区の遺構（溝・土坑 ・井戸 ・柱穴）及び遺構面直上にわずかに堆積し

ていた暗灰色土中から出土した遺物を報告する。遺物には、土師器皿、瓦器椀、青磁椀 ・

皿、瓦質鉢、鍋、土釜、火舎などがある。時期的には、井戸（SEIOll6）出土の瓦器椀が

12世紀後半、瓦質火舎が14世紀頃の時期を示すほかは、13世紀代のものが主体を占める。

土師器皿(I～19) 口径 ・器高から大 ・中 ・小の3種類に大別される。数量的には圧倒

的に小皿が多く、小皿については 3分の l以上の破片を示したのに対し、中 ・大皿は図示

したもの（中皿3点、大皿 l点）を抽出しえたにすぎない。

小皿（1～15) 口径7.5～ 9cmのものを小皿とした。l～llが口径8cm、12～15が7cmを

測る。底部をナデ、口縁部を横方向のナデ調整によって仕上げるという製作手法は、基本

的にすべてに共通する。ただし、形態的特徴から、丸みのある底部から緩やかに口縁部へ

至るもの（ 1・7）と、口縁部の横ナデによって口縁部と底部の境に明瞭な段が観察される

もの（2～6・8～15）に大別される。

中皿（16～18) 口径！Ocm前後 ・器高l.6cm前後のものを中皿とした。16が口径8.9cm、

17・l8がlOcmを測る。成形手法及び形態は基本的に小皿と共通する。確認したものでは、

16・17が丸みのある底部から緩やかに口縁部へ至るもので、 18が口縁部と底部の境に明瞭

な段が観察される。

大皿(19) 平らな底部から緩やかに屈曲して上外方へ立ち上がる口縁部を持つ。底部か

ら口縁部下半をナデ、口縁部上半を横方向のナデ調整によ って仕上げる。口径14.2cm・器

高3cmを7RIJる。

瓦器椀（20～27) 全体に遺存状況の悪いものが多く、暗文が良好に観察される資料は少

ない。器形については、 体部が内湾して立ち上がる タイプのものが多い。

20は、井戸（SEl0116）から出土しており 、最も遺存状況が良好で、ある。口径12.8cm・ 

器高4.5cmを測る。断面三角形で、高さ0.8cmの高台を持ち、体部は内湾して立ち上がりな

がら口縁部付近で－EL厚みを増している。口縁端部付近は強く横ナデされ、外面がくぼむ

格好となり、再び器壁が薄くなる。口縁端部は上外方にわずかな面を持つ。体部外面下半

はナデ調整によって仕上げられ、内面には横方向の暗文が認められる。内面見込みには鎧

戸、d。。
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歯状の暗文が観察される。

21～24は、ほぼ共通した形態をなす。口径12cm・器高 4cm前後を測る。断面三角形で

高さO.Scmの高台を持ち、体部は内湾気味に立ち上がり、口縁部付近は強く横ナデされ、

やや内湾度を増している。25は、これらに比べ10.6cmと口径が小さい。口縁部の立ち上が

る傾斜も強くなり、高台も一層小さくなる。26は、口径10.6cm・器高3.8cmを測り、器壁

はほかのものに比べ薄し、。口縁部は強く横ナデされているため、端部付近で外反する。27

は、口径12cm・器高4.lcmに復原されるが、左右が非対称で歪な形態となる。高台もわず

かに痕跡をとどめる程度となる。外面の磨滅が著しく、調整については明確でないが、内

面はわずかにハケ目調整の痕跡を認める。

青磁皿（28) 体部中央に稜を持ち、内面見込みには櫛状工具によるキザミがある。

土師器羽釜（29) l点のみ確認された。口縁部付近の小片で、口径15.lcmを測る。

土師器鍋（30) l点のみ確認された。口縁部付近の小片で、口径30.6cmに復原される。

直立する体部から短く水平近くに外反したあと、上外方へ屈曲して終わる口縁部を持つ。

端部は外面に面を持つ。

石鍋（31) l点のみ確認した。口径30cmに復原される。体部から口縁部へとやや内湾気

味にのびるもので、口縁端部から2.6cm下に凸帯を付し、羽釜状をなす。滑石製である。

瓦質土器鉢（32) 口径30.Scmを測り、体部から口縁部へと外反気味に立ち上がる。内面

にはへラ状工具によ って施された摺目が約 3cmごとに確認される。外面に回転ナデ、内

面には横方向のハケ目調整が観察される。

瓦質土器火舎（33) 口径30.7cm・器高20cmを測る。口縁部は水平に面を持ち、口縁部外

面には雲雷文を施す。底部は四角に面取りされた脚を持つ。

②Bブロ ック

本ブロック出土遺物として、 14・15区の灰褐色土及び淡灰色土出土遺物、 15区の掘立柱

建物跡柱穴内からの出土遺物を図示した。建物跡柱穴内及び灰褐色土出土遺物に対し、淡

灰色土出土のものは数型式新しいものが主体をなす。また、その出土状況も、前者が比較

的大きな破片であるのに対し、後者は細片化したものが非常に多し、。基本的に、本ブロッ

クの遺構とした15区の掘立柱建物跡の時期を示すのは、このうち前者と考えられる。後者

については、後述するが当地一帯が耕作地化された段階に設けられた素掘りi奔群に伴うも

のと考えられる。なお、ここでは、両者の遺物について一括して報告する。

ア. 14・15区出土遺物（図版第46)

遺物には、土師器血（中・小）・瓦器椀 ・土師器土釜 ・青磁椀などがある。このうち、注
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目されるのは、輸入磁器についてである。他のブロ ック出土遺物では白磁がほとんどを占

めるのに対し、ここでは青磁が目につく点があげられる。これは、 遺構に伴う時期的な差

異をあらわす可能性が高いと考えているが、細かな点については後述する。

本ブロック近辺の14・15区以外にも 6区なとご微高地が広がってお り、遺構の広がりが予

想されたが、過去の開墾等によ ってすでに削平されたのか、この時期の顕著な遺構を確認

することはできなかった。ただ、 6・7・9区からもやはり当該時期の遺物がわずかなが

ら出土している。以下、これらについて簡単に報告したい。

土師器皿（34～45) 34～37は、口径約 9cmを測る。37は、器高8mmと低し、。38～41は、

口径約7～8cmを測る。39は、口縁端部をやや強くナデ、40は、体部中央に稜を持つ。41

は、平坦な底部から斜め上方にのびる口縁を持つ。42～45は、口径約l!cmを測る。45は、

いわゆる「て」の字状口縁を持ち、口縁端部をやや上方につまみ上げている。

瓦器椀（46～55) 46は、平坦な底部から緩やかにひらく口縁部を持つ。口径13.9cm・器

高4.9cmを測る。ぶ厚い高台を持つことが特徴的である。47・48は、口径約15cmを測り、

内面はまばらなミガキが施される。 50は、安委小化したもので、口径12.2cmを測る。内外面

ともミガキは施されず、底部は遺存しないが、55のようなものと考えられる。

青磁椀（56～ 59) 56は、色調は緑がかった青色を呈し、口縁体部がやや外方に聞く 。57

～59は、 イ本部外面に蓮華文を持つ。58は口径15.7cm、色調は灰緑色を呈している。

瓦質土器羽釜（60・61) いずれも体部外面はナデ、内面は横ハケを施す。小さな顎を持

ち、いわゆる大和型の羽釜である。

白磁椀（62・63) 62は、小さな玉縁状口縁を持ち、口径！8.4cmを測る。

瓦質土器播鉢（64) 口縁部しか遺存しないが、内面には横ハケが施される。

五質土器羽釜（65～67) 67は、 口径17.8cmを測り、顎は低い。

瓦質土器鍋（68) これも、遺存状況が悪く 、口縁部を残すにすぎないが、口径24.8cmを

測る。

イ. 16区出土遺物（図版第47)

遺物包含層である灰褐色土及び素掘り溝から出土したもので、瓦器椀は器形も媛小化し、

暗文もまばらになったものが多い。

土師器皿（69～105) 71は、平坦な底部から斜め上方に立ち上がる口縁部を持つ。口径

9.5cmを測る。87は、 平らな底部からわずかに立ち上がる口縁部を持つ。口径Scm、器高

は低く、 0.8cmで、ある。 88は、 口縁端部が外方に開き、92は、丸い底部から体部中央に稜

を持ちゃや尖り気味の口縁部へ至る。 99・100は、 「て」の字状口縁を持ち、口径IOcm・ 

器高 lcm前後を測る。101～103は、口縁部を強く横ナデし、口縁部がやや外反する。

守
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瓦器椀（106～124) 口径約12～13cmを測り、内面の暗文も比較的密に施されるもの（106

～l 10・113）から、内面の暗文もまばらで、高台も小さく、口径はl!cm前後と媛小化した

もの(11l・112・114～124）がある。特に、123・124は媛小化が著しく、内面のミガキもわ

ずか数条を数えるにすぎず、高台は消失寸前できわめて小さい。122は、口径10.3cm・器

高4cm、124は口径I0.8cm ・器高3.3cmを測る。

③Cブロ ック

Cブロァクでは、 11・12区にまたがって確認した掘立柱建物跡や井戸跡出土の遺物及び

自然流路跡SR 16001の埋土から出土した遺物と、 23区出土遺物を合わせて報告する。23

区のものは遺構に伴うものではないが、調査地西側に遺構の存在を確実視させる。

ア. 11・12区出土遺物（図版第48)

土師器皿（125～143) 125・126は、口縁端部外面を強くナデ、やや外方に開く 。138～

140は、底部から緩やかに口縁部に至る。141～143は、口径13cm前後を測る中血である。

141は、口縁端部を上方につまみ上げる。142は、平らな底部から口縁部を横ナデし、稜を

持つ。口径13cm・器高l.8cmを視ljる。

瓦器椀（144～152) 144・145は、内外面とも暗文が密に施され、断面台形の高台を持ち、

口縁端部には l条の沈線を持つ。145の器壁は厚く 6mmを測る。144は、 SB 12001の柱穴

から出土した。146・147は、外面に暗文は施されず、内面の暗文も比較的まばらになる。

146は、台形で小さな高台を持つが、 147は、外方に踏ん張る高台を持つ。いずれも 口縁端

部は強く横ナデされる。148・149は、口径12.8cm前後と小さく、 150～152は、口径i!cm 

前後とより一層小さい。特に151は、口径I0.2cmを測り、内面の暗文はわずか数条であり、

その特徴から高台は消失した時期のものと考えられる。13世紀後半頃のものであろう。

白磁(153～161) 153～158は、椀である。 153は、口縁端部が外方に聞き、口径16.3cm

を測る。154～ 158は、玉縁状口縁を持つ。154は口径13.6cm、158は口径19cmを浪ljる。159

は合子である。体部外面は蓮華文を施し、粕色は灰白色を呈する。口径5.6cm ・器高2.lcm

を測る。160・161は、 皿である。口縁部は外反しながら立ち上がるもので、紬色はいずれ

も黄色がかった白色を呈する。160は、口径8.6cm・器高2.2cmを測る。

青磁椀(162・163) 162は、口縁端部をやや強く横ナデし、外方に聞く 。外面は縦ハケ、

内面は櫛状工具によるキザミが施される。 口径16.lcmを測る。

瓦質土器（164) 164は、羽釜である。いわゆる大和型の羽釜で、顎の下部には明瞭な指

押さえの痕跡が残る。口径24.9cmを測る。

（森下 衛）
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イ．井戸SE 11019・11039、柱穴出土遺物（図版第49・50)

土師器・瓦器皿（170・171・183～189・204～207・209～216) 165～171は、井戸SE 

11019内から出土した。170・171は、瓦器皿である。170は口径8.lcm・器高l.8cm、171は

口径9.3cm・器高l.7cmを測る。両方とも内面に暗文は施されていない。184は、 口縁部端

部が上方に尖り気味に終わり、 185は「て」の字状口縁を持ち、端部は丸く終わり、 188は

尖り気味に外反する。207は、 口径14cm・器高l.7cmを測る。口縁端部を丸くおさめる。

209・211は、掘立柱建物跡SB 11001を構成する柱穴P003から、214は、柱穴P002から出

土した。209～213は口径Scm前後の小皿、 214・215は、中皿である。214・215は、それ

ぞれ口径l3.9cm、l5cmを測り口縁部端部は尖り気味に終わる。

瓦器椀(165～169・172～182・191～203・217) 165は、 口径15.7cm・器高5.7cmを浪ljる。

外面は体部下方近くまでミガキが施される。断面三角形の高台を持ち、内面見込みには螺

旋形の暗文、底部外面には、針のようなもので線刻されている。167・168は、 二次焼成を

受けたためか、全体は白く変色している。172～182は、井戸SE 11019の肩部から井戸枠

上部にかけてまとまって出土した。191は、口径14.3cm・器高5.6cmを測る。断面三角形で

外方にふんばる高台を持ち、内面見込みの暗文は螺旋状を描く 。口径は、14cm前後のも

のが多い。200のよ うに、口径15.6cm・器高5.lcmを浪ljるものもあるが、高台はきわめて小

さな三角形である。202は、口径12.3cmと小さく、器壁も薄く、暗文も疎らで、体部中央

に稜を持つ。

瓦質土器羽釜（190・218) 190の口縁部は「くJの字に外反し、大きな顎を持つ河内型

の羽釜である。218は、いわゆる大和型の羽釜で、口径19cmを浪ljる。

須恵器鉢（208) 208は、口径30.2cm・器高10.Scmを測る。いわゆる東播系の播鉢で、口

縁端部は尖り気味に上方におさめる。

須恵器蓬（219) 219の口頭部は短く外反し、頚部外面にはタタキが施されている。口径

は29.2cmを測る。

ウ.23区出土遺物（図版第51)

土師器皿（220～242) 220・221は、手ずくねによる成形で、外商には特に指頭圧痕が目

立つ。 224は、口縁端部外面を強く横ナデし、端部は尖り気味に終わる。口径7.9cm・器高

l.3cmを測る。 13世紀代の製品であろう。232は、底部に糸切り痕を看取できる。口縁部は

斜め上方に立ち上がり 、口縁端部は丸く終わる。土師器皿は23区だけでも数多く出土して

いるが、糸切りのものはこれだけである。234・235は、口縁端部が肥厚する。 体部外面は

指オサエ、内面には横方向のナデを施している。236は、口縁端部を内側に「く」の字に

折り曲げる。口径7.8cm・器高 lcmを測る。13～14世紀頃の平安京の製品であろう。平安
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京の製品は、いわゆる「て」の字状口縁を持つll世紀中頃～末の皿が23区からも出土して

いるので、土師器の皿は平安京からかなり持ち込まれていることがわかる。 239は、口縁

端部に強く横ナデを行う 。242は、底部から斜め上方に立ち上がる口縁部を持ち、端部は

上につまみあげる。底部は指押さえによる調整のため、器形に歪みがある。調整は内外面

とも不定方向のナデを施す。12世紀後半から13世紀頃のものであろう。

瓦器椀（243～249) 243 . 244は、 口縁部が内湾し、台形の高台を持つ。243の端部は沈

線を持つ。 内外面とも横方向のミガキが施され、 243の内面見込みの暗文は、 ~P:歯状であ

る。245～247は、 三角形の小さな高台を持つ。245は、口縁部を強く横ナデするためくぼ

んでいる。247は、内外面とも横方向のミガキが密に施され、口縁端部には沈線がめぐる。

248・249は、口径の小さなもので、内面のミカ、、キは疎ら、内面見込みの暗文は螺旋形を描

く。 249は、高台が媛小化してしまったもので、高台を持つ瓦器椀の最終段階のものであ

ろう 。内面のミガキはまばらで、器形が大きく査んでいる。

瓦質土器羽釜（250～252) 251は、ぶ厚い顎を持ち、顎の下部及び口縁部内面は指オサ

エ、体部外面は一部縦方向のハケ調整を行う 。口径23.2cmを測る。252は、大和型の羽釜

である。顎を水平に張り付ける。その下部は指押さえが明瞭である。口径22.4cmを測る。

瓦質土器鉢（253～255) 253は、斜め上方に立ち上がる口縁部を持ち、端部はやや外反

気味に肥厚する。内面は使用による摩滅が著しい。254・255は、口縁端部が肥厚する鉢で

ある。口径の大きいものと小さいものがあり、 255は口径21.6cmを視ljる。

須恵器妻（256～258) いずれも東播系の聾の口縁部で、口縁端部に特徴がある。256は、

「く 」の字に外反した口縁部からさらに端部が尖り気味に外反し、 257は端部に面を持つ。

頚部には波紋が施され、口径26cmを測る。258は、口縁端部を上につまみ上げ、 体部外面

は平行タタキ、内面は指頭による強いナデが施される。口径26.2cmを測る。これらはいず

れも 12～13世紀頃のものであろう。

エ.23区出土青白磁（図版第52の259～280)

白磁椀（259～270) 259～265は、いわゆる玉縁状口縁を持ち、259と262はあまり肥厚し

ない小さな玉縁状口縁を持つ。266・267は、 口縁部が内湾気味にのび、端部で外反する。

268は、椀の底部で細く高い高台を持ち、高台部分を除いて施粕されている。内面は、不

定方向に猫掻き文を施す。269は細く高い高台、 270は台形の高台である。

白磁皿（271・272) 271は、底部から緩やかに聞き口縁部が外反し、断面台形の高台を

削り出す。口径9.9cm・器高2.2cmを波ljる。272は口径10.2cm・器高2.7cmを測る。胎土は密

で、柚色は灰白色を呈し、全面に施粕される。13世紀後半～14世紀前半頃のものであろう 。

青磁椀（273～278) 273の外面は、櫛描き丈を施す。口径13.2cmを測る。柚色は灰緑色
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を呈する。274・275は、外面に蓮弁文を持つ。274は、蓮弁文の聞に問弁を持つものだが、

275は問弁をもたない。276～278は、 青磁椀の底部である。276は、 ヘラにより「十J字状

の記号を持つ。

青磁皿（279) 底部の小片であるが、見込みにへラ描きと櫛状工具による草花文様を持

つ。口径l1.lcm ・高さ2.9cmを測る。

青磁盤（280) 内湾気味に立ち上がった口縁部を持ち、端部は外反し上につまみ上げる。

口径27.2cmを測る。胎土は良、粕色は緑褐色である。粕は厚く施されているが、底部の一

部外面は施紬後削り取っている。

④Dブロック

Dブロックとした拝回の谷部では、 35区における掘立柱建物跡や井戸が中心である。そ

のため、遺物としても35区の遺構に関連したものが中心となるが、それ以外でも、 27区の

包含層中から多量の遺物が出土している。ちなみに、先の23区出土青白磁は、 35区の建物

跡に伴って出土した輸入陶磁器よりも質・ 量ともに上回っている。

ア. 27区出土青白磁（図版第52の281～291)

白磁椀（281～288) 281～283は、 玉縁状口縁を持つ口縁部片である。284～286は底部片

で、 284は削 り出しによる蛇の目高台、285・286は断面長台形の輪状高台である。287・

288は、 玉縁状口縁を持たない椀である。287は、 口縁端部は外反しながら上方に尖り気味

に終わり、口径15.4cmを測る。288も、口縁端部を外反させ、口径19.8cmを波ljる。

青磁椀（289～291) 白磁に比べると出土点数は少ない。289・290は、平坦な底部から斜

め上方に開く 口縁部を持つ椀と考えられる。口径は18.8cm、断面台形の高台を削り出し、

色調は灰緑色を呈する。

イ．井戸（S E 35040）出土遺物（図版第53)

井戸内から出土したものと、掘形から出土したものがある。掘形から出土したものは

293・294・296・304である。

土師器皿（292～296) 292～294は、小皿て、ある。293と294の口縁端部は尖り気味に終わ

る。292は、口径8.8cm・器高l.4cm、293は、口径8.5cm・器高l.8cm、294は、口径8.5cm・ 

器高l.9cmを測る。295・296は、 中皿である。295は、平坦な底部を持ち、口縁端部を上に

つまみ上げる。口径12.3cm・器高2.5cm、296は口径13.Scm・器高2.5cmを測る。

五器椀（297～306) 297は、内湾気味の口縁部を持ち、端部はぶ厚くやや尖り気味に終

わる。外面は指押さえの痕跡が明瞭に残り 、内面は ミガキが施される。内面見込みの暗文

は~JJ:歯状に施され、 高台は低い台形である 。 口径1 4cm ・器高5.3cmを測る。298も内湾す
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る口縁部を持ち、底部の器厚は薄いが端部はぶ厚く丸い。断面三角形の高台を持つ。口径

13.9cm・器高4.9cmを測る。299は、口径14.lcm· 器高4.8cm を i~lJ る 。 303は 、 内面のミガキ

はまばらで、器高もやや高く、高台も小さな三角形である。口径14cm・器高5.5cmを測る。

305は、 直線的な口縁部を持ち、306は内湾する口縁部を持つが、いずれも 口径は13.Scm前

後を視ljる。

ウ．柱穴・土坑出土遺物（図版第53の307～313)

307～313は、柱穴及び土坑から出土した遺物である。307～309・311は柱穴から、 310・

312・313は土坑37から出土した。

土師器血（307～310) 307・308は、 平坦な底部から尖り気味に口縁部が立ち上がる。

307は、口径9.2cm・器高l.4cm、312は口径8.6cm・器高l.4cmを測る。309は、 「てj字状

口縁を持ち、口縁端部を上方につまみ上げる。口径!Ocm・器高l.7cmを測る。12世紀後半

頃のものであろう。310は、へそ皿で底部は大きくくぼむ。口径8.2cm・器高l.5cmを測る。

白磁椀（311～313) 311 は、小さな玉縁を持ち、白磁椀の中でも形式的に古いタイ プと

思われる。口径15.4cmを測る。312は、口径19cmを測る。313は、削 り出しによる、断面

台形の高台を持つ。

エ.35区包含層出土遺物（図版第53の314～323)

土師器皿（314・315) 314は、口径8.3cm・器高l.5cm、315は中皿で、口径15.2cm・器高

2.lcmを測る。

瓦器椀（316) 316は、瓦器椀で井戸内出土のものと同様である。口縁端部は丸く 、内面

の暗文はやや疎らである。口径13.8cmを測る。

白磁椀（317～319) 玉縁状口縁を持つもの（317・318）と、口縁端部が外反するもの（319)

がある。

青磁皿（320) 320は、体部中央に稜を持ち、 口径I0.8cmを測る。

青磁椀（321～323) 321は、外面3条、内面口縁端部に l条の沈線を持つ。口径12.8cm

を i~lj る 。 竜泉窯系の製品であろう 。 322 ・ 323は、外面は縦方向の櫛描き文、内面にキザミ

を入れる。色調は灰緑色である。322は、口径16.3cm、323は口径17cmを測る。

(2）木器（図版第63)

木製品は、古墳や奈良 ・平安時代出土のものと比べると、量的にもかな り少なく 、11区

における井戸出土遺物以外では下駄をあげることができるだけである。

24・26は、下駄である。24は27区、26は23区の鎌倉時代の遺物包含層からそれぞれ出土

した。連歯下駄で、後壷を後歯の前にあける。24の平面形は、隅丸長方形を呈し、 台と同
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じ幅で断面台形の歯を作る。長さ20.8cm・最大

幅7.6cm・高さ2.2cmを測る。

遺構 －遺物

制図 l～ 3は井戸 SE110197'.PG出土し 仏
た。 lは、木筒状木製品である。残長17.2cm・ 

幅4.lcmを測る。両側面に扶りを持ち、表は真

ん中の1/3ほどがややくほむ。赤外線カメラを

使用しでも文字などは確認しえなかった。2・

3は箸と考えられる。いずれも上部が欠損し、

長さ約13.3cm以上・幅約O.Scm、最大厚0.7cm、

先端で、0.2cmを測る。正方形ではなく、厚さに

比べると幅の方が長し、。全体的にていねいに面

取りされる。

（鵜島三喜）
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第11節鎌倉時代以降

鎌倉時代後半の13世紀後半～14世紀頃を境に、調査地内では居住区としての痕跡がほぼ

認められなくなる。調査区の幾つかの地点では、耕作地への転化を示す遺構と考えられる

素掘り溝群を検出した。5区で検出した素掘り溝群では、遺構の切り合い関係や、検出聞

の違いなどから、他の時期の遺構とは明瞭に区別できることを確認した。また、 土層の観

察から、中世以降の遺物が細片化して出土する淡灰色土層は、中世～近世の耕作土の可能

性も指摘できる。

以下、素掘り溝の状況を鎌倉時代以降の遺構としてまとめ、遺存状況のよかった調査区

を中心に報告する。なお、この時期の遺物は、すでに前章で一括して報告している。

1.素掘り溝群

素掘り溝群は、調査地の 1・4 ・7. 12・15・29・35区などで検出した。以下、 これら

を、近接する調査区ごとに、 A～Dのブロックごとに報告する。

①Aブロック

Aブロ ックでは、 1. 4区の遺構群に重複して、素掘りi蒜群を検出 した。本ブロックで

は、 黒褐色土がほとんど遺存しておらず、これら素掘り溝群は他の遺構と同様に黄褐色土

（地山土）の上面で検出した。

1区 耕作土 ・淡灰色土の除去後、北半部では地山である黄褐色土上面、南半部では灰

色砂層上面で検出した。溝は、東西方向にのびるもの6条、南北方向のもの 5条を確認し

た。埋土は、淡灰色土である。東西方向と南北方向の溝群の切り合い関係は、後者が前者

を切っており、東西方向の方が先行することがわかる。各溝はおよそ3.6m間隔で平行し

て存在し、従来から言われているように、耕作に関するものと考えられる。溝は、幅約

nv 
nv 
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第34図 Aブロック(1 . 4区）素掘り溝実浪lj図
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遺構・遺物

30cm ・深さ約 5～ !Ocmを測り、断面は緩やかな「U」字形を呈するものが多い。溝の間

隔は、同時期に存在した各単位の抽出が比較的容易に行え、東西南北ともおよそ 2問（3.6

m）間隔に掘られたことがわかる。

4区 調査区の北東部で、南北方向の溝をそれぞれ 1条ずつ検出したにとどまる。その

状況から、 明らかに 1区のものとは性格が異なる。これについては、 13世紀初頭とした建

物跡との関連も考慮しなければならないが、埋土の状況からこの段階の素掘り溝群の一部

と考える。溝は、同ーか所に重複し、水固ないしは畑の畦畔に関係する可能性が高いと考

えられる。なお、溝の形態 ・規模については、 1区のものと同じである。

②Bブロ ック

Bブロ ックでは、7. 15区にまたがって素掘りi茸群を検出した。7区の遺存状況は極め

て悪いため、 15区の状況を報告する。

15区 耕作土・淡灰色土の除去後、暗灰色土の上面で多数の素掘り溝を検出した。暗

灰色土下層の黒褐色土上面では 13世紀前半の掘立柱建物跡（ SB1soo1～15003・15007・

15008）を検出した。溝群のベ ス土である暗灰色土は厚さ約 5cm程度で、層位的にも居住

区としての土地利用が終了して間もなく耕作地へと変化したことが確認できる。

溝は東西方向が約lO条、南北方向が約30条ある。溝の大きさは、幅約30cm・ i奈さ約

!Ocmを測り、断面は緩やかな「U」字形を呈する。埋土は淡灰色土で、ある。東西方向と

南北方向の群があるが、溝の切り合い関係からは東西方向のものが先行し、密度も南北方

m
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第36図 Cブロック（12区）素掘り溝実測図第35図 Bブロック(15区）素掘り講実測図
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向が圧倒的に多い。同一方向の溝でも切り合い関係を持つものがあるが、同一時期に存在

した溝の抽出が可能である。これによると、先のAブロックと同様、幅約2間（3.6m）間隔

に設けられたものであった。

③Cブロ ック

Cブロックでは、 lI ・ 12区と 13・29区で素掘り溝群を検出した。本ブロックも、黒褐色

土の堆積は認められず、基本的に素掘り溝群は地山である黄灰色粘質土ないしは青灰色砂

質土上面で検出した。このブロックにおいても講が柱穴を切っていることが確認された。

12区 耕作土 ・淡灰色土の除去後、地山である青灰色砂質土の上面で素掘り溝を検出

した。検出面では13世紀前半の掘立柱建物跡（SB12001・12002）を検出した。

i捧は東西方向が10数条、南北方向が約 5条ある。溝の大きさは、 幅20～30cm・深さ約

IOcmを測り、断面は緩やかな「U」字形を呈する。埋土は淡灰色土である。この調査区

は近代の暗渠排水の構築によ り、遺存状況はあま りよくない。東西方向と南北方向の講で

は、東西方向のものが数が多い。南北方向の溝は約3.4m間隔に掘られている。

13・29区 とくにこの両調査区にまたがって検出された素掘り溝は遺存状況がよし、。

溝は南北方向が20～30条確認できる。大き

さは幅20～30cm・深さ約IOcmを浪Jjり、断

m
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牛
｜
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第37図 Cブロック(13・29区）素掘り溝実測図

面は半円形を呈する。南北方向の溝は密集

して掘られ、大きさや深さ も同じであ り、

掘削間隔を復原するのは難しい。他の調査

区と異なって、東西方向のものは掘られて

いないことが特徴的である。

④Dブロ ック（34・35区）

Dブロックでは、32～35区の遺構群に重

複して素掘り溝群を検出した。 32区では遺

存状況が悪かったが、34・35区では良好な

状況で検出された。

34区 調査区南側では黒褐色粘質土上

面で、建物を構成する柱穴とともに良好な

状態で検出できた。東西方向の溝は2・3

条で切 り合い関係を持ちつつも、約3.3m
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遺構・遺物

間隔で掘られている。南北方向の溝は 1条ずつ整然と3.2m間隔に掘られる。i詳の大きさ

は幅約20～30cm・深さ IOcm、断面は「u」字形を呈している。i茸内からは、 小片となっ

た瓦器 ・土師器及び土錘などが出土した。

35区 黄灰色土上面で検出した。南北方向のものに比べて、東西方向のものが遺存状

況もよく、特徴的である。これは調査区の南北で、高低差が約 2mあることとも関係があ

ろう。素掘り溝は、 13世紀前半に比定できる掘立柱建物跡や井戸との切り合い関係からみ

ても、それらより後出するものである。溝の方向と建物跡の主軸方向を比べても、建物跡

はほとんど真北を向くが、

溝群は約60 ずれている。

講の大きさは幅約25cm

前後・深さ約lOcm、断面

は緩やかな 「u」字形を呈

している。溝聞の距離は不

規則である。素掘り溝の中

でも、東西方向から南北方

向へ屈曲する溝がl条確認

できた。講の南部は削平を

受け、全体の規模は復原し

えないが、耕作地の規模を

考える上で、貴重なものと

［
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川
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言えよう。

2.淡灰色土について

今回の調査では、多くの

調査区で淡灰色土を確認し

た。この土層は、安定した

平安時代末～鎌倉時代の遺

物包含層である灰褐色土に

対して、遺物がいずれも細

片化している点や、素掘り

溝群の埋土となっているこ

となどから、中世～近世に

Y・-42 200 。 20m 

第38図 Dブロ ック（34・35区）素掘り溝実浪lj図
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かけての耕作土と考えられる。この土層が良好な状態で確認できる調査区では、2～ 3層

に細分できることから、現在の水田が形成される以前、長期にわたって畑作が行われてい

たことが推測でき ょう。

（森下 衛）

付表8 石器一覧表

番号 名称 地区 最大長 最大幅最大！平 重量 石材 21 有孔 6 1.83 1.9 0.20 1.5滑石

I 有舌尖 18 8.5 2.7 1.00 19.25 サヌキト イド 円盤

頭器 22 石鎌 7 2.8 1.7 0.25 lサヌキトイド

2 有舌尖 18 7.1 2.7 0.8 13.5 サヌキ トイド 23 石鍛 23 4.5 2.4 0.42 3.6 サヌキ卜イド

頭器 24 石鍛 7 6.2 2.7 3.80 6.2 頁岩～粘板岩

3 有舌尖 6 6.2 2.35 0.80 11.2 サヌキ トイド 25 鎌形石 15 4.8 2.7 0.40 6.9 頁岩～粘板岩

~u• 製品

4 石鎌 16 1.6 1.15 0.25 0.4 チャー ト 26 銭形石 34 3.8 2.8 0.35 5.1 頁岩～粘板岩

5 石鍬 32 1.85 1.3 0.35 0.5 チャー ト 制坑口ロn 

6 石鎌 6 2 1.45 0.20 0.45 チャート 27 紡錘車 31 3.4 3.35 1.10 20 i骨石

7 石量産 34 2.5 1.75 0.30 1.6サヌキトイド 28 石山丁 16 4.5 3.55 0.55 15.75 頁岩～粘板岩

8 石鍛 11 2.3 1.8 0.30 1.6チャート 29 石出丁 16 8.5 3.7 0.85 48頁岩～粘板岩

9 石鎌 5 2 1.5 0.25 0.6 頁岩 30 石斧 11 4.75 14.95 1.85 25頁岩～粘板岩

10 石鍛 20 2.7 2.3 0.60 3.2 サヌカイ ト 31 石斧 32 13.7 4.1 1.50 970 頁岩～粘板岩

I l石鍛 32 4.9 2.7 0.50 7.8 チャー ト 32 石 斧 34 11.4 4.3 1.20 750 頁岩～粘板岩

12 石匙 9 2.9 4 0.40 4.7 チャート 33 石 錘 3 5.3 5.5 1.30 58ホルンフェルス

13 石匙 6 3.4 4.3 0.90 12.4 サヌキ トイド 34 凹み石 5 10 9.05 4.30 615 閃緑岩

14 剥片 35 4.3 2.7 0.65 8.75 サヌキトイド 35 石錘 21 12.1 8.5 1.95 280 砂岩

15 商lj ~－ 13 3.7 2.9 0.90 9.35 チャー ト 36 石斧 7 10.7 8.7 2.00 240 砂岩

16 模形 23 2.5 2.15 0.40 2.70 チャー卜 37 石斧 23 8.7 7.7 3.50 298 安山岩

石器 38 石斧 II 14 6.6 4.30 725 砂岩

17 二次加 35 3.45 4.15 0.95 16.8 チャー 卜 39 台石 32 16.8 4.8 3.8 690 斑糖岩

士ある 40 石斧 32 6.8 5.1 4.00 182砂岩

剥片 41 石斧 18 8.1 5.15 3.45 205 砂岩

18剥片 35 4.85 2.3 0.80 9.95 サヌキ卜イド 42 磁石 16 13.4 8 5.25 1050 斑機岩

19 I｝＜状耳 16 3.5 1.2 0.40 3滑石 43 石斧 16 9.2 5.05 2.40 170 I圭TI頁岩～

飾り I主TI粘板岩

20 I｝＜状耳 16 2.45 2.1 0.25 1.7滑石 44 石斧 16 9 3.5 1.30 57頁岩、粘板岩

飾り 45 石斧 35 7.2 3.95 2.80 132 安山岩
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第 1節時期別総括

( 1）縄文時代

第4章 考 察

考 察

亀岡盆地の縄文時代の遺跡は、国道9号バイパスにかかわる調査で篠認されたものが大

半であり 、千代川遺跡 ・北金岐遺跡 ・太田遺跡などをあげるこ

とができる。これらの遺跡によ り、行者山周辺には、縄文時代

の後 ・晩期の遺跡が広がっていることが明らかになった。

縄文時代の遺構としては、 7区で溝を I条確認したにとどま

った。周辺の調査区でも、同ーの黄褐色粘土上面でこの時期の

遺構の広がりが想定されたため、各所で断ち割りを行ったが確

認できなかった。遺物としては、ほとんどが包含層中の出土で、

縄文時代の中でも幅があるが、調査地全体で出土してお り、遺

構の広がりが確実視できる。特に、遺構がBブロックの微高地

上に立地しているため、この延長上は可能性が高いと言える。

縄文時代草創期では、有舌尖頭器が3点出土した。出土地点

は、 6・18区であり、約SOm離れるが、一遺跡のみならず近接

した地区から 3点出土するのは近畿でも珍しい。

今回の報告対象からは外れるが、まとま って土器が出土した

l l . 16次調査資料によ り、千代川遺跡では縄文時代後 ・晩期の

集落の広がりが想定できる。これ以後、遺構 ・遺物とも弥生時

代後期まで、調査地内では空白期間が続く 。しかし、千代川遺

跡全体をみると、縄文時代晩期～弥生時代中期の遺構 ・遺物が

調査地の東方部の千代川遺跡第6・7・ I l次調査地点で確認さ

れているため、 時代ごとに場所を移しながら、人々の居住が継

続されていたことがうかがえる。

(2）弥生時代

弥生時代後期段階になると、再び調査区周辺に集落が営まれ

る。弥生時代の遺構は、調査地の南辺 l～6区に限られ、遺物
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も自然iiiE路跡SR 16001出土のものを除けば、これより北側ではほとんど出土していない。

遺構を確認した調査区は、集落の東端付近にあたると考えられるが、竪穴式住居跡 l

基・溝3条 ・土坑群を確認したにすぎなし、。竪穴式住居跡を 3区の西端で検出しているこ

とから、集落の中心はさらにこの西側へ広がっていると考える。

弥生時代の講を 2条検出したが、溝は集落構造と深くかかわっていたものと考えられる。

これらの溝は、微高地の縁辺の窪地部を東西に流れ、その規模・形態から集落の縁辺を画

する環濠の可能性が考えられる。また、その周辺で検出した土坑群については、粘土採掘

坑・墳墓などの可能性が指摘されているが、現時点では墳墓の

可能性を考えておきたい。

日
号
与
口

白
日
口
ロ
h
U
口
N 口

50m 

(3）古墳時代

古墳時代の遺構は、 Bブロックの 9・15区で前期のj普及び土

坑、 6区で後期の土坑を検出し、 lI ・ 16区を中心とする自然流

路跡からは古墳時代全般にわたる遺物が出土した。いずれの時

期も竪穴式住居跡などは確認していない。

i普及び自然流路跡からは、古墳時代前期後半～中期頃の遺物

群が大量に出土し、この時期の土坑も遺存状況は悪いがl基確

認した。溝と自然、流路跡の埋土中の遺物は、西方から流れ込ん

だ状況で、あり、 Bブロ ック を中心とする微高地上の、調査地か

らそれほど離れていない地点に集落跡の存在が想定できる。

後期の土坑群も同じBブロックの微高地上の 6区で検出し

た。ここは、集落立地に最適な微高地の縁辺に位置しており、

奈良時代を中心とする柱穴群を検出しているため、古墳時代後

期の遺構はすでに削平を受けた可能性もあろう。特に、これら

土坑群は、その立地に加え、ほほ同一地点に20基以上の土坑が

重複していること、出土遺物に大形の杯身や双孔円盤などが認

められることなどから、集落の隣接地における祭紀的な遺構の

可能性が考えられる。したがって、先の古墳時代前期～中期よ

りも、調査地隣接地に後期の集落跡が想定されるのである。

次に、確認した遺構 ・遺物、さらに西側に想定される集落跡

第40図 古墳時代 と、周辺に所在する古墳群との関連を考えてみよう。古墳時代

遺構概観図 後期の遺構に関連する人々の墓域としては、調査地北方の持田
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古墳群が想定できょう。ところが、古墳時代前期～中期に関しては、現在のところ周辺部

に関係するような時期の古墳の存在は確認されていない。拝田丘陵には、場所を特定でき

ないが、地元の人の間では埴輪を持つ古墳が存在するといった話もあ り、今後、十分な配

慮が必要であろう。

なお、亀岡盆地全域では、弥生時代後期段階から古墳時代にわたって、小規模な集落が

激増する時期に相当している。調査例は少ないものの、遺物は多くの遺跡で確認されてい

る。千代川遺跡では、第2～5次調査が行われた遺跡南半部でも、弥生時代後期～古墳時

代の遺構・遺物を確認した。したがって、単に調査地の西方ばかりではなく 、広範囲な千

代川遺跡の幾つかの地点に集落が分布している可能性も指摘できょう。

(4）奈良・平安時代

発掘調査地は、丹波国府推定地の中で最も可能性の高いところであ り、しかも推定地の

西辺上であることからすれば、奈良 ・平安時代の遺構 ・遺物に関する調査成果は最も注目

を集めるところである。

まず、 全体の成果を簡単にまとめると

1) Aブロックとした4区を中心として、8世紀中葉の遺物を包含する溝と 9世紀後半の

掘立柱建物跡 I棟を検出した。この建物の主軸は、真北からやや西へ振っている。

2) Bブロ ックとした 5・6・14・15区では、7世紀末葉～ 8世紀後半及び9世紀前半頃

の掘立柱建物跡を総数17棟検出した。これらの建物跡は、 8世紀中葉頃のものが最も多

く、この時期を境に建物の主軸が真北へ近づくものもある。

3) cブロックとした21～23・30区では、国府跡との関連で注目された推定地北辺の溝の

延長上で幅約4mの講を検出した。しかも、埋土内の出土遺物は、8世紀中頃から10世

紀の奈良 ・平安時代にかけてのものであり、これは国府存在時期と重なるため重要な発

見と言えるだろう。また、その北mの微高地では、小規模な井戸を検出した。枠板には

木扉の廃材の一部が転用されていた。

4) Dブロ ック とした拝田谷部では、 平安時代（9～10世紀）の掘立柱建物跡を確認した。

ここは、国府推定地外であり、出土遺物として緑紬陶器 ・墨書土器 ・石帯などがある。

これらから、国府推定地外にも官街的な建物群が存在したことがわかる。 23区では、8

世紀後半から 9世紀にわたる時期の須恵器 ・土師器 ・緑袖陶器 ・墨書土器が大量に出土

しており、ここの西側に官街的な遺構群の存在が予想される。これは、22区で確認した

井戸を合わせるとよりその可能性は高いと言える。

これらの遺構群は、 I・II・N ・Vの各微高地上の居住によい場所に建物跡の集中が認
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められる。しかし、 Bブロックとした 5区などは、奈良時代以前には居住に適しておらず、

8世紀前半までは耕作地であった場所にまで居住区を拡張している。この周辺で検出した

建物跡群の方向が真北を指向し始めるのが、やはりこの居住区の拡張される時期、 8世紀

中葉であることからすれば、この
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頃に土地利用に関する画期があっ

たことを示していると考えられ

る。この点に関しては、北西南

東方向に流れる 4区の溝（ SD

10149）なども、この時期に埋没し

ており、やはり調査地全体で遺構

の方向性の変化がこの頃におこっ

た可能性が考えられよう 。

また、建物跡ないしは建物跡群

の性格であるが、調査範囲などの

制約もあり建物跡を群としてまと

まって検出することに十分成功し

ているとはいえず、細かな＋食言す作

業を進めていくには問題が残る。

先のBブロックにおける建物跡群

の状況は、特に 8世紀中葉のもの

を中心に15棟以上の建物が建てら

れ、これに伴う倉庫群もその西側

に企画的に配置されている可能性

が考えられる。そうすると、これ

らは一般集落ではなく、 一定以上

の身分を有した者の邸宅の可能性

が指摘できる。当地が国府推定地

内の一画であることからすれば、

これに付随する官街的な施設の可

能性もある。このことは、出土遺

物のなかには、 「大家J.「小家」

をは じめとする 8世紀中葉頃の墨
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書土器が出土していることからも裏付けられる。ただし、建物跡の規模や配置などからす

れば、官街的な施設にしては規模が小さく、建物配置も規則的ではない。したがって、建

物の性格としては邸宅の可能性が最も高いと言えよう。

石帯の出土地区は、国府推定地北限の溝以北の30～32区に限られる。とくに、31・32区

からは2点ずつ出土しており、 32区の掘立柱建物跡に関係するものと考えられる。また、

墨書土器は全調査区にわたって100点以上出土している。中でも32区では、この1/3以上が

lつの調査区から出土していることになる。墨書土器と同時に緑粕・灰粕などの施紬陶器

の優品も伴出しており、遺物の面から見ると、平安時代に限れば32・34区の掘立柱建物跡

は官街的建物の可能性が高いといえよう。

21・30区で検出した溝SD21001についてであるが、これが明らかに人工的に造作され

ていること、その位置が従来から推定国府域の北限に設けられた堀の痕跡として指摘され

る窪地の延長上にあたっていること、埋土内から 8世紀中頃～ 9世紀代の遺物が比較的ま

とまって出土していることなどからすれば、今回の発掘調査によって検出された遺構のな

かでは、唯一、従来からの千代川国府説の内容を実証しうる内容をも った遺構と言える。

ただし、これが機能していた時期が問題で、溝内から出土した遺物からは9世紀頃の遺物

までが出土するにとどまるようである。無論、細かな時期については検討できないのが現

状である。ただ、先の拝田谷部の遺構群が、溝に区画された地域を越えた部位にあったと

理解するより、 i誇の機能がほぼ消滅した後に、設けられたものと理解するには十分な材料

となろう。

このように、今回の調査で検出した遺構の中心は、Bブロックの15区を中心とする7世

紀末～8世紀末頃の建物跡群と、 Cブロックの21・30区で検出した溝、 Dブロックの32・

34区の 9～10世紀頃の建物跡群である。これらの遺構は、千代川国府説と照らし合せて考

察すれば、国府説を肯定しうるものと、疑問を投げかけるものに分かれる。特に、方六町

の国府域を想定した場合、今回の調査地がその西辺上に相当することを立証する根拠は調

査上の制約もあり全く認められなかった。北限の溝の可能性がある溝SD21001は、 この

想定域を越え、さらに西へのびている状況であった。方六町域が国府と して整備されてい

たかどうかという問題もあり、国府推定地内の遺構の状況は今後の課題と言えよう。遺物

では9世紀中葉の紀年を持つ木簡や石帯の出土などから、 一般集落とは考えられず官街的

遺構と捉えることができる。そうして考えて くると、従来から小字名に現されていると言

われるように、国府の可能性がやはり高いといえる。国府推定地西辺の調査ということも

あり、今後の発掘調査に課題を残すものと言えるだろう。
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(5）鎌倉時代

調査地内では、平安時代の10世紀の遺構以後、 12世紀まで遺構のみでなく遺物の面でも

空白の時期が生ずる。10世紀の掘立柱建物跡に続いて確認されるのは、 A～D各ブロック

の微高地上で確認した12世紀～13

世紀前半の掘立柱建物跡 ・井戸跡

である。なお、便宜上12世紀後半

京都府遺跡調査報告書第16冊
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の遺構も鎌倉時代にいれている。

鎌倉時代の掘立柱建物跡は、A

ブロックで4棟、 Bブロックで 5

棟（ 2棟は建て替え）、 Cブロ ック

で3棟、 Dブロックで3棟を確認

した。Aブロックのみ、同一時期

の建物の単位を抽出することは困

難であるが、他の 3ブロックでは

規模の大きな建物がlないし 2棟

と小形の建物 l棟がセットとなり

一単位を構成している状況を確認

した。この状況が当時の集落構造

上、どういった意味を持つのか、

周辺での良好な資料が少なく、明

確にはなしがたし、。ただ、北金岐

遺跡で確認された13世紀頃の建物

跡群を見た場合、2間×3間程度

の建物2～3棟がまとまって、こ

れが幾つか集合し、その中に中心

の大形の建物が1～2棟存在し構

成するといったパタ ンが復原さ

れている。これをもとに今回の検

出遺構を評価したとすると、 4問

×4問の規模を持つ総柱建物跡の

中心的な建物跡を少なくとも 3か

所で確認したこととなり、この周
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辺に小形の建物群がグル プを構成しつつ広がっていることが想定できる。しかし、今回

小形の建物跡群の広がりは確認できていないため、北金岐遺跡とは集落構造自体が異なっ

ていた可能性も十分考えられる。この場合、一般の集落で中心的な立場になりうる身分を

もった人々のみが、立地に適した場所を選んで居住していたこととなる。例えば、ll区か

ら出土した白磁の合子などは、この点においても注目に値しよう。

このように、今回の調査地内での成果のみでは、検出遺構の十分な評価はしがたい。今

後の周辺部での調査成果の蓄積をまって改めて検討を行っていく必要がある。ただ、こう

いった建物跡の検出例が少ない中、当時の社会構造を知る上で貴重な成果を得たと言える

であろう。

(6）鎌倉時代以降

12～13世紀の建物群が廃棄されて以降は、当地一帯は耕作地へと変化した。 ここで問題

となるのは、亀岡盆地のほぼ全域で確認される条里制との関係である。当該地が丹波国府

跡であったとすれば、条里制とは異なった要因で現在認められる 1町四方の土地区画が成

立したことになる。今回の調査地で、条里制地割とされる l町四方の区画が確認される場

所では、発掘調査で検出される耕作の痕跡が、鎌倉時代以降まで下ってしまうといった状

況は、近年徐々に類例が増加しつつある。具体的には、現在の認められる土地区画のなか

で、整った半折型や長地型とされる条里制地割の基本構造にのっとったところは別にして、

大まかな 1町四方の区画はあっても、その内部の区画が非常に乱れている場所では、耕作

地へと造成されたのは鎌倉時代以降に下る例が非常に多いのである。調査地で確認される

耕作の痕跡とされる素掘りi茸群は、その方向性からみて条皇制地割にのっとっている可能

性が高い。こういった例の増加は、条里制の研究を進める際に、方形の土地区画が認めら

れでも、それが何時の時期に形成されたものなのかといった点を十分確認すべきであるこ

とを警告している。また、現在条里制地割としている土地区画の多くが鎌倉時代以降（主

に13世紀末から 14世紀初頭頃）に施工されたものであり 、しかもこれが水田に伴う区画で

はなく 畑作にともなって設けられたところから出発している点も十分に認識すべきであろ

つ。

（森下衛）
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第 2節緑粕陶器

昭和59年度から平成元年度まで丹波国府推定地として調査を行った千代川遺跡では、国

府推定地の西端を帯状にかすめる延長約500m・幅約60mの範囲に限られたが、自然流路跡

や遺物包含層内より大量の緑紬陶器が出土した。出土地点は、調査地のほぼ全域に認めら

れるが、推定国府北限域付近及び西から東に流れ込む自然流路跡、に集中している（第43図）。

このことは、推定国府北限の溝以北で、検出した石帯を伴う大形建物跡（SB32001）からの

流入及び、推定国府域北西の官街的施設からの流入と考えられる。

千代川遺跡の緑粕陶器は、総数357点の施粕陶器（緑紬陶器348点・灰粕陶器9点）が出土

している。緑紬陶器の大半は椀皿類で、そ

U
日百
日
日

u
q
L

引
間
日
口

組
第43図施粕陶器出土分布図

の他の器形は少ない。高台を基準としてそ

の点数を分けると、高台部136点・口縁部

91点・体部106点・不明24点となる。

近年の研究成果によって、緑紬陶器は成

形・焼成技法や形態・胎土・紬薬の違い

で、一定の産地別時期編年が可能となった。

前川 要氏は、東海系（猿投窯・尾北窯・

美濃窯）・京都系（洛北窯・洛西窯・篠窯）・

近江系の緑紬向器を概観し、椀皿の特徴か

ら、東海系では 「高台は貼り付け高台を有

し、ヘラ磨き調整を器面に微細に施し、一

次焼成を直接重ね焼きで行い、 二次焼成を

三又トチンを使用し重ね焼で行い、胎土が

硬質もの」、京都系は「高台は削りだし高

台を有し、ヘラ磨き調整を器面に施し、 一

次焼成を直接重ね焼きで行い、 二次焼成を

原則的に三又トチンを使用せず重ね焼で行

い、胎土が硬質で濃緑色粕もの」、近江系

では「高台は貼り付け高台を有し、ヘラ磨

き調整は器商に施さず、 一次焼成を直接重

ね焼きで行い厚く紬をかけ、 二次焼成を大

きい三又トチンを使用し重ね焼で行い、 i農

緑色柚のもの」として ~i;J.,。この観点から、
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千代川遺跡出土の緑紬陶器をみると、比較的識別の容易な底部の形態・成形から分類して、

京都系90%.東海系5.5% ・近江系4.5%となる。また、口縁部 ・体部片でも胎土・粕薬の

施粕から、京都系が同等の数値を示す。

京都周辺の緑粕陶器生産は、市北部の岩倉を中心とした、洛北窯跡群・市西部の大原野

を中心とした洛西窯跡群・亀岡市篠町に所在する篠窯跡群に大別される。

洛北窯跡群は、平安京造営に伴い官窯として築かれた栗栖野窯跡群があり、栗栖野13号

窯跡からは三彩粕とともに椀・皿・火舎などの緑粕陶器が出土し、9世紀前業から生産が

始まり 、妙満寺境内窯跡 ・本山窯跡が9世紀後半、栗栖野3号窯跡が10世紀初頭まで続く

各窯跡が確認されている。洛西窯跡群では、石作窯跡から印刻花文・輪花を持つ9世紀後

半の椀 ・皿や香炉・査・唾査等が出土し、小塩窯跡群では10世紀中頃まで生産されている。

篠窯跡群では、前山窯跡より、五輪花を持つ椀.Jillが出土し、続いて、黒岩窯跡へと移行

する。 10世紀中葉期の生産と考えられる。

このよ うに、京都近郊の緑紬陶器生産は、9世紀中葉に洛北窯跡群が、 10世紀を境と し

て洛西窯跡群が、 10世紀中葉に篠窯跡群がそれぞれピーク時を向かえ移行したものと考え

られている。京都近郊産の緑柚陶器の特徴は、 9世紀前半期では、平底高台で胎土の軟質

のものが見られるが、概して高台を蛇の目・輪状高台に削り 出し、緑粕をハケで施粕し、

胎土が硬質のものといえる。石作窯跡では、三又トチンを用いて重ね焼き しているが、他

は直接重ね焼きを行っている。緑紬陶器は、 10世紀前半から技法の省略や粗雑化が顕著に

なり、一部の優品を除いて下級貴族にまでLその需要が移ったと考えられる。

千代川遺跡、では、出土地点が国府北限の溝付近の包含層及び自然流路跡に集中してはい

るが、一括資料とするには出土地区が広がり信想性に欠けるため、ここでは平安京跡及び

平安京近郊の官街跡で出土する緑柚陶器の相対的な傾向として捉えてみたい。

平尾政幸氏は、平安京右京三条三誌の比較的大きな宅地割りを占める貴族の邸宅跡から

出土した 9世紀代の緑粕陶器を底部の形態から細分し、士坑及び包含層の一括資料を時期

的に器種・器形の割合を算出し、その消長変化を捉えられた。付表9施紬陶器の底部の形

態は、千代川遺跡出土緑紬陶器の識別可能な高台110点について平安京右京三条三坊の形

態分類に準拠して作成したものである。右京三条三坊十町地区包含層（ 9世紀中頃）では、

糸切り底5.1%、削り出し高台83.7%、貼り付け高台11.2%であるのに対し、千代川遺跡で

は、糸切り底4.5%、自IJり出し高台85.5%、貼り付け高台10%となり、ほほ近似した傾向を

示す。

今回の調査で判明したことは、東海猿投産や洛酋石作産の印刻花文が施された製品がな

い点、丹波国府にあって丹波篠窯産の製品が比較的少ない点などがあげられる。
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千代川遺跡で出土した15点の灰紬陶器は、猿投黒笹14・90号窯式の 9世紀代に位置する。

律令期の国府は、 8世紀代に整備され、 10世紀中頃までに多くは廃滅している。今回の

調査地では、国府推定地西端をかすめることから、今後国庁域の調査が期待される。

（水谷書克）

付表9 施紬陶器の底部形態

個体数 比率 % 備考

(}¥ s 100 糸切り痕 円盤状高台

小言十 s 100 4.5 

IA 34 36.2 削り出し 円盤状高台

IBa IO I 0.6 削り出し 蛇の目高台

IBb so 53.2 削り出し輪状高台

ノj、~l 94 100 85.S 

II B s 45.4 目占り付け 蛇の目高台

II Bbl 2 18.2 貼り付け輪高台断面隅丸方形

II Bb2 9.1 貼り付け輪高台断面丸味を帯びる

II Bb3 2 18.2 貼り付け輪高台 高台が比較的高く

断面隅丸方形

IIBe 9.1 貼り付け輪高台 断面三角形

ノj、言十 II 100 10 

総計 110 100 

U7 、ム〆 －~~」ごEザ”’
OA I Bb II Bb2 

""-- I -7 
＼ ← τ1!!!!!!1!!!19" ＼こi三ダ’

、＼ιl.~~
I A II B II Bb3 

＼こ」a〆’ k 半 ヲ：， 、＼ヒニ土二ず’
I Ba II Bbl II Be 

第44図緑紬陶器底部実測図

-J08 



考察

第3節墨書土器

今回の調査では、総数にして約100点の墨書土器が出土した。ここでは、出土地点と文

字及びその年代について簡単にまとめておく 。

まず、墨書土器の分布を見てみる。調査区ごとの出土点数を付表10に示した。これから、

墨書土器はまんべんなく出土しているのではなく、建物跡を検出した調査区を中心に集中

して出土していることがわかる。15次調査における32区から出土した墨書土器は、量的に

多く、全体の約40%を占める。墨書土器の年代は、 平安時代で、 10世紀前後のものが多い。

34区でも平安時代の建物跡を確認しており、ここからは墨書土器が13点出土した。この 2

つの調査区出土の墨書土器を合計すると50点を越え、全体の半数以上を占める。したがっ

て、 墨書土器全体から見ると、32～34区における墨書土器の集中は注目すべきものがある。

また施柚向器の出土量も同様で、、 32～34区では優品の出土が目立つ。こうしたことから考

えると、拝田の谷部は、国府推定地の方六町からはずれるけれども、平安時代には国府に

関連する施設が存在した可能性が高いと言えよう。

墨書土器を遺構別に見ると、奈良時代では、 22区で確認した井

戸出土の一括資料がある。書かれた文字は、 「寺ヵ」と「大長」

である。次に、推定国府北限講のSD21001出土のものがある。

文字は、 「長福」 「蔦」があり、半lj読できないものが4点ある。

これ以外では、 34区の柱穴から出土したものが目立つ。

次に、図版第63～65をもとに墨書土器の文字について考えてみ

る。l～ 3は「大長」である。 「大長」は、 23区及びll区出土の

計3点で、すべて奈良時代と考えられる。 「口長Jは2点出土し

ているが、出土した調査区はlI ・ 23区であり、これも 「大長」の

可能性がある。 「大長」の意味は不明であるが、身分やこれに類

するものを表わす可能性も考えられる。 22・23区と隣接して出土

したものは、両調査区の西側に存在するであろう遺構の性格を表

わすものとして興味がもたれる。 「大家」は、 「小家」 と書かれ

たものとともに 7区で2点出土している。これらは、7区で検出

した掘立柱建物跡の性格を考える上で参考になろう。

今回の調査で最も多く出土したものは、 「福」に関する もので

ある。判読できるものには、 「福敷」 「長福」 「平福」がある。

「長福」をは じめ、福の字を持つものは、一般的に吉祥句だと考

えられる。中には人名の可能性を持つものの存在も想定されるが、
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付表10 墨書土器

出土地区一覧表

（墨痕のみも含む）

地区 個数 地区 個数

19 

2 20 

3 21 3 

4 22 4 

5 IO 23 4 

6 2 24 

7 7 25 

8 26 

9 27 

10 28 

II 5 29 

12 30 3 

13 31 

14 2 32 39 

15 33 

16 34 13 

17 35 

18 総計 100 
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付表lI 出土墨書土器一覧表

番号 調査区 文字 器佳 剖If.立 備考 42 32 ＊万呂 椀 体部外而

23 大長 判、身 底部 43 5 吉 杯蓋 天井吉II

2 22 大長 判、身 底部 井戸SE 22001 44 21 1邑 杯身 底部 s 021001 

3 II 大長 皿 底部 45 22 寺ヵ f干身 底部 S E22001 

4 7 大家 杯身 底部 46 34 司 判、身 底部 柱穴

5 II 大 杯身 底部 47 II 西 杯身 底部

6 32 大口 杯身 底部 48 34 1圭 杯身 底部 4圭穴

7 32 大口 軒身 底部 49 II 口 杯身 底部

8 32 大口 杯身 底部 50 34 口人 何、身 底部

9 II 口長 杯身 底部 51 21 口 杯身 底部 s 021001 

10 23 口長 杯蓋 天井部 s 021001 52 5 口 杯身 Ji!i部

II 7 小家 杯身 底部 53 32 厨カ H、身 底部

12 7 小家 村、身 Ji!i剖l 54 32 口口 杯身 lま朝日

13 7 福敷 杯身 底部 55 32 ロ 杯身 底部

14 7 口口口口富口 杯身 底部 56 5 口 判、身 底部

15 7 口敷 何、身 底部 57 32 口 杯身 底部

16 32 筒口 椀 底部 58 32 口 何、身 底部

17 32 口偏 緑袖椀 底部 59 30 口 杯身 底部 s 021001 

18 32 口福 緑紬腕 底部 60 34 口口 杯身 底部

19 30 長偏 f干蓋 天井部 s 021001 61 5 口 杯身 底部

20 5 福ヵ 判、身 底部 62 34 口 土師器杯 底部 柱穴

21 32 福口 杯身 底部 63 34 口口 灰紬椀 底部

22 32 信 椀 底部 64 34 口口 灰粕椀 底部

23 33 特iカ 杯身 底部 65 32 口 灰粕椀 底部

24 32 福ヵ 椀 底部 66 32 ロ 灰紬椀 底部

25 II 干t売 杯身 底部 67 32 口 杯身 底部

26 5 予稿 杯身 底部 68 32 口 杯身 底部

27 32 口平口 杯身 休部外而 69 34 ロ 灰紬椀 底部

28 7 τF 村、身 ！庄部 70 32 ロ 杯身 底部

29 7 平 判、身 l底部 71 32 口 H、身 底部

30 5 手 t干身 底部 72 32 口 灰紬椀 底部

31 5 手福 杯身 底部 73 32 口 ff、身 底部

32 32 平 杯蓋 天井部 74 34 ロ 杯身 底部

33 5 ni; 杯韮 天井部 75 32 口 杯身 底部

34 32 信ヵ 杯身 底音［） 76 21 口 杯身 底部 s 021001 

35 32 R資 H＇身 底部 77 32 口 ff身 底部 筆ならしの跡

36 32 T置 何、身 底部 78 32 口 杯身 底部

37 32 ！責 杯身 底部 79 34 口 十平身 底部

38 34 f責口 何、身 底部 柱穴 80 5 口 材、身 底音｜：

39 32 口 何、益 天井部 81 32 口 何：身 底部

40 32 井 軒、桂 天井部 82 32 ロ 杯身 底部

41 30 口 何、,i;i 天井部 s 021001 
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断定しうるものはなかった。

14は、 「口口口口富口」と 6文字が想定できる。墨痕もあざやかであるが、破片のため、

これ以上は判読できない。35～38は「虞」である。32区から出土した 3点（35～37）は、い

ずれも杯の底部外面に大きく l文字だけ墨書する。 「贋」の意味は不明であるが、この3

点は書体も似ており興味深い。40は蓋で、天井部に 「井」と書く 。 「井」は、他の遺跡例

から考えると、井戸の祭杷に関するものが多し、。これは、 32区の包含層中の出土で、井戸

から出土したものではないが、調査区外の32区の東側に井戸の存在する可能性も指摘でき

ょう。42は、体部側面に「東万呂Jと書く 。今回の資料の中では、人名が判明する貴重な

資料である。43は 「吉」で、吉祥句であろう。45は 「寺カ」である。22区の奈良時代の井

戸跡から出土した。調査区付近では、 桑寺廃寺が存在するが、これとの関連も考えられる。

46は「司」である。官職に関するものであろうか。47は 「西」 、48は 「後Jである。50は

「口人」である。42の「東万呂Jと同じように人名であろうか。 「官人」 ・「上人Jのよ

うに、身分を示すものの可能性もある。53は 「厨ヵ」である。32区から出土した。 「厨」

は、官厨 ・城厨のように広く施設全体を示す場合と、厨舎などのように一建物をさす場合

があるので、注意を要しよう 。55～82は破片のため文字が判読できず、 一部を認めるのみ

である。77は、文字を書く際に筆先を整えたもので、墨痕があざやかである。

墨書土器を器種別に見ると、須恵器が圧倒的に多く、土師器は62などわずか数点を数え

るにすぎない。拝田の谷部の32・34区を中心に、緑紬・灰袖向器もまとまって出土してい

るが、文字が判読できるものは、緑紬陶器の17・18くらいである。

墨書土器の中で、官街に関するものは、国府推定地ながら非常に少ない。わずかに 4の

「大家」 、lI ・ 12の「小家」、 53の「厨ヵ」などがあるにすぎなし、。これらは、官街とい

うよりも、建物・施設を表わすものと考えたほうが適切である。 「大家J－ 「小家」も、

建物の性格を表わすもので、直接官街に関係するものではない。したがって、官街関係の

墨書土器はきわめて少ないといえる。また、官職や身分を表わすものも、極めて少なく、

わずかに「大長」にその可能性を認めるだけである。丹波国府推定地内には、桑寺廃寺も

含んでいるが、寺院・仏教に関するものは、 「寺カ」だけである。

時期的には、 32・34区で出土した墨書土器が全体の半数を占めるため、 10世紀以降のも

のが一番多い。破片資料のため、時期判定が困難なものが多いが、 Bブロァク出土のもの

は、 8世紀中葉を中心とする奈良時代に入るものが多い。調査地は、丹波国府推定地の西

辺であるが、墨書土器の多さから考えても、官街遺構に関係するものと思われる。

（鵜島三喜）
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第 4節 丹波国府の移転一「丹波国吉富荘絵図写Jをめ ぐってー

はじめに

初期丹波国府は、主として歴史地理学的観点から千代川町拝田に比定する説がも っとも

有力である。それから後、 12世紀代には、船井郡八木町屋賀に移転したと考えられている。

しかし、八木町屋賀に比定するには問題点も多く残っているように思われる。したがって

丹波国府の移転問題を考える上で、常に提示される 「丹波国吉富荘絵図写」を取り上げ、

比定地をめぐる問題を再考してみたい。

1.吉富荘と絵図の製作

吉富荘は、現在の京都府北桑田郡京北町にあった神護寺領の荘園で、その範囲は、丹波

国桑田郡から船井郡にわたる広大なものである。吉富荘の成立は、もともとj原義朝の私領

であった字津郷に、藤原成親が、平安時代後期に神吉 ・八代 ・熊田 ・志摩 ・背lj部等郷を加

えて、 「一円之庄号」をたて後白河院の御願寺法華堂に寄進したことに始まると言う。吉

富荘の成立、写しの作られた理由などは、 「文覚四十五箇条起請文」 「小野細川御作手重

訴状」 「神護寺文書J等をはじめとする文献史料によ って明らかである。それによれば、

吉富荘絵図は、承安4(1174）年に荘園の境界である勝示を打ったときに作成されたものと

言われる。したがって、絵図製作の動機から、当然吉富荘全域を描いたもので、現存する

ものはその写しである。写しの製作時期は、戦国時代か江戸初期、または江戸時代後期と

揺れている。どちらにしても、その時期まで写しを製作する必要があったことが重要で、あ

る。それは、吉富荘と小野細川との荘堺相論である。そのため、吉富荘民に承安4年の吉

富荘絵図の写しを提出させていることは「小野細川御作手重訴状」（神護寺文書145号）で

明らかである。史料では、堺相論は建長 2(1250）年から応永19(1412）年まで継続している

が、 実際はずっと後代（江戸初期）まで継続するのではないかと仲村氏は推測している。吉

富荘に限らず、土地問題の領有をめぐっては、古文書、絵図などが自分の正当性を証明す

る手段として使われる。したがって、吉富荘絵図の写しの製作の動機は、堺相論が起きた

際の正当性を証明するためである。そのためには、承安4年と古く作成された由緒ある絵

図は絶大な効果があったであろうし、それゆえ、自らの正当性を証明する有力な根拠とす

るため、堺相論のたびに製作し続ける必要があった。

2.吉富荘絵図の問題点

ここで、絵図の問題に移ろう。この絵図に関する論考は極めて少なく 、仲村 （弘氏や展
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（註10)

覧会の際の図録の解説に尽きる。まず、仲村氏の観察した絵図の特徴を箇条書きに挙げる。

1 吉富荘自体よりも荘域外の方に絵図の重点が置かれている。

2 在家の有様が藁葺き、板葺き、上床の建物というように区別して書いているのは名

主、富豪の屋敷を重点的に描いたものである。

3 国街領 ・荘園を囲む山々の景観と標高は、現在の地図と比較しでも正確である。

この Iに関 しては、仲村氏は、絵図の裏書に「在庁辺 後度」とあることから、承安4

年直後に書き加えられた可能性を指摘している。吉富荘は字津を中心に神吉 ・八代 ・熊

田・志摩・刑部郷から構成されるが、絵図では、志摩・刑部が勝示外にあり 、国街領と入

り組んで、存在する。その部分を描くため大きなスペースを割かなくてはならなかったとす

るが、吉富荘域外の部分が描かれる理由については後考に待ちたいと している。

2に関しては、考古学的に見ても重要である。どのクラスの人が住んでいた屋敷かは今

後の課題であるが、こういった点から考古学における絵図の利用は重要なものと言えよう。

3は、正確に描かれているだけに、絵図を単なる絵図としてのみならず、歴史地理学的、

考古学的な意味も含めた資料としての貴重さがある。

そこで、絵図に書かれる地名と現在の地名との対比などを含 付表12 地名比較表

めて、 「国八庁jの所在地を推定してみよう。

3.国八庁の位置

吉富荘絵図は、 1923年、藤田元春が『京都府北桑田郡誌』編
（詑Ill

纂の際にはその存在が知られている。魚、澄惣五郎や八木茂美な

どは、この絵図を根拠に、丹波国府は現在の船井郡八木町屋賀

に所在したと考えた。国府の所在地に関しては、先学によって

学説も整理されているが、近年、亀岡市千代川町に初期国府を

想定して、その後屋賀に移動したと考える説が有力である。少

なく とも、この絵図が原本の承安4年（1174）に作成された絵図

の原初的な形が踏襲されているという前提に立てば、平安末期

の12世紀後半には、国府は絵図の地点に存在したことになる。

絵図に描かれた国八庁が、 屋賀に比定されてきた理由をまと

めてみると次のようになる。

1 絵図に書かれた付近で、国府に関係するような地名を探

すと「屋賀」というふさわしい地名がある。

2 屋賀には、 「宗神社」 と呼ばれる神社も存在し、これも
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絵図地名 現地名

船枝村 荷台枝

熊厘村 熊原

榎村

諸木村 諸木山

上津日量村

氷所 氷所

因幡鼻 岩鼻？

池上寺 池上

山室村 山室

糟掻村 粕:itトワ

雀部村 雀部

鳥羽下鴨 鳥羽

草野村 宇佐野

木原村 木原

二俣山 二又（山）

木前 木崎

志万郷

川関 川関

美野田 美濃田

コウガハナ
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第45図 吉富荘絵図写（真継正次氏所蔵、京都府立丹後郷土資料館撮影）

国府に関連するものである。

3 屋賀地区には、 「国府」姓が多い。

という 3点に尽きる。屋賀地区には「国府jそのものの小字が残っている。この国府の小

字周辺には、焼石 ・焼香 ・屋賀寺 ・府土垣内などがある。これら寺院や 「府」がつく小字

名から、これまでは国府が存在したと考えられてきた。しかし、上に挙げたような理由か

ら、屋賀を国府所在地と考えてよいのであろうか。再考すべき点はないのであろうか。

筆者は、承安4年時点での国府をこれまでのように屋賀に比定することは、もう少し慎

重であるべきだと考えている。理由は、以下のような点からである。

まず、絵図に書かれた地点を検証してみよう。吉富荘絵図の場合、絵図の地名と現在の

地名の検討が比較的容易である。そこで、絵図と地図をあげてみた（第45・46図）。絵図に

記載される地名と現地名を比定したのが付表12である。 このように、 絵図と地図を比較し

てみても、 「吉富荘絵図写」は、かなり正確に描かれてお り、十分絵図に書かれた建物の

位置を現在の地形に比定してし、く作業は可能であることがわかる。絵図に出てくる地名と

現在の地名を比較してみても、その位置は若干のずれはあるものの、全体的に見てその位

置関係の正しさは肯定されてよし、。
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第46図 吉富荘比定図（I/I 00,000) 

さて、問題となる国八庁の位置を比定する上でのポイントは、 ｜国八庁」の背後の山で

ある。この山も正しく描かれていることは、第46図のとおりである。そうして考えると、

山の形、周辺の地名との対比から、 「国八庁」と書かれた部分を屋賀に比定するのは、図

像の上からもかなり無理があることは否めないであろう。絵図に見られる地点は山の南側

であり 、山の西側ではなし、。西側なら現在の屋賀であるが、南側は、亀岡市馬路町池尻で

ある。絵図は、デフォルメされて描かれるのが常であるので、方向の違いはかまわないと

いう意見があるかも しれないが、それはこの絵図全体の構成から考えても無理があろう 。

絵図から 「国八庁」の位置を比定した場合、池尻地区が妥当であるように思われる。
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第47図 丹波国府推定地小字図（1/10,000)

（高橋誠一氏1985を参考に作成）

次に、歴史地理学的に考えてみよう。

亀岡市の条里に関しては、足利健亮 ・高橋誠一両氏らが検討を試みている。 足利氏は亀

岡盆地の条里に関する基礎作業を行ったが、足利氏の作業を もとに、山の南側に位置する

池尻を考える。これまで国府に推定されていた屋賀は、大堰川の氾1監原に隣接し、旧河道

の存在から条里もかなり乱れている。したがって、屋賀は大堰川の氾濫をたびたび受けて

いたと思われる。それに比べ、池尻にはそのような危険性はない。また、足利氏によれば、

国分寺の北方から北西方面に、国分寺の設立前に早くも造られていたと考えられる計画古

道が確認できるという。この計画古道をさらに北にのばしていくと第48図のヌ点を指向す

る。この点は、現在馬路町馬路を南北に走る道路とぶつかるが、この道路は条里の方向に

沿って南北を指向している。こう いった点からも、池尻は注目するに価する地区といえる。

第3番目の点として、文献による検討がある。

丹波国府は、国分寺の西北約 4kmの船井郡八木町北屋賀に、 「国府」という小字名が
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第48図 屋賀・ 池尻周辺条里図（足利健亮氏1987)

残り、また、この屋賀には宗神社という、総社と思われる神社も存在することから、丹波

国府の最も有力な候補地であった。 ただ、すべての文献は桑田郡に所在する と記載するの

で、亀岡市内の保津町案察使 ・千歳町 ・三宅町などに所在地を求める説が提出されてきた

という経緯がある。しかし、仲村研氏は、小字名の研究を中心に、丹波国府は初め亀岡

市千代川町にあって、平安時代末期になって屋賀に移動したと考えた。

以上のような、研究史を再確認した上で、文献記載を考えてみることにする。丹波国府

の所在地は、 『和名抄JI延喜式』をはじめとする諸々の文献記載には、すべて桑田郡と

書かれている。諸々の文献による丹波国府所在地は、付表13のとおりである。

以上の文献の編纂された年代から考えると、国府が屋賀に移転した平安時代末の段階で

はまだ、桑田郡に存在したことになる。したがって、これら文献史料によるかぎりこれま

での比定はおかしいことになる。もちろん、当時の郡界がどこであったかは不明で、あるが、

これまでは、屋賀 ・国府という地名を主な根拠に、文献記載の吟味はなされてこなかった

ように思われる。これら文献記載は、丹波国のみならず、全国の国府所在地比定の有力な
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第49図池尻地区小字図

（亀岡市馬路町ほ場整備事業平面図をもとに作成）

根拠とされている。その中で、丹波国の国府所在地のみが、文献記載とは異なった船井郡

に比定するのは安易にすぎよう 。文献記載を尊重するかぎり、桑田郡に所在地を探すべき

である。平安時代末、国府が移動したと考えて、それが絵図に描かれた「国八庁」ならば、

桑田郡にも属し、 山の南側の池尻周辺が妥当であり 、文献記載からも問題がない。

以上挙げたように、絵図・歴史地理・文献といった 3方面から考えるかぎり 、これまで

のように安易に屋賀を移動先と考えるのは、やは り問題が残るであろう 。

さて、絵図に戻ると、国八庁のとなりに、 「在庁等住所」と書かれているところがある

が、地図と照らしあわせると、ここが現在の屋賀に相当する。例えば、平安時代の終わり

には、国府は絵図に描かれるように山の南側にあって、その後絵図に描くようにその西側

に住んでいた役人の居宅などが中世の国府へと変化した可能性はないだろうか。そうして

考えると、これまで国府の理由とされてきた 3つの理由も矛盾することなく、合理的に解

釈できる。屋賀地区は、道路が屈曲し、 土塁跡と考えられる竹薮と堀状の窪地に固まれて

いることから、典型的中世防御集落だといわれている。 したがって、筆者は千代川国府か

らダイレクトに屋賀に移動した説は取らず、絵図に描かれた山の南側、現在の池尻周辺に
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付表13 文献記載国府所在地名（木下 良氏論文より作成）

文献名 流布本 『和名抄j 東急本 『和名抄j 三巻本 『色 『拾芥抄j 『延喜式』 十巻本 『伊呂

国名肩註 郡名下註 国名肩註 郡名下註 葉字類抄』 頭註 波字類抄j

所在地 桑田 桑田 桑田 桑田 桑田国府 桑田 （武）桑田 桑田府

国府所 10前 IO末～ 10前 10末～ II 世紀後半 1170頃 12初 1180年頃以

在年代 I l初 I l：初 降か

平安末の段階で移動し、その後屋賀に再移転したと考えたい。

おわりに

丹波国府は、亀岡市千代川町から八木町屋賀に移転したと考えられてきたが、絵図、歴

史地理、 文献史料を丹念に調べ直してみると、屋賀に平安時代末の段階で存在したという

ことは困難である。これまでの比定は、屋賀地区に存在する小字名と吉富荘絵図に書かれ

た「国八庁」を安易に結びつけてしま ったところに問題点がある。

現在、亀岡市馬路町池尻で道路建設に伴う発掘調査が進行中である。ここからは、 白鳳

時代から平安時代にわたる瓦が出土している。遺構の性格は調査中のため判明するまで時

聞がかかろうが、調査にかかる期待は大きいものと言えよう 。

本稿をなすにあたって、亀岡市文化資料館の黒川孝宏氏、当センターの田代 弘氏には

諸々の点で御教示いただきま した。記して感謝し、たします。

j主l 木下 良「丹波国府社」 『古代文化J16-2 1966 

注2 『篠遺跡第2次発掘調査j現地説明会資料 亀岡市教育委員会 1990 

注3 『京都府遺跡地図j 京都府教育委員会 1973 

注4 藤岡謙二郎「丹波の国府j f国府J日本歴史叢書25 吉ill弘文館 1969 

注5 寺島孝一 「平安京出土の緑粕陶器」 『考古学雑誌J51 3 1976 

（鵜島三喜）

注6 前川 要「平安時代における緑粕陶器の編年研究」 ・「平安時代における施粕陶磁器の様式論

的研究（上 下）」 『古代文化J41-5・8・10 1989 

注 7 加納敬治 ・平尾政幸 「平安京右京三条三坊J f京都市埋蔵文化財研究所調査報告j第10冊

1990 

注8 仲村 研 「丹波国吉富荘の古絵図についてJ（『史朋』2 京都） 1963 

注9 注8に同じ。

注10 『古絵図の世界j 京都国立博物館 1984 

注lI 藤田元春『京都府北桑田郡誌j 1923 

注12 魚澄惣五郎「丹波国沿革」 『南桑田郡誌1 1924、八木茂美 「丹波国分寺」 I国分寺の研究j
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1938 

注13 足利健亮「亀岡盆地条里の基礎的検討第一報」 『京都府埋蔵文化財論集j第 l集 （財）京都府

埋蔵文化財調査研究センター 1987、高橋誠一 「亀岡盆地の条里と丹波国府」 『人文地理学の

視圏j 大明堂 1986 

注14 木下 良「古辞書類に見る国府所在郡について」（ 『国立歴史民俗博物館研究報告j第10集

国立歴史民俗博物館） 1986 

＜千代川遺跡他関係遺跡文献＞

安藤信策ほか「国道 9号バイパス関係遺跡昭和55年度発掘調査概要」 『埋蔵文化財発掘調査概要

(1981 2)J 京都府教育委員会 1981 

水谷嘉克 ・村尾政人ほか「国道9号バイパス関係遺跡昭和56年度発掘調査概要」 『京都府遺跡調査概

要j第 l冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 1982 

水谷誇克・村尾政人ほか「国道9号バイパス関係遺跡昭和57年度発掘調査概要」 『京都府遺跡調査概

要j第7冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 1983 

水谷蕎克・村尾政人「千代川遺跡第4次」 『京都府遺跡調査概要』第10冊 （財）京都府埋蔵文化財調

査研究センター 1984 

水谷議克 ・岡崎研一 「千代川遺跡第3次J I京都府遺跡調査概要』第12冊 （財）京都府埋蔵文化財調

査研究センター 1984 

水谷蕎克・村尾政人ほか「国道9号バイパス関係遺跡昭和58年度発掘調査概要」 『京都府遺跡調査概

要j第12冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 1984 

水谷蕎克ほか「千代川遺跡第6・7次」 『京都府遺跡調査概要j第14冊 （財）京都府埋蔵文化財調査

研究センター 1985 

村尾政人「千代川遺跡第8次Jf京都府遺跡調査概要』第14冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究セン

ター 1985 

水谷誇克・森下 街「国道9号バイパス関係遺跡昭和59年度発掘調査概要」 『京都府遺跡調査概要』

第17冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 1985 

水谷毒克・森下 街「国道9号バイパス関係遺跡昭和60年度発掘調査概要」 『京都府遺跡調査概要』

第21冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 1986 

樋口隆久「千代川遺跡第ll次発掘調査概報J 『亀岡市文化財調査報告書j第15集 1987 

水谷議克 －森下 街「国道9号バイパス関係遺跡、昭和61年度発掘調査概要JI京都府遺跡調査概要J

第26冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 1987 

水谷議克・鵜島三誇「国道9号バイパス関係遺跡昭和62年度発掘調査概要」 『京都府遺跡調査概要』

第31冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 1988 

小池 寛・鵜島三誇「国道9号バイパス関係遺跡昭和63年度発掘調査概要j f京都府遺跡調査概要』

第35冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 1989 

鵜島三詩「国道 9号バイパス関係遺跡平成元年度発掘調査概要」 『京都府遺跡調査概要j第40冊

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 1990 
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(1)千代川遺跡調査地遠景 (南 からの空中写真 ;12次 )

(2)同上 (北 からの空中写真 ;14次 )
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(1)千代川遺跡調査地遠景 (北 からの空中写真 ;13次 )
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(2)国府推定地北辺全景 (西 からの空中写真 ;13次 )
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(1)10次 調査地全景 (南 からの空中写真)

(2)同上 (北 からの空中写真)

ヽ

―

ヨ

r¬



図
版
第
七
〇

(1)12次調査地全景 (東 からの空中写真)
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(2)同上 (南 からの空中写真)
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(1)2区 全景 (南 から)

(2)2区  溝 S D 10038遺物出土状況 (西 から)
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(1)3区 全景 (南 から)

(2)3区 土坑 S K10106完掘状況 (北 から)

(3)3区 土坑 S K 10087完掘状況 (北 から)
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(1)3区  竪穴式住居跡 S H 10099遺物出土状況 (南 から)

(2)同上 完掘状況 (南 から)
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(1)4区 全景 (北 から)
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(1)4区 井戸跡 S E 10116完掘状況 (北 から)

(2)4区 井戸跡 S E 10116瓦 器椀出土状況 (東 から)
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(1)5区 弥生時代遺構面全景 (東 から)

(2)5区 奈良時代遺構面全景 (北東から)
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(1)5区 掘立柱建物跡 S B 12074検 出状況 (西 から)

(2)5区 掘立柱建物跡 S B 12071 0 12072、 柵列 S A 12080検 出状況 (西 から)
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(1)6区 全景 (南東から)

(2)6区 掘立柱建物跡 S B 12107検 出状況 (西 から)

二二二

邸「
饉

｀
■ギ

″,■‐



図
版
第
八
〇

(1)6区 掘立柱建物跡 S B 12104検 出状況 (南 から)

(2)6区 土坑 S K 12087～ 12098検 出状況 (南 から)
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(1)6区 土坑 S K12076検出状況 (北 から)

(2)6区 土坑 S K 12076完掘状況 (西 から)
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(1)7区 全景 (南 から)

(2)7区 溝 S D 12119 0 12123、 土坑 S K12084検出状況 (南東から)
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(1)7区 溝 S D 12123完掘状況 (西 から)
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(2)7区 溝 S D 12121遺物出土状況 (西 から)

t

Fも  、_・・′._Dマ」
「・  ‐`

` t   
。

fユr ヽ

`b‐′
. ヽ 1し  '

・‐lFi七七IFI:
ンス

ノ′,ヽ 』、し■
=0●

‐
14r∵ 1■ /・

「
‐

.._ぎ
｀
:う l多・

`, 
′

ヽ
賛
・
お

‘‐
ｒ
デ
′ｔ
¨
´
●ヽ
　́
　
　
　
・　
　
　
　
　
一

・ｒ
鮮

ｒヽ
¨
ネ

一

〓
一
卜
　
　
　

‥
´・
イ

‐
一
一
ち
一

・　

　ヽ

・
１

　
・

a

ノ

彙ごf肇■●

奪



図
版
第
八
四

(1)7区 土坑 S K12118検出状況 (南 から)

(2)同上 完掘状況 (南から)
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(1)8区 全景 (西 から)

(2)9区 全景 (南 から)
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(1)10011区  全景 (上方が西 ;空中写真)
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(1)11区  掘立柱建物跡 S B l1001完掘状況 (北 から)

(2)11区  本製鏃出土状況
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(1)11区  井戸跡 S E l1019全 景 (北 から)
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(1)12区  掘立柱建物跡 S B 12001検 出状況 (南 から)

(2)13区  素掘 り溝完掘状況 (北 から)
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(1)15区  掘立柱建物跡 S B 15005 0 15006検 出状況 (北 から)
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(1)18区  全景 (北 から)
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(1)30区  全景 (上方が西 ;空中写真)
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(2)30区  断 ち割 り部土層堆積状況 (西 から)
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(1)32区  全景 (南 から)
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(2)32区  掘立柱建物跡 S B 32001～ 32003完掘状況 (北 から)
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(1)32区  島状部分南端完掘状況 (東 から)
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(1)35区  井戸跡 S E 35040検 出状況 (北 から)

(2)35区  井戸跡 S E 35040遺物出土状況 (南 から)
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